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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　解答です。

　──人形たちは全員が例外なく、人間になった瞬しゆん間かん、深い絶望を覚えました。

　何な故ぜなら幸せに通じる道は、どれもこれも絶望で埋め尽くされているのですから。

　人形たちがこれから幸せになれるかは、誰だれも知ったことではありません。

　それはもっと未来のお話。だから人形たちが、勝手に幸せになればいいのです。
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　そして私は、目を覚ましました。

『全一オール・イン・ワン』としての本体が再起動すると同時に、有ゆう機き体たいとのリンクもまた再構成されます。

　フリーズから再起動に至るまでの主しゆ観かん的てきな時間の空白、有機体が行う脳の活動における多少の意い識しきの混こん濁だくはありますが、それでも記き憶おくの混乱はありません。

　マスターの感情的な激げつ高こうと不定量子回路の暴ぼう走そう。それは私にとってつい今しがた起きたことのようでしたが、それでも体内時計は、あれから二十一分十六秒の時間が経たっていたことを示しています。その間、何が起きたのか、或あるいは何も起きていないのか。

　確かく認にんしなければなりません。

　私は、ゆっくりと目を開あけました。




　そこは──見知らぬ場所でした。

　建物の中です。打うち放はなしたコンクリートの床ゆか。鉄筋に高い天てん井じよう。目の前に積つみ上がった段ボール箱ばこ。状況から推測するに、どうやら倉庫のよう。

　私はそこに、横向きに寝かされています。

　動こうとしましたが、上う手まくいきません。両腕の手首を身体からだの前で縛しばられています。着ていたパジャマは、不定量子回路の暴走によってぼろぼろになっていました。
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　ただ、記憶に乱れはありません。思考回路も遅延していません。

　私はあれから、囚とらわれてしまった。そう結けつ論ろんせざるを得ない状況のようです。

　マスターは無事だろうか、と。私はまずそれを思考しました。

　生きているのは確かく実じつです。私の存在は実軸ランナに安定していますし、ダイレクトリンクも途と切ぎれてはいません。ダイレクトリンクにおける会話機き能のうは不全で、つまりマスターとの物理的な距きよ離りは離はなれているようですが、これは状況からして当然の帰結でしょう。

　ともあれ、マスターは生きている──私の口から、薄うすい吐と息いきが洩もれました。

　しかし。生命活動が行われているからといって、即すなわち無事という訳わけではありません。

　それを考えると、有機体の心拍数が僅わずかに上昇します。マスターは今どうしているのでしょう。あれから何が起きたのでしょう。それが不明です。

　と。

「……じ、じゃあ、好きにしていいの？」不意に少年の声が、空間に響ひびきました。

　私の背はい後ご、やや遠く。つまり、倉庫の中心辺あたりから発せられた声のようです。私が目覚めたとは気付いていないのでしょう。ここは様よう子すを見ることにしました。

「ああ、構わん。俺おれの欲しいものはお前とは重ならないからな」

　対する声。よく知った、けれど決定的に違う話し方。

　ひめひめの身体からだに入った、無限回廊エターナル・アイドル。

「城き島じま硝しよう子このことは勝手にしろ。本体にさえ手を出さなければな」

「うん。それはわかってるよ」

　答えたのは、私の記き憶おくにある、知った声でした。

　上うえ野の恭きよう一いちくん。私の隣となりの席のクラスメイト。そして今日きようの午後、私に告白した少年。

　彼が無限回廊エターナル・アイドルと話をしている。私の心しん臓ぞうは、僅かに跳はねました。

「あいつは死んでいないだろうからな。あとはお前次第だ」

「でも、あいつが城島さんを取り返しに来るとしたら……僕、あの人を殺すと思う。あなたはそれでもいいの？」怖おず怖おずとした声。けれど言葉の内容は剣けん呑のんです。それは──上野くんが、マスターを意に介さず、無限回廊エターナル・アイドルをのみ恐れているという証しよう拠こでした。

「ふん」無限回廊エターナル・アイドルは鼻で笑います。

「それでも構わんさ。固定剤リターダが死ねば虚軸キヤストは実軸ランナへ存在できない。が、そうなればまた新しく固定剤リターダを見付け、くっ付ければいいだけの話だ。その時は俺に言え」

「……僕を、城島さんの固定剤リターダにしてくれるの？」

「ああ」

　無限回廊エターナル・アイドルの返事に、彼は明らかに上気した様子で興こう奮ふんしました。

「じゃあ、ここはもう任せてよ！　あなたには用事があるんでしょう？」

「そうだな。もう一方の面めん倒どうも見てやらなければならない。何せまだなりたてだ。くく……しかし、あちらはあちらで面おも白しろいことになりそうだな」

「それって、舞まい鶴づるさんとのこと？」

　舞鶴──蜜みつ。彼女の名前が出るのは予想外です。もしかして、私たちと時を同じくして、無限回廊エターナル・アイドルは他ほかの虚軸キヤストたちにも何か仕掛けていたのでしょうか。

「あの娘こならもうダメだよ。完全に潰つぶしてやったから。……あんたの言う通り殺しはしなかったけど、今後まともな生活は送れないね」

　さっきまでのおどおどとした喋しやべり方から一転、上うえ野のくんは得意げな声でした。

「ん？　お前……そうか。成長してきているのか。人格が変へん貌ぼうしつつあるな」

「そう？　僕は僕のままだよ」

「まぁいい。でもな……油ゆ断だんはするな」

「油断はしないよ。だってあいつ、随ずい分ぶん頭が回るらしいし。だから僕も……」

「違う。城き島じま晶あきらのことではない。俺おれが言っているのは……『目ハ覚ラまハしラ時計』のことだよ」

「速はや見み殊こと子こって人？　確たしかに強いっていうのはあなたから聴きいたけど、でもそれって心を操あやつる類たぐいのものなんでしょ？　それだったら、今の僕には通じないんじゃないかな」

「ふん……とんでもない」

　上野くんの言葉を否定する無限回廊エターナル・アイドル。その声はどこか楽しそうですらあります。

　それにしても──『今の僕』というのは？

「いいか、上野恭きよう一いち。これは忠告だが……速見殊子を甘く見るな。あいつは城島晶と手を組んでいる虚軸キヤストの中で、いや、俺の知る限り、最も恐ろしい存在だ。最も強いのは柿かき原はる里り緒おだろう。最も凶きよう暴ぼうなのは舞鶴蜜かもしれない。そして最も厄やつ介かいなのは佐さ伯えきネアだ。しかし……しかしだ。それでも、速見殊子は恐ろしい。それが俺の認にん識しきだ」

「ど、どう恐ろしいっていうんだよ」気が大きくなったといっても無限回廊エターナル・アイドルには畏い怖ふを感じているようで、上野くんの声は、震ふるえていました。

「あいつは、手を出さないんだよ」対する無限回廊エターナル・アイドルは、厳おごそかに言います。

「速見殊子は、ほとんど万能に近い世界を持っておきながら、何も問題を起こしていない。それがどういうことかわかるか？　あいつは柿原里緒のように城島晶の存在を大事にしている訳わけではない。舞鶴蜜のように抑止されている訳でもない。佐伯ネアのように他者を傷付けることが不可能な訳でもない。だが、だ。

　それなのにあいつは何もしていない。これがどういうことかわかるか？　強大な世界を持っていながら、その力にまったく頼ることがないんだ。これほど恐ろしいことはない……忠告するが、もしもお前がお前の目的を達成したいのならば、あいつに何もさせるな。あいつが自分から何か行動を起こしでもしたら、手が付けられないだろうから」

「で、でも……」

「それに……俺はまだあいつの虚界渦アンダーゲートが開放された姿を見たことはない。つまりは未知数でもあるんだ。仮にお前がそれと相対したとして、お前があっさりと倒されてしまっても俺は不ふ思し議ぎには思わんな。……お前の世界は俺おれの予想以上に強く大きなものになりつつあるし、対策も講じてやったが、それでもあいつの世界の大きさに比べれば、まだ少々足りない」

「わ、わかったよ……気を付ける」

「では、俺は行く。あとは任せた」

　倉庫の中を歩く音が聞こえ始めました。その後、鉄てつ扉ぴの開く音と閉まる音がそれに続き──無限回廊エターナル・アイドルは、この場を去ったようです。

　私は故ゆえに寝返りを打ち、上うえ野のくんに向かって声を掛けました。

「マスターは無事なのですか？」

「ああ……起きたんだ城き島じまさん」

　しかし驚おどろいた様よう子すもなく、上野くんは私に笑え顔がおを向けると、嬉うれしそうに近寄ってきます。

「気分はどう？　ごめんね、縛しばっちゃって」優やさしげな声でしたが、私は警けい戒かいを解きません。

「マスターは無事なのかと尋きいているのです。……それに、私をどうするつもりですか」

「ああ……やっぱり城島さん、まだあいつのことが忘れられないんだね」

「……何を言っているのですか？」

「やっぱり、殺さなきゃダメだ、うん」私の話をまるで聴きかず、彼は呟つぶやきました。

「あそこであいつが死んじゃうと、気絶してたきみが消えてしまうって話だったから殺さずにおいたんだけど……きみはやっぱり、どうしてもあいつの人形でいたいらしいし。どうしようか？　もしきみが、あんな奴やつよりも僕の方が自分の主人に相応ふさわしい、ってわかってくれるんだったら、僕はあいつを殺さずに済むんだけど」

「理解不能な提案です」

　虚軸キヤストと同化した上野くん。

　表面上の態度には大きな変化がありませんが、会話してみればその侵蝕は明らかでした。

「昨日きのうも言った通り、私はマスターのものです。それを違たがえる意志など私には微み塵じんもありませんし、何より私は、あなたを主人とは認めません」

「悲しいなあ。……ま、いいや、今はそれで」上野くんは私の肩を掴つかみ、寝そべっていた身体からだを起こすと、背はい後ごの段ボールへと立て掛けました。

「取とり敢あえず僕は一回家に帰ってくるから、悪いけどしばらくそうしててくれないかな？」

「拒否します。私を家へ帰してください」

「ごめんね」楽しそうな声。

「でもダメなんだ。日が変わるくらいには戻ってくるから……大人おとなしくしておいてね。城島さんの新しい服も取ってくるから。それから、逃げようなんて思わない方がいいよ。きみの力は普通の人間と同じなんでしょ？　縄なわはほどけないし、仮にほどけたとしてもこの倉庫からは絶対に出られない。あ……トイレは向こう。扉とびら開いてるし、そのままでも大丈夫だよね？」

　一方的に喋しやべり終えると、上野くんは私に背を向け、倉庫の出口、仰ぎよう々ぎようしい扉を開きます。

「じゃ、またあとで」

　彼の姿が外へ消え、そして施せ錠じようするような音。

　あとは、静せい寂じやく。

　私は、倉庫の天てん井じように設置された薄うす明あかるい電灯を、ゆっくりと見上げました。
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　小さな頃ころから、上う手まく自分を主張できない子供だった。

　父は公務員で、きっちり定時に帰ってくるような人。決して気が弱い訳わけではなかったけれど引っ込み思案で、年功序列でなかったら出世も望めないような、そんな性格をしていた。対して母は印刷会社に勤つとめるキャリアウーマンで、いつも夜遅くまで帰ってこない人。てきぱきとしてはいるが無口で、これも他ひ人とと接するのが下へ手ただった。

　だから父と母、両方の性格を受うけ継ついだ娘は、当然のようにそうなる。

　顔は母に似て整ととのっており、髪は父に似て真まっ直すぐ伸びる癖くせのない、艶つややかな黒髪。容姿だけは双方のいいところを併あわせ持ち、将来は美人になるとよく言われていた。フリルの付いたような可愛かわいい服をいつも着せられていたから、近所の大人おとなたちにもよく褒ほめられていた。

　けれど、ありがとうの一言がどうしても言えなかった。

　特に好きなものもなかったからそれに没頭して自分の世界に閉とじ籠こもることもなかったが、かと言って外で遊び回るような元気さもない、そんな子供時代。幼稚園でも小学校でも容姿が目立っていたから最初は周りに人が──主に女の子たちが群がるが、一カ月も経たつと疎そ遠えんになる。だってあの子一いつ緒しよにいてもつまんないんだもん、と、トイレにいる時に陰口を聞いたことがあった。その通りだと思ったから怒りも涌わかず、そんな自分に失望すらしない。

　怒ったり泣いたり笑ったりするのは苦にが手てで、だから曖あい昧まいに頷うなずいてすべてをやり過ごす。

　──速はや見み蜜みつは、そんな子供だった。

　その生まれつきの性格に拍車がかかったのは、小学校三年生の時だ。

　お互いの仕事からすれ違いの多かった父と母が、離り婚こんすることになった。大人の事情はいろいろとあるのだろうが蜜にはよくわからない。

　ただ父から聞かされたのは、普ふ段だんから夜遅くしか帰ってこない、あまり会話したことのなかったお母さんが本格的にもうここに帰ってこなくなるということ。母よりも自分の方が一緒にいてやれるからという理由で、蜜はこのままこの家に暮らすのだということ。そして、お父さんとお母さんは別に喧けん嘩かをして仲が悪くなった訳ではないのだから、母はたまに蜜に会いに来てくれるということ──その三つだった。

　それが今までとどう違うのかはよくわからなかった。だから泣なき喚わめくこともなく、蜜はただ、わかった、と一言だけそう言った。父は困ったような顔をしてすまないなと言ったが、別に謝あやまられることでもないのになと、そう思った。

　しかしそれでも、両親の離婚は、蜜の人格に影えい響きようを与えることになる。

　ただでさえ引っ込み思案だった父は、数年後には第二次性徴の始まる自分の娘にどう接していいのかわからず、また蜜も自分の感情を面おもてに出すことをあまりしなかったから、家族の会話が激げき減げんする。いなくなった母は、ぶっきらぼうではあったし深夜にしか帰ってこなかったけれど、それでもちゃんと速見家の潤じゆん滑かつ油ゆになっていたのだ。

　これが原因で──この時期から蜜は、今まで以上に無口な子供になっていった。

　三カ月に一度蜜みつのところへ会いに来る母は、いつも、不自由していないか、寂さびしくはないか、というようなことを自分の娘に尋きいた。うん、とだけ蜜は答え、それならよかった、と母は言葉少なに微かすかな笑えみを浮かべる。

　会いに来る度たびに、蜜に洋服を買ってきてプレゼントしてくれた。普ふ段だん着ぎにするには不釣り合いなほどふわふわとしてきらびやかな、まるで人形のような洋服だった。愛情を表現するのが下へ手たな母は高価な洋服を買い与えることでしか、娘に接することができなかったのだろう。

　対して甘えるのが下手な娘は、着回しのできない服を律りち儀ぎに受け取って、それをクローゼットに仕し舞まう。ありがとうの五文字は母親に対してはちゃんと言えた。

　そんな数年間を経て、いつしか蜜には唯ゆい一いつの趣しゆ味みができた。

　部屋で行う着せ替えごっこだ。

　ごっこ、と言っても着替えるのは自分。外に出る用事もなく、かと言って着て歩くにはどうにも恥はずかしいその服を、取っ替え引っ替え姿すがた見みの前で着たり脱いだりする。

　母親の前で着ることもあったが、母とは滅めつ多たに会えないから、それは──ひとりの時、家にある唯一の娯楽にしがみつくような、そんな楽しみ方になっていく。

　父親はメルヘンの本を買い与えることが多かったから、蜜はその影えい響きようもあって、どこかの国のお姫ひめ様に、物語の主人公になっている自分を夢想した。

　一番気に入っていたのはラプンツェル。

　家は塔。部屋は牢ろう獄ごく。窓からその黒髪を垂たらし、王子様が昇ってくるのをじっと待つお姫様。実際に髪の毛を垂らしたりなどはもちろんしなかったけれど、いつか誰だれかが自分のところに、この部屋に来てくれるのではないか、そう思うと少しだけわくわくした。

　けれどそれも決して、現実のすべてを忘れさせてくれるようなものではない。

　頭ではしっかりとわかっていた。これは夢で、本当の自分はこんなきらびやかな服が似合うような人間ではない、と。クラスメイトの言うような、つまらない子──王子様だって自分を助け出したあとは、すぐに自分に飽あき飽あきしてしまうに違いないのだと。

　いつしか蜜は、達たつ観かんするようになる。

　自分はこの先もこんなふうに、起伏の少ない人生を送るのだろう。大きな喜びもなく、同時に深い悲しみもなく、世界の片隅で、世界とは関係ない存在として死んでいくのだろう。

　心を開いてくれる友人もいないから、自分を必要としてくれる存在がこの先現れるとも思えなかった。誰かに心を開いてもらうにはまず自分が心を開かなければならないというようなことを小学校の授業で教わったから、尚なお更さらそう思った。

　だって自分が心を開いても、その中身は空っぽだから。

　何もない空白を愛する人なんて、どこにもいやしない。容姿は目立っても、自分というもののない人間はすぐに埋没するのだ。身を以もつて、わかっている。

　それでも、大丈夫だと思った。

　自分はひとりでも生きていける。

　だって、空っぽなのだから。何もないということは、不足もないということだ。埋める隙すき間ますらも存在しないということだ。だから──大丈夫だ。

　小学校を卒業して中学に入学し、胸が膨ふくらみ始めて身体からだ付きは柔らかくなり、容姿にはますます磨みがきがかかっていたけれど、それだけ。

　心は綺き麗れいでもなければ醜みにくくもなく、空白。覗のぞき込む価値もない。ましてや触れ合う意味などもっとない──そう自己分析しながら、不安も焦しよう燥そうもなかった。

　自分は中身のないお人形なのだ。だから、別にいい、と。

　中学二年生になって、直なお川かわ君きみ子こに出会うまで──速はや見み蜜みつは、そう思っていた。




　切っ掛けはクラス替えの時。

　出席番号順に席を配置された四月最初の朝に、君子は蜜の前にいた。

　出会いを見ればとても凡ぼん庸ようなものだ。クラス替え直後の教室では、誰だれもが最初に隣となりか前後の席の人間と話をする。蜜の場合に限って言えば、容姿はかなり目立つから話し掛けられる率も高い。もっとも、すぐに飽あきられてしまうから、五月には元に戻ってしまうのだけれど。

　そしてこの年も例年と同じように、蜜は前の席の女の子に話し掛けられたのだ。

「ねー、去年、何組だったー？」

　ウェーブのかかった栗くり色いろの髪が印象的な、小柄な女子生徒だった。まだ幼さが残る顔立ちは小学生のようで、少し間延びしたような喋しやべり方がそれに拍車をかけていた。

　とは言え、蜜にそんなことは関係ない。誰にでもそうするように、普通に答えた。

「四組」とだけ。

　相手が何組だったのかを尋きき返すのが普通なのだろうが、そうはしない。ここで相手が饒じよう舌ぜつな人間ならばそれでも何か話し始めるし、そうでないなら黙だまり込む、それだけのことだ。

「そっかー。私、二組だったの」

　前者のようだ、と蜜は判断した。

「でもねー、二組からって、女子は私ひとりなの」

「……そう」

「だからちょっと寂さびしいんだー」あまり寂しくもなさそうに、彼女は笑う。

　蜜は、どう答えたらいいのかよくわからずに、再び「そう」と相あい槌づちを打った。

　いつものことだ。

　これを繰くり返す内に、相手は自分に飽きてしまう。テンプレート通りの返事しかしない人形と楽しく会話する人間などどこにもいはしないのだ。

　この娘こは何分保もつかな、とすら思った。

　感覚は麻ま痺ひしていた。もはやそれは経けい験けん則そくから来る条件反射的な思考停止に近い。

「ね、名前は何ていうのー？」

「速はや見み。速見蜜みつ」

「はやみさんかー。私はね、直なお川かわ君きみ子こ。よろしくねー？」

「うん、よろしく」

　それでも、会話は続く。他た愛あい無ない質問と、それに対する短い返答。

　聞く者が聞けば会話にすらなっていないと思っただろう。だけどそれは蜜にとっては会話のつもりではあった。彼女──直川君子にとってはどうなのだろう？

「じゃあさ、速見さんも、クラスに仲のいいひといないの？」

　君子は、延々と、律りち儀ぎにこちらへ話題を持ち掛けてくる。随ずい分ぶんとお喋しやべりな娘こなのだな、と、その時は思った。楽しいのだろうか。じきに楽しくなくなるに決まっているのに。

　もちろん、返事は短くても適当に聞き流している訳わけではない。ちゃんと蜜は相手のことを見ていたし、相手のことを考えてもいる。単にそれを口に出さないだけだ。受け取ったボールに勢いを付けて返せないだけ。それでも、いつも──やがて相手は疲れてしまって、もっと別の相手とキャッチボールするのが賢けん明めいだと判断する。

　仕方ない。自分にはボールの上う手まい投げ方なんてわからないのだから。

　だけど、直川君子は、チャイムが鳴って先生が来るまで蜜に話し掛け続けていた。




　何かおかしいと確かく信しんしたのは、三日ほど経たってからだ。

　まずは次の日。

「ねえねえ、お弁当一いつ緒しよに食べようー？」

　昼休みにそう誘さそわれ、断る理由もなく席をくっ付ける。誰だれかと一緒に昼食を摂とるのは、小学校時代、班にして食べざるを得なかった給食時代以来。約一年振りだった。

　それからその次の日。

「ね、速見さんは、部活とか入ってるのー？」

「入ってないよ」

「あ、私もー。じゃあさ、一緒に帰ろう？」

　なし崩くずし的に、途と中ちゆうまで同道することになった。君子の家は市の外れにある集合住宅地。蜜の家はその近く、丘の上にある建て売りの住宅街。どうやら去年仲のよかったクラスメイトは軒並み部活に入っており、いつもひとりで帰っていたから寂さびしかったのだという。

　更さらに、その次の日も。

「ねえ、速見さんは趣しゆ味みとかあるのー？」

「特にないわ」

「そっかあ。私ね、本読むのが好きなんだ。速見さんは読んだりする？」

「たまには」

「じゃ、図書室行かない？」

　君きみ子この父親はミステリ小説が好きで、幼い頃ころからその蔵ぞう書しよを読んでいたのだという。私はお兄にいちゃんみたいに頭よくないから沢たく山さん勉強しなくちゃいけないの、と、そう言った。そこで蜜みつは彼女に兄がいることを知った。が、それについてもやはり相あい槌づちを打っただけだった。

　けれど。

「速はや見みさんはどんな本が好き？」

「……メルヘン」

「あ、私そういうの読んだことないや。どういうのが面おも白しろい？　教えてよー」

　三日経たっても、直なお川かわ君子の態度はまったく変わる様よう子すがなく──。

　この娘こは何なんだろう、と蜜は思い始める。

　幾いくらお喋しやべりでお人ひと好よしでも、異様だった。そもそも自分は中身が空っぽの人形で、返ってくる言葉といえばイエスかノーか『わからない』か、もしくは単語ひとつふたつだけ。それなのに直川君子は飽あきもせず、何日経っても変わらぬ態度で接してきた。

　他ほかに友達がいなかったからという理由はあり得ない。何な故ぜなら彼女は既すでにクラスの中でも友達ができていて、休み時間は彼女たちとお喋りしていることも多かったのだから。

　でも──朝と、昼休みと、そして放ほう課か後ごには、新しくできた友人たちのところへは行かずに、決まって自分のところへ来る。

　憐あわれみにしては不合理だ。君子は、クラスの友人の輪わに蜜を引き入れる気はないようだったから。ただ義理にしてもおかしい。やけに快活な笑え顔がおで、心しん底そこ楽しそうに見えた。

　わからないな、と、蜜の頭には疑問符が浮かび続けていた。

　どうして自分みたいな空っぽの人間と、そうやって付き合えるのか。

　どうしてこんな、広がりのない会話をこうも続けられるのか。

　どうしてつまらないはずの自分との時間を、積せつ極きよく的てきに持とうとしているのか。

　わからないまま、一カ月が過ぎる。




　ゴールデンウィークが終わった頃、ついに我慢ができなくなって、蜜は尋たずねた。

　いつもの帰り道。いつの間にか『いつも』になりつつあった、ふたりでの帰宅途と中ちゆう。

「直川さん」それは、蜜にとっては、意を決した問い掛けだった。

「何ー？　蜜ちゃん」

　その頃には下の名前で自分のことを呼ぶようになっていた君子は、にこにこと笑いながら、無邪気にこっちを見た。この笑顔を失うことになるのだろうと微かすかに思ったが、後戻りはできない。どうせ失うのなら早い方がよくて、今でも遅過ぎるくらいなのだ。

　だから、言う。

「直川さんは、どうして私といつも一いつ緒しよにいるの？」

　君きみ子こはきょとんとした。

「え？　それ、どういう意味？」

「言葉通りの意味よ。私と一いつ緒しよにいて、楽しいの？」

　ふたりの足が──止まる。

　見詰めた君子の顔は、困っているふうだった。

　当たり前だ。こんな質問をしたら誰だれだって戸と惑まどうに決まっている。これで明日あしたからこの娘ことも疎そ遠えんになるのだろうな、そう考えながら、蜜みつは返事を待つ。

　しかし。

　耳に届いたのは、予想外の言葉だった。

「蜜ちゃん、私といるの……つまんなかった？」

「……え？」

「私と一緒にいると面おも白しろくないかな？」

　目を見開く。

　──それは、こちらの科白せりふだった。

　呆あつ気けにとられる蜜を他よ所そに、君子は悲しげな顔で首を傾かしげた。

「蜜ちゃん、退屈だった……？　ごめんね、私バカだから、そういうのよくわかんなくて」

　えへへ、と。それでも笑う。

「でもね、私は楽しいよ。蜜ちゃんと一緒にいると。蜜ちゃん、私の話、いつもちゃんと真ま面じ目めに聞いてくれるから、嬉うれしかった」

　照てれ隠かくしのような仕し草ぐさ。

　けれど蜜には──君子が泣いているように見えた。

　泣かしたのは、自分のせい。

　そんな君子の姿が、胸に突き刺さる。

　ずっと、自分は空っぽだと思っていた。だから誰かを楽しませることなどできる訳わけがないと信じていた。それなのにこの娘は、どうして私を慮おもんぱかっているのだろう？

　自分の気持ちを案じてくれる人間の存在など、今まで想像すらしていなかった。

　それなのに。

　それなのに、この娘は──。

　今まで経けい験けんしたことのなかった感情が生まれ、それが心しん臓ぞうから全身へ広がっていく。

「そんな……こと、ない」

　震ふるえる喉のどから、蜜は言葉を振り絞った。

　何も考えていなかった。ただ、自然に、

「私は、楽しい。直なお川かわさんと一緒にいると……楽しい」

　言葉が、口をついて出た。

「本当？」寂さびしげにこちらの顔色を窺うかがっていた君きみ子この顔が、明るくなっていく。

「よかった。つまんないからお友達でいるのやめよう、って言われるのかと思っちゃったよー。びっくりしたぁ」

「……ともだち……？」

　君子はたぶん、何気なく口にしたのだろう。

　しかし蜜みつにとってそれは、最後の一いち撃げきになった。

「……友達」反はん芻すうする。

　面と向かってそう言われたことなど、蜜は一度もなくて──だから。

　ともだち。

　なんて嬉うれしい響ひびきなんだろう、と思った。

　ともだち。

　そんな綺き麗れいな言葉があるなんて、生まれて初めて、知った。

　君子はもうさっきの遣やり取とりなど気にしたふうもなく、「何してんの？　帰ろうよー」と間延びした声で蜜を促す。その笑え顔がおを見て僅わずかに顔を綻ほころばせながら、思わず泣きそうになった。
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　自分みたいなつまらない人間と一いつ緒しよにいて楽しいと思う人間がいてくれる。

　それどころか、こっちが楽しいかどうかを気にしてくれさえする。

　こんないい娘こが、自分を友達と思ってくれているのだ。

「君きみ子こ」思い切って、下の名前で呼んでみた。

「なにー？」彼女は──蜜みつの友達は。

　それに驚おどろいたふうもなく、当たり前のように、返事をしてくれる。

「ありがとう」両親以外に初めて口にするお礼の言葉は、少し辿たど々たどしかった。

「え、何が？」

「わかんないならいいよ」照てれ隠かくしにそう答えながら、耳まで赤くなっているのがわかる。

　友達。

　この日、蜜は、君子のことをそうはっきりと認にん識しきし、そして。

　一生この娘こを大事にしていこうと、そう思った。

　自分は空っぽでつまらない人間だけど、だけどできるだけ努力しよう。少なくともこの娘の前では、そうしなければならない。だって──彼女は自分の友達なのだから。

　この娘が少しでも楽しいと思ってくれるように頑がん張ばろう。そう、決心した。




　今考えると、それはもう既すでに、歪ゆがんでいたのだ。

　蜜の持つどうしようもない空くう疎そさは疑いようのない事実で、それはこの時点で、異常と言っても差し支えのないものだった。何を言ってもテンプレートの返事しか返ってこない人間に友人などできる訳わけがない。言葉にも態度にも人格を汲くみ取れないような、プログラムされた人工知能でさえもう少しましな返事をするような、そんな人間と付き合って楽しいと思うような人間など、どこにもいるはずがない。

　いるとしたら、それは──人形と話をするのを喜ぶような、人形と話をしても楽しいと思えるような、頭のおかしい人間だけなのだ。

　たとえば。

　幼い頃ころから家族にまったく省かえりみられず、だから他者に相手をしてもらえるだけで満足してしまうような。愛情を注そそがれるべき人間から悪意ばかりを受け続けた結果、罵ば倒とうや暴ぼう力りよく以外のものにならなんでも幸せを感じるような──。

　空っぽの人格と友人関係を築きずけるのは、そんな、まともじゃない人間だけ。

　だからこれは、欠陥した人格同士の、歪いびつな関係だったのだと、そう思う。

　この時はまだ、そのことに気付かなかったけれど。




　　　　‡




　そして、それから約半年後。

　蜜の人生に二度目の変化が訪れる。

　大事な用事があるから今週の日にち曜よう日びは開あけておきなさい、と十月のある日、父に言われた。その日は丁度君きみ子こと一いつ緒しよに出掛ける用事があったから厭いやだと思ったが、それでも蜜みつはいつものようにわかったと頷うなずき、君子に悪いけれどと謝あやまった。

　気にしないでいいよー。そう、彼女は笑った。

　家族の用事は大事にしなくちゃダメだしね、と。

　そんなものかな、と蜜は思ったけれど、そうだね、と頷いておいた。彼女はとぼけたことをよく口にするけれど、間違ったことは決して言わなかったから。

　日にち曜よう日びになり、父は蜜を外へ連れ出した。

　母も来るというから、クローゼットの中から貰もらった服を引っ張り出し、着て行った。思春期に差し掛かった身としては少々恥はずかしい装飾華か美びなひらひらの服ではあったけれど、母はそれを期待しているだろうからまあいいや、と。

　父の運転する車に乗って辿たどり着いた先は、少しきらびやかなレストラン。

　お母さんと一緒に食事するのかな、と、蜜は口に出さずなんとなく考えていた。

　──中に入り、母以外に見知らぬ人間が三人ほど待ち構えているのを見るまでは。

　ひとりは、どこか気の弱そうな、痩やせっぽちの女の人。

　ひとりは、気の強そうな、背の高いスーツ姿の男性。

　そしてもうひとりは、蜜よりも幾いくつか年上の、視し線せんの鋭するどい少女。

「お父さんとお母さんは再婚することになった」

　席に着くと、父が怖おず怖おずと、そう切り出した。

　突然の出来事に意味がよくわからず、蜜は頷くことも忘れた。

　父が、ゆっくりと説明する。

　再婚、といっても、復ふく縁えんする訳わけではなくてそれぞれ別々の相手とするということ。

　偶然にもそれぞれの相手は、かつて結婚していた者同士だった──つまり、既すでに別れた二組の夫婦が、かつてのお互いの相手を交換する形になる──ということ。

　新しい母の血筋はどうやら市内でもけっこうな古い家らしく、その関係もあって、父と蜜はその女性の籍せきに入ることになるということ。

　ただしそれは籍をそうするだけで、別に引っ越しをする訳ではないということ。

　黙だまったまま、蜜は頭の中で状況を整せい理りする。

　とにかく、引っ越しはしない、というにのは安心した。もし引っ越すようなことがあれば君子と別れなければならないところだったからだ。ただ、名みよう字じが変わったり、母が目の前のスーツの人と結婚する件には、そうなのか、とだけ思った。

　驚おどろいたのは、不ふ思し議ぎなほど何の感かん慨がいも涌わかない自分にだった。

　元々、両親が離り婚こんした時にも悲しいとは思わなかったが、それは単に母と普ふ段だんからあまり顔を合わせていなかったからだ。しかし今度は、見知らぬ人が家に来て、生活が変わる。

　それなのに蜜にはどんな感情も浮かばない。

　空っぽだと思っていたがここまで空っぽなのか、と自分に呆あきれた。

　家族の用事は大事にしなくちゃダメ、という君きみ子この言葉を守れない申もうし訳わけなさの方が上だ。

　父の結婚相手である女性は、舞まい鶴づる智とも代よと名乗った。つまりこれから、自分は速はや見み蜜みつではなく舞鶴蜜という名前になるらしい。今までの名前は『み』がふたつ連なっていたから自己紹介する時に言いい難にくかったのでまあいいかと思う。でも、画かく数すうが多くなるから書くのは面めん倒どうかもしれない。トータルで少し損をしたのだろうか。

「このこと、お前は許してくれるか」

　父がそう言ったので、はい、と頷うなずいた。

　スーツ姿の男の人は、速見宗そう吾ごというらしい。同じ名みよう字じだったのは本当に偶然で、それには少し驚おどろいた。また元の名前に戻っちゃった、と母が冗じよう談だんめかして、それでも照れたように笑う。そんな顔を見るのは初めてだった。新しい夫になる人のことが好きなのかもしれない。

　だったら、いいか。蜜はそう結けつ論ろん付ける。

　と──。

「ねえ、あんた」

　不意に、蜜の目の前に座った少女が、ぶっきらぼうに口を開いた。

　さっき紹介された。確たしか、名前は殊こと子こ。新しい母の実の娘。戸こ籍せき上じようは違うけど義理の姉妹として仲良くして欲しい、と言われた。蜜は頷いたが、彼女は不ふ機き嫌げんそうに押おし黙だまったままで、ふたりが困った顔をしていたのを覚えている。

「はい」その視し線せんが自分に向けられていたので、蜜は返事をした。

　ワイルドな感じにカットした猫っ毛。目付きは鋭するどく、顎あごも尖とがっていて、気が強そうに見える。眉み間けんに皺しわを寄せ苛いら立だたしげな顔をしていたから、尚なお更さらだった。

　彼女は、吐き捨てるようにして言った。

「あんたさ、この茶番、どう思ってるの？」

　瞬しゆん間かん、場の空気が凍こおり付いた。

　全員が息を呑のむ。

「殊子！」彼女の父親が、すぐに短く叱しつ咤たした。が、彼女は意に介したふうもない。

「ホントのこと言っただけだ。茶ちや番ばんだよ。今時夫婦交換スワツピング？　バカじゃないのか」

　スワッピング、という言葉の意味が蜜にはわからなかったが、両親たちの様よう子すを見るにあまりいい言葉ではないらしい。いきり立った殊子の父が、再度娘に短く叫ぶ。

「口を慎つつしめ！」

「慎むのはどっちだ？　私はこれから、この知らない人と暮らすことになるんだろ？　母さんと別れてから今まで放っておいて、いきなりそれ？　茶番だよ。そもそも……どうせあんた、日本には殆ほとんどいないんだ。この結婚が上う手まくいくとはとても思えないね」

「お前……！」彼女の父親が立ち上がり、片腕を振り上げる。それを蜜の母が止めた。

「宗そう吾ごさん、落ち着いて」

「はん、都つ合ごうが悪くなったら殴る、か。あんたにはあまり育てられた覚えはないけど、まさかそういう教育方針とは知らなかった」

　どうやらこの人は再婚が気に入らないらしい。そうでなかったら元々こういう人格なのだろう。どちらにせよ、こうやって素直に怒ったりできるのは少し羨うらやましいかもしれない。

「で、あんたさ」

　場が緊きん張ちようしているのにもまったく構わず、彼女は再び蜜みつを睨にらみ付けた。

　口くち許もとに皮肉げな笑えみを浮かべ、言う。

「義理の妹になるのかな？　まあ私は全然そうは思えないけど……とにかく、あんたはさ、これ、どう思ってんのさ。反対とかはしないの？」

　その言葉に、少しだけ戸と惑まどいはした。

　しかし──少しだけだった。

　いつものように、蜜は答える。

「はい」

「じゃあ、賛成なんだ」

「いえ」

　殊こと子こは眉まゆをひそめた。

「……何それ。いったいどっちなの？」

「ですから、どちらでもありません」

　嘘うそを吐つくのは申もうし訳わけない気がして、だから本心を言った。

　そう、興きよう味みがない。

　どちらにせよ蜜の生活はそれほど変わらない。これから新しい母親は、蜜と親子になろうと努力するかもしれない。或あるいは逆に、蜜のことを疎うとましく思うかもしれない。しかしどっちだったとしても──彼女はその内、蜜が空っぽの人間だということに気付くだろう。そうなればきっと興味を失なくす。だから、何も変わらない。

　尚なおも問われる。

「戸惑ってるってこと？」

「いえ」戸惑ってはいない。もう、受け入れた。

　その返事を聞き──殊子は一いつ瞬しゆんだけ蜜を、まるで殺すような表情で睨み付けたあと、目を閉じて静かに冷笑を浮かべ、そうか、と呟つぶやいた。

「なるほどね。あんたはつまり、そういう奴やつなんだ」

　そして立ち上がり、

「殊子……どこへ行く気だ」

「帰る」父親の問いに短く吐き捨てる。

「お前、何を勝手なことを！」

「もういいよ。新しい母親は知らない人で、私はこれからその人と暮らす羽は目めになった。そして母さんの新しい娘は、自分の意志を持たないお人形さん。それがわかっただけで充分」

「に、……！」殊こと子この父が絶句した。人形、という言葉に驚おどろいたのだろう。

　それでも遠えん慮りよしたふうもなく、殊子は蜜みつを親指で指差した。

「だってそうだろう？　お人形みたいな服着て、その上で自分の意志ってもんがない。……別に間違ったことは言っちゃいないよ。じゃあね。私はタクシーででも帰る」

　まさに言いたい放題。殊子はそのまま踵きびすを返し、レストランから出て行ってしまった。

　後に残ったのは気まずい沈ちん黙もく。

　席を立って追い掛けるものはいない。

　ややあって彼女の父が、すみません、と謝あやまった。年とし頃ごろですし仕方ないですよ、と蜜の父がそれに応こたえる。そんな社交辞令に満ちた遣やり取とりを眺めながら、蜜は少しだけ可お笑かしくなった。

　彼らにではない。殊子という人に対してだ。

　昔から、つまらない子と言われたことはあるけど、あそこまであからさまに嫌けん悪お感かんを示されたことはなかった。人から好かれない代わりに嫌われもしない、空気のような存在だった。

　それなのにあの人は、そんな自分を睨にらみ付け、嗤わらった。それが新しん鮮せんだった。

　空っぽの自分でも嫌われることがあるということに、蜜は驚く。

　いや、違う。あの人はたぶん、空っぽが嫌いなのだ。

　きっと自分自身の中に、大事な何かを持っているのだろう。そして大事なものを持っていることそれ自体を誇りにするような、そんな人なのだ。

　でも、だからと言ってそれは自分には関係ない。

　ただ、人から嫌われるのはあまり気分のいいことではないのだな、と。

　そんな当たり前のことだけを、蜜は思った。




「えー、そうなんだー」

　次の日、学校。

　じきに名みよう字じが変わるということを君きみ子こに伝えると、彼女は、蜜よりも遥はるかに驚いた。

「でも、いろいろ大変だねー、蜜ちゃん」

「そうでもないよ」

　えーそんなことないよ、と、心配そうな顔をする君子へ、蜜は曖あい昧まいに笑う。

「そんなに変わらない」

「変わらなくはないよー。だって、家族が増えるんでしょ？」

「……まあ、そうだけど」

　昨日きのう会った限りでは、彼女に大きな印象はない。ただ、父と同じように気が弱く引っ込み思案だというのは態度を見ていてわかった。蜜みつの顔色を窺うかがってはいたが、だけど話し掛けたりはしてこない、そんな人だ。彼女が家に来ても会話は増えないだろう。

　ただひとつ変わったことと言えば──実の母からの贈おくり物ものが、たぶん近い内に届かなくなるだろうということくらい。再び家庭を持つのだから、いつまでも古い娘には構っていられないはずだ。しかも新しい娘は、とても厄やつ介かいそうだったし。

「なんか蜜ちゃん、楽しそうだねー」

　そんなことを考えていると、不意に君きみ子こが言った。

　楽しそう──だったのだろうか？

　よくわからない。もしそうなら、殊こと子このことを考えていたからだろう。

　一晩経たって、あの人は面おも白しろいと、そう思うようになっていた。

　嫌けん悪お感かんや不快感などのマイナスの感情を、あそこまではっきりと表に出す人は新しん鮮せんだった。しかもそれは他ひ人と事ごとではなく、自分に向けられているのだ。

　あまりいい気分はしなかったが、それでも面白い。

「新しいお母さん、いい人なの？」

　君子はどうやら誤解したようで、そんなことを尋きいてくる。

「え？」

「仲良くなれるといいねー」

「……うん」どっちでもよかったが、そう応こたえておいた。

　ここ半年の付き合いでわかったことがある。

　君子は、家族の絆きずなみたいなものを、とても大事に考えているらしいのだ。

　特に兄のことは、時折、話題にも出す。お兄にいちゃんは私なんかと違ってとても優ゆう秀しゆうで頭もよくて、と、まるで我わがことのように嬉うれしそうに話していた。兄弟も姉妹もいない蜜にはよくわからなかったが、仲のいい兄妹というのはそういうものなのだろう。

　こっちは、新しい姉とはそうなれそうもないが。

「家族は仲がいいのが一番なんだよー」

「そうだね」

　相あい槌づちを打ちながら、君子は幸せなのかな、と思う。

　幸せとか不幸せとか、あまり考えたことはなかった。元々が空っぽの人間にはそんな概がい念ねんなどない。だけど、今の自分は君子と一いつ緒しよにいると楽しくて、こういうのが幸せなのかな、と感じる。彼女が家族と一緒にいる時、同じ気分になっているのなら、それはとてもいいことだ。

「君子の家、遊びに行ってみたいな」

　思わず、言った。

　何かを提案するのは珍しかったので、自分でも少し意外だった。別に羨うらやましかったからではない。君子が家族と楽しそうにしているのを見てみたかったのだ。

「うーん……いいけど、うち、かなり狭いよ？」

　君きみ子こは少し考え込むと、ちょっとだけ困ったふうに言う。

「一軒家じゃないし、何もないし」

「そっか」君子の困っていることはしたくない。諦あきらめようとした。すると、

「じゃあさ、蜜みつちゃんの家はどうかな？」

　少し意地悪い微ほほ笑えみを浮かべ、君子がそう提案してきた。

「え……」私の──家？

「うちに来るんなら、蜜ちゃんの家にも呼んでよ。交換条件だよー」

「何もないけど……」

「それを言うなら、うちだって何もないよー」

　どうやらお互い様らしい。蜜は微笑み、君子は声をあげて笑った。

　でも、まあいいや、そう思う。

　何もなくても、一いつ緒しよにいるだけで楽しいのだから。

「じゃ、そうしようか」

「うんー。やたー！　お宅訪問だ！」

　君子ははしゃぎ回り、約束、と小指を差し出す。蜜は自分の小指を絡からめ、指切りした。

　その後話し合い、決行は来週の土ど曜よう日びに決まる。

　友達を家に呼ぶのは初めてで、心しん臓ぞうがどきどきと跳はねた。




　で、待ち望んでいた日はあっという間にやってくる。

「うわあ！　すごいー」

　玄関から招き入れた君子の第一声は、そんな喚かん声せいだった。

　大おお袈げ裟さだ、と少し苦笑した。

　蜜の家はごくごく普通の建て売り住宅で、ローンだってあと二十年以上残っている。

「広いねー！」ただ、やはりアパート暮らしの君子にとっては普通ではないのだろう。

「そんなにたいしたことないよ」

「ううんー。二階があるなんて凄すごいよー」

　玄関を見渡してしきりに感心する君子を促して、自分の部屋へと招き入れる。小さな本棚がひとつとベッド、それに机しかない六ろく畳じよう間まだ。そこでもやはり君子は凄い凄いと楽しそうにしていた。照れくさくなると同時に、喜んでくれてよかったと思う。

　何もない部屋だから、がっかりされやしないかと実は心配だったのだ。

　考えてみれば、部屋に親以外の人間が入るのは初めてかもしれない。そう思うと、変じゃないかなと少し気になった。でも君子は、あちこち見渡して感心してばかりいる。

　部屋の観かん察さつがひとしきり終わった後、ふたりして床ゆかに座った。

「そう言えば、お父さんは？」

「今日きようはいないよ。新しいお母さんのところに行ってる」

　返事をして、あの人を、新しい『お母さん』と呼ぶことにさして抵抗がない自分に気付いた。こういう時、普通なら時間がかかるものなのだろうか。よくわからない。

　そんな微かすかな困こん惑わくは気付かれなかったらしい。そっか、と君きみ子こは言い、

「家が広いと、掃除も大変なんじゃない？」

「掃除は、離り婚こんする前からお父さんがしてた」公務員で定時に帰る父に比べて、母は帰宅が遅い上に不規則だった。掃除と言わず家事全般は昔から父の仕事だ。

「へえー。凄すごいね、蜜みつちゃんのお父さん」

「そうかな」他ほかの家のことをよく知らないから、今まで考えたこともなかった。

「でもさ……」と、天てん井じようを眺めたりしていた君子が、不意に蜜の方を見詰める。

「こんな広い家にふたりだと、寂さびしかったでしょ？」

「……え」それは考えたことがなかった。

「よかったねー、ひとり増えて。これで少しは寂しくなくなるよー」

「そうかな」

「そうだよー」

　寂しいとか悲しいとか、そういう感覚を持ったことがない蜜にとって、その意見はあまりぴんと来なかった。でも、君子がいうなら間違いないのだろう。

　ただ──今は、この部屋に自分じゃない人もいて、それは確たしかに楽しくて。

　だったら、君子が帰ったあとは寂しくなるのだろうか。

　想像すると少し悲しくなったので、蜜は立ち上がった。

「そうだ」

　娯楽らしい娯楽のない部屋で申もうし訳わけないと思っていたけれど、唯ゆい一いつの娯楽があった。

　君子を手招きし、部屋の隅、クローゼットの前へと呼び寄せる。

「面おも白しろいもの、あったよ」喜んでくれるだろうか、と、蜜は扉とびらを開けた。

「……わあ……！」

　君子が、感嘆の声をあげる。

　中に入っているのは──母が贈おくってきた、色とりどりの洋服たちだ。

「凄い……沢たく山さんあるー」

「お母さんが、あ、家を出て行った方のお母さんがくれるの」

　外出するには不釣り合いで、だから滅めつ多たに着ない。

　今着ているものは、貰もらったものの中でも比較的シンプルなワンピースだが、それでも同年代の子の普通の服装と比べると、やや装飾過多できらびやかだ。

「へえー……蜜ちゃん、いつも可愛かわいい服着てるもんねー」

　感心しながら、君きみ子こはクローゼットの中をしげしげと見詰めている。

　だから蜜みつは、言った。

「どれか、着てみる？」

「え？　……ええっ!?」

　君子は蜜よりも頭半分ほど小さい。何年か前の、蜜にとってはもう小さくなってしまったものならば君子にぴったりだろう。

「きっと似合うよ」ふわふわとした栗くり色いろの髪で可愛かわいらしい君子。

　そんな彼女がこの中の服を着たらどうなるか見てみたかった。

「あ、でも……私……」戸と惑まどった様よう子すで、君子はちょっと狼狽うろたえている。

「いいの。どうせ私、殆ほとんど着ないから」

　それでも渋る君子に、蜜は更さらに勧めた。

　休みの日、ひとりでいる時にしか着たことのない服だ。他ほかの人に着てもらった方がいい。そんな感じに、必死になって熱ねつ弁べんする。珍しいことだった。文字にすれば原稿用紙一枚も埋まらないだろうけれど、蜜にとってはこんなに長いこと喋しやべったのは初めてだ。

　着てみれば、きっと喜んでくれると、そう信じていたから。

　一分ほどの説得の後、君子は観かん念ねんしたように頷うなずく。

「うーん……それじゃあ、着てみよっかなー……」

「本当？　どれがいい？」

「うん、じゃあねー……」

　渋っていた割にはけっこう熱心に、じっとクローゼットの中を覗のぞき込む君子。しばらくして選えらんだのは、白い長なが袖そでのワンピースだった。ハイネックの襟えり首くび、袖、スカートの裾すそに細かな刺し繍しゆうがしてあるもの。小学校五年生の時にもらったものだから、たぶんサイズも合うだろう。

「はい」ハンガーから引っ張り出すと、蜜は君子に服を渡した。

「うん。あ……じゃあさー、着替えるから、ちょっと出てて」

「え？」何気なく言われたことだが、蜜は反射的に首を傾かしげた。

「なんで？」

「だってー、これだと全部脱がなきゃいけないし」

　君子は顔を赤らめ、舌を出して笑う。

　体育の時はいつも目の前で着替えているのに、恥はずかしいのだろうか。でも、体育の時はどんなに脱いでもＴシャツ一枚くらいにしかならないし、スカートの下でジャージを穿はくから下着まで見せる訳わけではない。すぐに納なつ得とくすると、わかったと答えて扉とびらを開けた。

「じゃあその間に、ジュース持ってくる」

「え、いいの？」

「家にある奴やつだから」

「そっか。じゃあ、ごちそうになりますー！」

　演技するように深々と頭を下げる君きみ子こに笑って、蜜みつは廊下へ出た。

　階下へ行き、冷れい蔵ぞう庫こからオレンジジュースを出してコップに注そそぐ。

　それにしても──ちょっと強引だったかと不安だったが、喜んでくれたようでよかった。

　戸棚の中を漁あさり、ポテトチップスを取り出した。この日のために買っておいたものだ。それとコップをお盆に載のせて、蜜は台所から自分の部屋へと引き返す。

　三分くらい経たっているから、もう着替え終わっているだろう。

　軽い気持ちで、蜜はノックせずに、お盆を床ゆかに置いてからドアを開ける。

　それが──決定的な失敗だということには、気付かずに。

「持ってき……」

　扉とびらを開きながらの言葉は、途と中ちゆうで止まる。君子はまだ、着替え終わってはいなかった。

　扉を開いた先。下着姿の君子が、ワンピースを矯ためつ眇すがめつしていたのだ。

「あ」

「あ」互いが、頓とん狂きような声をあげる。

　ごめんね、と蜜は言おうとした。謝あやまって、それからドアを閉めようとした。

　だけど、蜜の視し線せんは、違和感を覚える。

　その違和感に動作が固まった。




「……え？」予想外の光景に──息を、呑のむ。




　君子の、ブラジャーで覆おおわれた胸。その下からズボンの腰回りに至るまでの、お腹なかの部分。

　そのあちこちに、傷きず痕あとがあったのだ。

　まるで火傷やけどのように肌が捩よじれているもの。

　強く打ったように黒じみになっているもの。

　内出血が充分に治っていなくて、痣あざになっているもの。

　それらが幾いくつも幾つも、まるで斑はん点てんのように、君子の腹部に散らかっていた。

　誰だれが見ても、思わずぞっとしてしまうほど、その傷痕は多く、そして──生なま々なましい。

　一いつ瞬しゆんの硬直。

「あ、の……その」思わず蜜の口から、戸と惑まどいの声が洩もれると同時。

　君子が顔色を変え、持っていたワンピースで反射的に、自分の身体からだを覆おおい隠かくす。

　蜜は何も言わず、咄とつ嗟さにドアを閉めた。見てはいけないものを見てしまったような気がした。心しん臓ぞうがこれ以上ないくらいに跳はねていた。訳わけがわからない。

　あれはいったい何だったのだろう。アトピーやはしかの痕とか、そんなものではない気がした。君子は確たしか喘ぜん息そく持ちということでプールの授業は欠席していたが、喘息であんなことになるのだろうか。たぶん、いや、確かく実じつに──ならない。

　壁かべに背を預け座り込みながら、蜜みつは混乱する頭を振った。

　意味がわからなかった。見てはいけないものを見てしまったような気がする。君きみ子こに対して大きな罪悪感があった。どうすればいいのかもわからない。

　そして、永遠に思える沈ちん黙もくのあと。

「……もう、いいよー」

　部屋の中から、少し緊きん張ちようした声で、蜜は呼び掛けられる。

「うん」まだ足は震ふるえていたけれど、それでも立ち上がった。

　あまり気にしてはいけないという思いと、いったい何な故ぜあんなことになっているのか知りたいという思いとが混在していたけれど、それでも。

　ドアを開ける。

「えへへ、どうかな？」

　そこにはワンピースを着た君子が、はにかんでいた。

「あの、君子……」

「どう、蜜ちゃん？　似合わないかなー？」

　蜜の問い掛けを途と中ちゆうで遮るようにして、君子は笑う。

　その笑え顔がおはどこか無理をしているようだった。

　蜜は戸と惑まどう。何を言っていいのかわからない。けれど。

「やっぱり……似合わない？」

　無理にしゅんとしたような──そんな君子の顔に、尋きいて欲しくないのだ、と悟る。

　そうだ。

　やはりあれは、アトピーか水みず疱ぼう瘡そうか、そういったものの痕あとか何かなのだろう。だったら、見られたくないものを見てしまった自分が悪いし、何より根掘り葉掘り訊きくのなんてもっての他ほかだ。それに君子が、たぶん自分よりも驚おどろいてショックを受けたはずの君子が──こうして無理をしているのだから、それを無む駄だにする訳わけにはいかない。

「似合うよ」蜜は笑った。

　上う手まく笑えたかどうかわからないけれど、それでも笑った。

「私なんかより似合ってる。可愛かわいい」

　それにこれは、本心でもあった。

　蜜が着るのとは全然違う。今の君子はまるで、御お伽とぎ話ばなしに出てくる妖よう精せいのようだった。

　春を告つげに来る、小さな妖精。小さなステッキでも持たせたら、もっとさまになるだろう。

「やっぱり私の思った通りだ」

　今度は、自然に笑えた。

「ホント？　お世辞でも嬉うれしいなー」

「お世辞じゃないよ」

　じゃあ今度は蜜みつちゃんが何か着てみせてよ、と君きみ子こが言う。私はいいよ、と蜜は首を振る。

「えーいいじゃん。着てみせてよー」

「だって、恥はずかしいし」

「もうー。私には着替えさせたくせにー」

　会話はまだ少しぎこちないように思えたけれど、それも時間とともに薄うすれてくれるだろうと思った。大丈夫だ。見なかったことにはできないけれど、気にしないことはできる。

　君子はその服装のまま、結局蜜は着替えることになった。どこにも着て行けないような、スカートが三段重ねになったツーピースだ。着替え終わるとふたり、どこか別の世界の住人みたいになる。君子は凄すごい凄いと褒ほめてくれ、だけどその後、あまりの異世界ぶりにふたりして笑い、せっかくだからとそのままの格かつ好こうでオレンジジュースを飲み、お菓子を食べた。

　そして、その頃ころにはもう、気まずい雰囲気はすっかり消え──コップに入ったジュースとお菓子も、洒落しやれたティーパーティーのように思えるほど、回復していた。




　ただ。

　君子の話に相あい槌づちを打ちながら、蜜は考える。

　もしも彼女のあの傷きず痕あとが、病気とかではなく、誰だれかによって付けられたものなら。

　もちろん、君子はクラスで虐いじめられてなどいない。塾じゆくに行ってもいないし、帰りはいつも一いつ緒しよで、仮に何かあったとしたらすぐにわかるから、あり得ない。だとすると或あるいは過去のものかもしれないが、とにかく──万が一、そういう事態が起きたとしたら。

　絶対に、彼女を守ってあげよう。

　傷のことだけではない。

　もしもこの先、誰かが君子を傷付けるようなことがあったとしたら。

　こんな優やさしい子に危害を加えるような奴やつがいたとしたら。

　自分がそれを止める。絶対に、止める。

　目の前にある笑え顔がおと一緒に顔を綻ほころばせながら、蜜は心の裡うちでそう固く誓った。




　　　　‡




　年が明け、それまで毎週一度家に来るだけだった新しい母親が本格的に引っ越してきた。同時に父母が結婚届を役所へ提出したことで、速はや見み蜜は舞まい鶴づる蜜という名前になった。

　特に感かん慨がいはなかったけれど、年度明けではなくてよかったなと蜜は思う。四月だったら自じ己こ紹介の時に詰まってしまいそうだったからだ。

　結局のところ、蜜にとって親の再婚は、その程度の意味しか持たなかった。

　ただ、ひとつだけ楽しみなことはあって、それが今日きよう、これから始まる。

　速はや見み家けと舞まい鶴づる家けが一堂に会する、二度目の食事会。

　目的は、あの人だ。

　父も新しい母も、母も彼女の新しい夫もどうでもよかった。ただ蜜みつは、三カ月前に一度だけ会ったきりの、義理の姉になる速見殊こと子こという人と、もう一度会ってみたいと思っていたのだ。それは楽しみと言っても歪いびつな感情なのかもしれない。何な故ぜなら──殊子に会いたい理由は、彼女が自分のことを嫌っているから、という一点のみであったから。

　会場へは舞鶴家が先に着いた。父も母も正装をしている。蜜は、十月に君子が遊びに来た時に着た豪ごう奢しやなブラウスと三段重ねのスカートで臨のぞんだ。家にある中で、一番人形らしい服。彼女がこれを見たらどう思うだろう？　自分のことをもっと嫌うだろうか。それとも呆あきれるだろうか。興きよう味みを失なくすのならそれでも別によかった。

　予約していた席に通され、速見家の到着を待つ。五分ほど経たって、彼らが現れた。

　まずは、ぱりっとしたスーツ姿の、殊子の父。

　それからこちらはドレスを纏まとった、前の母。そして。

　蜜は思わず、テーブルの下で拳こぶしを握にぎり締しめる。

　すらりとした長身にパンツルックの少女が、ゆっくりと部屋へ入ってきた。

　ちょっと癖くせのある猫っ毛も、鋭するどい目付きも、前に見た時と同じだった。

　ただひとつ。前回はかけていなかったノンフレームの眼鏡めがねをかけている。前はコンタクトだったのか、それとも視力が落ちたのかはわからない。

　父が、母が、立ち上がって挨あい拶さつを交かわす。蜜もそれに倣ならう。

　殊子はどうするだろう。不ふ機き嫌げんな顔でそっぽを向くだろうか。それとも、茶ちや番ばんだと吐き捨てて帰ってしまうだろうか。できるのならば、自分に嫌悪感を向けてくれたらいいのだけど。

　そんなことを考えながら、緩ゆるみそうになる頬ほおを引き締めた。

　だけど──。

　驚おどろいたことに、殊子は、

「ご無ぶ沙さ汰たしています」

　丁てい寧ねいに頭を下げ、蜜の父に向かって、そう挨拶をした。

「母さんも。ちゃんと家事してる？」

　問い掛けられた義は母はもまた、思ってもみなかっただろう言葉に絶句している。

　蜜も同じだった。殊子は微かすかに笑え顔がおまで浮かべている。

　殊子の父が満足そうに笑った。

「さあ、始めましょうか」

　呆あつ気けにとられる蜜たちを無視して、殊子は頷うなずくと、丁寧な仕し草ぐさで席に着く。

　その様よう子すはまるで別人のようで──蜜は違和感を覚えつつ、少しだけ残念な気分になった。




　会食が始まって一時間ほど経たち、もう料理も終わってあとは歓かん談だんという雰囲気になったのを見計らって、蜜みつは席を立ってトイレへと向かった。

　決して値段の安くないであろうレストランはトイレも広くて綺き麗れいで、洗面所の鏡かがみもやたらと大きい。目の前に映った自分の顔を見詰め、前髪を弄いじって直しながら、一時間でますます加速してしまった違和感について首を傾かしげる。

　殊こと子このことだ。

　彼女の印象は、前回のそれとどんどん噛かみ合わなくなっている。

　あの反抗的だった態度を微み塵じんも見せず、余裕すら備えたように大人おとなたちと和なごやかな会話をしていた。ふた組の両親を祝福しつつ、褒ほめられれば自身を謙けん遜そんし、お返しとして大人たちに世辞を言い、時折冗じよう談だんまで発する。蜜に対しても同様で、決して過剰に踏み入ろうとはしなかったがそれでも気を遣つかっている様よう子すがありありと見て取れた。

　まるで、たった数カ月の間に、大人になってしまったようだった。

　心を入れ替えたのだろうか。

　だったらどうしてだろう。そうだとしたら、何が切っ掛けなのか。

　或あるいは、この前の態度こそがフェイクで、今の彼女こそが本当の殊子なのではないかとすら思えてくる。でもそうだとすると、前回の刺とげ々とげしい態度の理由がわからない。

　いつものように、どうでもいいとは思えなかった。

　あの、刺すような視し線せんと嫌けん悪おの表情は、蜜が生まれて初めて受けたものだった。それが理由もなく失うせてしまったのを、ああそうですかと諦あきらめることができない。

　本人に直接確たしかめようかと一いつ瞬しゆんだけ思ったが、どう切り出せばいいのかわからない。

　センサー式の蛇じや口ぐちの下に両手をかざし水を撫なでながら、蜜は小さな溜ため息いきを吐つく。

「どうした？　アンニュイになっちゃってるのかな？」

　その溜息に、突然、背はい後ごから反応があった。

「え」顔を上げると。

　鏡越しにいつの間にか思案している原因が立っていた。

　殊子だ。

　白い光こう沢たくを持った壁かべに背を預け、人なつこそうな微ほほ笑えみでこっちを見ている。

「それとも疲れちゃった？」

「いえ……」戸と惑まどいつつも、蜜は返事をし、洗っていた両手を洗面台から離はなす。
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　俯うつむいていたとは言え、入ってきたのに気付かなかった。別に自分は気け配はいを察知するのが上う手まい訳わけでもなんでもないが──そのことに少しだけ気味悪いものを覚える。

「ま、あんたもいろいろと大変だろうから、気疲れするかもしれないけどさ。……せっかくなんで付き合ってやってよ。幸せになるのに越したことはないだろ？」

「……はい」

　どうしてそんな心変わりをしたのか、尋きいてみようかという考えが脳のう裏りをよぎった。

　だけど、口には出せなかった。ハンカチで手を拭ふきながら、蜜みつは視し線せんを落とす。さっきから鏡かがみを介してこっちを見詰めている彼女から眼を逸そらすために。

　と、蜜の心を読んだかのように、殊こと子こが言った。

「そんなに警けい戒かいしないでいいよ。取って喰くう訳わけじゃないし」

「いえ、別に……」

「それともさ、やっぱりびっくりしてるかな？」

「……え」

　その言葉に蜜は、反射的に──再び顔を上げざるを得なかった。

「まぁ、私も自分自身でまだ慣なれないんだけどさ」

　間違いない。

　彼女は、蜜が疑問に思っているのを見抜いて、わざわざここまで追ってきたのだ。

　ひょっとして本当に心を読んでいるのではないか。本格的に背筋が寒くなる。

「……演技、なんですか？」

　蜜は観かん念ねんした。思い切って尋いてみよう、と。

「どうだろうね。演技とも言えるし、そうじゃないとも言えるんだけど」

　蜜みつの背はい後ごにいる殊こと子こは笑え顔がおのまま、微かすかに眼鏡めがねの奥の目を伏せる。

「まぁ、言ってみれば、どうでもよくなったんだろうね」

「どうでも……よくなった……？」

　当を得ない回答に、蜜は鸚鵡おうむ返がえしに呟つぶやいた。

　殊子は視し線せんを戻す。鏡かがみ越ごしに視線が交差する。

　そして。

「そ。あの人たちの人生に私が介入しても、口を出してもどうしようもないじゃない？」

　殊子は、そう言った。

　その言葉と同時。

　蜜の背筋に──今まで以上の不快感が襲おそってくる。

　思わず目を見開いた。何だろうと思う。だけど原因がわからない。

　ただ。

　鏡の向こうに見える、殊子の眼鏡の奥の瞳ひとみ。その眼光が、どうしようもなく恐こわい。

　そうだ。まるでこれは──猫科の猛もう獣じゆうが、獲え物もので遊んでいる時のような、そんな視線だ。

　殺すでもなく喰くらうでもなく、かといってさして興きよう味みもなく、ただ相手が死ぬのを待っているような。自分で手を下しておきながら、傍ぼう観かんしているような、そんな。

　蜜は直感した。

「あなたは……」意志に反して口が開く。

　言わずには、いられなかった。

「あなたは、何も変わってない」

　前回会った殊子と、今の殊子。

　その違いはどこにあるだろう。どこにもない。

　三カ月前の、近付くモノを警けい戒かいし、誰だれも信用していないかのような眼。それはあたかも、手負いの猛獣のようだった。だけど今は──それらを手中に収め、支配下に置き、余裕に満ちた顔ですべてを傍観している。それだけだ。

　仮に違いがあるとすればそれは、手負いか否か。

　手負いの頃ころには敵だと思っていたすべてが獲物でしかないとわかった時の変へん貌ぼう。

　それは変化した訳わけではない。ただ、気付いただけだ。

　蜜は、振り返った。これ以上殊子に背後を見せているのに耐えられなかった。感情的なものではない。空っぽの蜜はそんなものとうに摩ま耗もうしている。

　ただ本能が──人間としての本能が、危険を感じた。

「……へえ」感心したように、殊子が腕組みを解いた。

「面おも白しろいね、あんた」

　表情には相変わらず邪気がなく、敵意や悪意すらどこにもない。それどころか、好意じみた笑え顔がおさえ浮かべている。だけど蜜みつは、それを恐こわいと思った。

　当たり前だ。猛もう獣じゆうにとって、獲え物ものは憎むものではない。狩るものなのだ。狩りの楽しみを与えてくれる存在に舌した舐なめずりをすることはあっても、嫌うことなどあり得ない。

「……面おも白しろい、ですか」

　震ふるえる喉のどを抑えて、蜜はやっとのことでそう言った。

「うん、面白い。最初に会った時には気付かなかった。あんた……感かんじ易やすいんだ」

　感じ易い？　それはどういうことだろう。

「相手の感情を読むのが上う手まいってことだよ。いや、感情っていうより、他ひ人との本質を理解するのが相当に早い。ずっと周囲を観かん察さつして生きてきた、お人形故ゆえの特技かもね」

　人形のように生きてきた、空っぽの自分。

　人形であるが故に、自じ我がが欠如しているが故に、周囲をフィルターなく見ることができる、そういうことなのだろうか。他者に関して何の感かん慨がいも抱かないが故に、先せん入にゆう観かんも希望も失望もせず、ただありのままを見ることができる、そういうことなのだろうか。

　思わず、視し線せんに険けんが混じった。分析されるのは悪意をぶつけられるよりも不快だった。けれど殊こと子こはそんな蜜に構うことなく、

「でも、前回よりちょっと鈍にぶってるかも」眼鏡めがねの奥の目を細める。

「……鈍ってる？」

「そうだね。あんたくらいの素質だったら、一時間前……再会した瞬しゆん間かんに見抜かれててもおかしくなかったはずのに。でも、あんたは一時間かかった。それってどういうことかな？　何があなたをそんなふうに摩ま耗もうさせちゃった？」

　どうやら殊子は、蜜がこの前よりも変化したと言いたいらしい。

　殊子の変化に今まで気付かなかったのは、蜜自身が変わってしまったからだ、と。

　だけど、

「わかりません。あなたが……何を言っているのか」

「茶ちや番ばんだね」

　三カ月前に吐き捨てた言葉を、今度は楽しそうに口にする殊子。

「抱え込んでしまった私よりも、なんともないあんたの方が変わっていってる。世界だなんだって大層なこと言ってても、所しよ詮せんはその程度のものかもしれない。まったく茶番だよ」

　ますます意味がわからない。

　抱え込んだ？　何を？　世界というのはどういう意味だろう？

　蜜の疑問に、殊子は答えない。

「ま、大事にしなよ、その感性。いや……大事にしない方がいい、か。摩耗もまた成長だ」

　勝手に納なつ得とくしたように頷うなずき、トイレのドアを開ける。

　待って、と言おうとしたが、行動は早かった。

　最後に蜜みつを一いち瞥べつし、

「でも、人形ってのはまだ撤てつ回かいしないよ。そうじゃなくなるまであと一、二年ってとこかな」

　本当に訳わけのわからない捨すて台詞ぜりふを残して、扉とびらを閉める。

「な……に」

　取り残された蜜は、不可解な気分のまま、ただ呆ぼう然ぜんとして突っ立っているしかなかった。

　ただ、あんな恐ろしい人とこれから義理の姉妹になってしまうのだと思うと、心のどこかが大きく波打った。喜き怒ど哀あい楽らくのどれによるものなのかはわからない。

　けれど、関係ないと思っていた環かん境きようの変化は、それでも蜜に大きな影えい響きようを与え始める。




　その食事会から更さらに一週間ほどの後。

「……そう言えば、何か変わったこととか、あったー？」

　つまり、名みよう字じが変わって一週間。

　いつもの、ふたりで帰る道すがら、君きみ子こが唐とう突とつにそう尋いてきた。

　心配してくれての言葉だろう。間を空けたのは、君子なりの気き遣づかいだったのかもしれない。

　不意に、あの日の殊こと子この顔が思い浮かんだ。

　しかし──君子も、彼女のことを知って言っている訳ではない。

「うん、特には何も」だから蜜はそう答える。

　本当のところでもあった。あれから一週間、日々は平へい穏おんに過ぎている。殊子は週に一度夕食に蜜の家へ来ることになっていて、つい昨日きのう会ったけれど問題があった訳ではないし、父とも義は母はともぎくしゃくしている訳でもない。

「あ、そう言えば」関係ないことがひとつだけあった。

「え、何？」

「家具が増えた。パソコン」

　義母がプレゼントだと言って買ってくれたのだ。どうでもいいことだけれど。

「えー、凄すごい！　いいなあー」だけど君子は目を見開き、感嘆の声をあげた。

「そうでもないよ」むしろ、新しい娘と上う手まくやっていきたいという母の思おも惑わくが見えてしまって、少し重荷なくらいだった。

「じゃあさ、インターネットとかしてるのー？」

　パソコンと言えば取るものも取とり敢あえずインターネット。蜜くらいの年ねん齢れいだと共通認にん識しきだろう。君子は授業でしかやったことがないといつか言っていたので、羨うらやましそうに尋いてきた。

「あ、うん。ちょっとやったんだけど……」

　しかし、蜜は苦笑した。数日前の苦い記き憶おくが頭をよぎったのだ。

「やってたら、気分悪くなって」

　元々、父が所有していたから回かい線せんは引いてあった。だから買ったその日に接続して、試しに適当にネットを見て回ったのだが、どうにも蜜みつには性しように合わなかったらしい。

　始めてから一時間ほど経たった時、モニターを見詰める目の奥で、不意に唐とう突とつに、火花が散ったような、そんな感覚に襲おそわれたのだ。その直後、頭が異常に痛くなり、吐き気までしてきた。だから電源を落としてベッドに横になり、そのまま眠ってしまった。

「だからもう、電源も入れてないよ」

「大丈夫だったの……？」

「あれ以来頭痛はないから」

「そっかー。でも、身体からだに合わないってあるんだね」

「君きみ子こにあげてもいいくらい」

「あはは、さすがにそれはダメだよー」

　中学生の身分で、親から買ってもらったものを勝手にあげるのはまずい。特に君子は母親にけっこうちゃんとした躾しつけをされているらしく、小こ遣づかいも蜜に比べて少ないし、奢おごったり奢られたりもしたがらない。以前家に来た時に服をあげようとしたのだが、それも固辞された。

「でも、どうせ私使わないから、いつでも来て使っていいよ」

　そう考えると、パソコンもあながち無む駄だとは言えない。何せ、君子の興きよう味みがあるものが自分の部屋にあるのだ。喜んでもらえるのなら、価値は高い。

「え、いいの？」

「いいよ」

　本当、ありがとうー、と、無邪気にはしゃぎ回る君子。それを見て蜜の顔は自然と綻ほころんだ。

　そして同時に──気付けば自分は随ずい分ぶんとお喋しやべりになったなと、そう思う。

　もちろんそれは君子の前だけだったけれど、それでも関係ない。

　君子と一いつ緒しよにいる時には、自分は空っぽじゃないと、そう思えるようになったのだ。

　ただの人形だった自分がこんなふうになるなんて、考えてもみなかった。

　そして、それを素直に嬉うれしいとも感じる。

　殊こと子こが一週間前に言っていたことは、ひょっとしたら正しかったのだろうか。

　変わっている──たぶん、そうなのだろう。

　他ほかの友達なんていらない。君子がいれば、自分はまだまだ変われる。

　そんな喜びを込めて、蜜は君子の指に、自分の指を絡からめた。

　君子は一いつ瞬しゆんだけ握られた手を見たが、すぐに何でもない顔に戻る。

　振りほどかれもしないし、特別な感情も抱かれない。

　あくまで自然に、ふたり笑え顔がおで、手を繋つなぎ合うのが当たり前の距きよ離り感かん。

　以前見てしまった君子の傷のことは、もう忘れていた。

　あれからしばらくは教室で目を光らせていたけれど、苛いじめられる形跡はまるでなかったし、やっぱりあれは何かの病気の痕あとなんだと、そう思い込んでいた。

　だから君きみ子こと蜜みつの仲を妨げるものは何もない。

　もうすぐクラスが変わるけれど、そんなことも関係ない。

　高校は一いつ緒しよのところにしよう。できれば大学も同じがいい。

　そんな、淡い希望に胸を馳はせながら、蜜は手に伝わる温ぬくもりを優やさしく握った。




　　　　‡




　だけど。

　崩ほう壊かいは──二月のある日、唐とう突とつにやってくる。

　君子の傷だらけの身体からだ。

　初めてインターネットをした時に遭そう遇ぐうした、火花の散るようなあの感触。

　条件は揃そろってしまった。

　唐突ではあったけれど、それは必然のように。




　　　　‡




　日にち曜よう日びだった。

　君子が遊びにきて、服を着て遊んだりパソコンでネットをしたり、少しだけ一緒に宿題を片付けたりと、一日を楽しく過ごしたその夜だった。夕方、日が暮れかけて、そろそろ帰るねと君子が言い、玄関でじゃあまた明日あした、と手を振って別れたその後。

　一息ついてから、机の上にノートが一冊置きっ放しになっているのに、蜜は気付いた。

　君子の忘れ物だ。明日使う数学のノートで、宿題は途と中ちゆうでやりかけのまま止まっている。

　どうしようか、と思った。

　他ほかのものなら明日学校で渡せばいいのだけど、さすがにやりかけの宿題をそうする訳わけにもいかない。電話して取りに来てもらうのも気が引けた。

　少し考えた後、持って行ってあげよう、と決める。

　家はそれほど遠くない。一カ月ほど前に一度だけ遊びに行ったこともあった。入り組んでいてうろ覚えだったが、何とかなるだろう。

　蜜はノートを手に取り、階段を下りた。

「ちょっと出掛けてくる」台所で夕食の準備をしていた義は母はに呼び掛ける。

「え、蜜さん、今日きようは……」義母はそれを聞き、困った顔になった。

　殊こと子こがこの後、家に来るのだ。そろそろ着く頃ころだろう。

　でもそれは蜜も承知している。

「大丈夫。すぐに戻るから」

「そ、そう？　気を付けて行ってきてくださいね」相変わらずこっちの顔色を窺うかがいながら話をする義は母はに心中で苦笑したが、顔には出さずに頷うなずいた。

　靴を履はき、表へ出る。家からだと、ゆっくり歩いても二十分ほどで着くはずだ。

　歩きながら──少しいい気分になった。

　君きみ子こはいつも蜜みつによくしてくれるし、何より人形だった自分を変えてくれた恩人だ。しかし当の蜜は、君子に何もあげられずにいて、そのことでいつも、小さな負い目を感じている。

　ノートを持っていくなんて些さ細さいなことではあったけれど、パソコンを貸す時と同じように、きっと喜んでくれるだろう。君子のそんな顔を見るだけでも、行く価値はあった。

　周囲を見渡しながら、記き憶おくにある道を辿たどる。少しだけ迷ったけど早足だったので、十五分ほどでアパートが見えた。確たしかあの建物、三階の一番端はし──三〇一号室だ。

　コンクリートの階段を上がる。部屋の前まで来て、チャイムを鳴らそうとした。

　その時。

　がしゃん、と。

　部屋の中からくぐもった、何かの割れるような音が聞こえ、蜜の手が止まった。

　どうしたんだろう、と思う。

　お皿が割れたのだろうか。君子はドジなところがあるから、きっと手を滑らせたに違いない。ついでに、一いつ緒しよに片付けをしてあげようか。

　気を取り直して、もう一度チャイムへと手を伸ばした次の瞬しゆん間かん、だけど。

　──……ぎゃ！

　小さな──とても小さな、悲鳴らしきものが、鼓膜を僅わずかに震ふるわせた。

「……え？」

　続いて、男の声。

　──このグズが！　気ぃ散らせるんじゃないよ！

　何だろう。

　──ご、ごめんなさい……！

『ごす』

　──こっちは受じゆ験けんが近いんだ！　それなのにお前は……！

　──ごめんなさい、お兄ちゃん、ごめ……『ごす』か、は！

　おかしいな、と思った。

　鉄筋の建物に、扉とびらは金属製だ。幾いくら古い建物とは言え、中の声がここまで聴きこえる訳わけがない。そうだ、きっと聞き間違いだ。自分の耳が急によくなったとか、そんな訳もないし。

　けれど、音は聞こえてくる。

　──まったく、この出来損ない！

　──ゆるし……『ごす』お、にいち『ごす』……く、『ごす』ひぐぅ！

　蜜みつの思考が停止した。

　意い識しきせず、手がドアノブにかかる。

　駄だ目めだ。

　頭の中でそんな声がした。

　チャイムを鳴らさなければならない。

　でもチャイムを鳴らすと、取り返しのつかないことになりそうな気がする。

　じゃあ、そのまま扉とびらを開けるのか？

　扉を開けても、取り返しのつかないことになりそうな気がする。

　だったらどうする？　ただし、鍵は壊せる。

　鍵が──壊せる？

　よくわからない。何な故ぜ、そう思ったのだろう。

　それに何故、家の中の物音がこうも克明に聞こえるのだろう？

　わからない。自分のことなのに、それが何故なのか。

　と、不意に。

　頭の中を、何か変なイメージがよぎった。

　それはまるで、火花が弾はじけるような。赤あかや青あおや黄き色いろや、色とりどりの点が集まって模様となり、それが拡散したり収束し、ちかちかと点滅するような。

　まるで万華鏡を覗き込んだような、そんな──。

　覚えがあった。蜜はその火花を、前に見たことがある。

　あれは確たしか、買ってもらったパソコンをインターネットに繋つないで、どこかのサイトを見ていた時のことだ。急にディスプレイで光が弾けた。今、頭の奥で明滅しているのと同じ。

　そして頭が痛くなって、吐き気がして。

　でも今は吐き気などしない。

　まるで、その時は噛み合わなかった光に、蜜自身が馴染んだかのように。

　しゅん、と、蜜の頬ほおを何かが掠かすめた。

　掠めた黒いものが、ドアの隙すき間まに吸い込まれる。そして、バターを切るような感触。

　ドアノブをゆっくりと捻ひねる。ほんの少しだけ扉を引く。何の抵抗もない。

　鍵を、壊したのだ。

　頭の奥で散る火花はゆっくりと治まっていく。だけどそれは消えたのではない。

　ただ、存在するのが当たり前のものとして蜜が認にん識しきし始めただけのこと──。

　開けろ。開けるな。いいや開けろ。駄目だ、開けるな。

　相反する声が脳のう髄ずいを駆かけ巡った。

　頭がざわめいている。髪の毛の一本一本が、まるで飛とび跳はねているかのように。

　扉を引く手は、止まらなかった。

　中からの空気が漏もれる。そして、一気に。

「お前みたいなクズがな！　僕に迷めい惑わくをかけてんじゃないんだよ！」

「か、ひ、が……！」

　音が、大きくなった。

　同時、開いたドアの隙すき間まから、中の光景が蜜みつの網膜へ映り込む。




　まるで虫のように踞うずくまった、君きみ子こ、そして。

　苛いら立だたしげな顔で、それを蹴けり続ける、少年──。




　思った。そんな訳わけは、ない。

　お兄にいちゃんがお兄ちゃんがと、いつも言っていたのに。

　仲のいい兄妹のはずだ。だからそんな訳はない。

　思った。そら、見たことか。

　君子はなかなか家に蜜を呼びたがらなかった。

　その理由がこれだ。

　思った。でも、でも。

　君子はいつも、家族が大事だと言っていた。

　だからそんな、こんなことが。

　思った。じゃあ、あれは何だ？

　そう。あの傷は、病気でもない。クラスメイトの苛いじめでもない。

　肉親が付けた、虐待の印だ──。




　それに思い至った時。

　頭の中で、何かが弾はじけた。




　弾けると同時、何かが完全に繋つながったような感覚を得る。

　途と端たん。

　蜜の中にあったいろいろなものが流れ出ていく。流れ出て、消えていく。

　そして代わりにただひとつのものが流れ込んでくる。

　それは、世界。

　データの海を漂っていた、それ単体では脆ぜい弱じやくな世界。

　蜜ではないどこかの誰だれかが、或あるいは沢たく山さんの人間が夢想し果たせなかった、この世界とは別の未来に枝分かれしてそして滅んだ、虚うつろな世界。それが蜜の脳のう髄ずいに居場所を見付け、あの時に棲すみ付き、そうして今、目の前の光景を引金にして、完全に定着したのだ。

　訳わけもなく頭が痛い。

　吐き気がする。気分が悪い。苛いら々いらする。

　それは今まで一度も抱いたことのない感情だった。

　だけど蜜みつのすべては、その一点へと繋つながり始める。

　悲しみも、喜びも、君きみ子こと過ごしたあの記き憶おくも、君子が蹴けられている厭いやな光景も、全部。

　苛々する。苛々する。苛々する。

　壊こわしてやりたい。ムカつくんだ。何だあれは。

　だから、全部壊してやりたい。

　──殺せ。

　扉とびらを開けた。土ど足そくのまま中に入った。口くち許もとは笑っている。いや──嗤わらっている。

「え……？」君子の兄が、踞うずくまった君子を蹴り掛けの体勢でこっちに気付いて固まっていた。

　虐ぎやく待たいが止やんだのを訝いぶかしんだ君子が顔を上げる。

　そしてゆっくりと咳せき込みながら、寝たまま、首だけで振り返る。

「み、つ……ちゃ……ん？」

　蜜は、言った。

「行きなさい……『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』」

　その名前。

　それは、インターネットで見た、あの火花の名前。

　虚軸キヤストと呼ばれる異世界、その最後に生き残った意い識しき体たいの名前。

　そして、自分の、新しい名前。

　頭髪が放射状に散り、壁かべに、床ゆかに、天てん井じように突き立つ。

　文字情報だけの世界で生まれて死んだそいつらが、平面という宇宙を得て息を吹ふき返す。

　黒い髪は線せん。線が形作る文字たる一次元に限りなく近い、三次元での活動体──。

　突き立った髪が二次元を介し空間を跳ちよう躍やく。

　呆ぼう然ぜんとする君子の兄の四し肢しに、一気に巻き付いた。

「え、あ？　……ぐ、ああ！」

「冗じよう談だんじゃないわよ」蜜は吐き捨てた。

　苛立ちとともに。

　苛立ち一色に染そまった、感情とともに。

「悪いけれどあんたみたいな奴やつを刻み殺すと、血で大事な髪が汚れるのよ。……だから、このまま絞め殺してあげる。苦しんで苦しんで苦しんで苦しんで、それから死になさい」

　そうだ。

　君子の痛みの、せめて百分の一でも味わって──いや。

　君子の百倍苦しませて、それから殺してやる。

　痩やせた神経質そうな兄の顔が苦く悶もんに歪ゆがんだ。

　いい気味だ。

　もがき逃のがれようとしているけれど無む駄だ。

　両手も両足も束そく縛ばくし、身体からだは宙に浮かせている。だからこのまま、

「……死ね」蜜みつは残ざん虐ぎやくに微ほほ笑えんだ。

　と、次の瞬しゆん間かん。

「やめて！」足あし許もとから、悲痛な叫び声が聞こえた。

「いや、やめて……！　お兄にいちゃんが死んじゃうっ！」

　蜜の足に縋すがり付き、必死で懇こん願がんしていたのは、君きみ子こだった。

　──何を言っているのだろう。

　こいつはあんたを傷付けたのに。

　それなのに、やめて、だって？

「やめて！　やめて、蜜ちゃん！」

　不意に、怒りが涌わいた。

　どうして君子は止めるんだろう。もう少しなのに。もう少しで殺せるのに。

　殺せばとびきり気分がいいだろうに、どうして邪魔をする？

　苛々する。この娘に苛々する。

「邪じや魔まするな」左腕が胸元を引ひっ掴つかみ、そのまま持ち上げた。

「きゃ……！」片手で軽々と、壁かべに叩たたき付ける。

　だけど、それでも。

「やめて……みつ、ちゃん……おねが、い」

　喉のど元もとを押さえ付けられて呼吸がままならないにも拘かかわらず、君子は、

「おにい、ちゃん、が……！」

　兄の心配を──している。

「ふざけないで」蜜の苛いら立だちが、頂点に達した。

「いいわ。そんなに邪魔がしたいんだったら、まずは……」

　──まずはお前から殺してやる。言いかけた直後。

「蜜っ！」背はい後ごから声がした。

　そして、同時。

「……！　が、！」背後から思い切り、頭部を殴られる。

　衝しよう撃げきで、まだ不安定な力が緩ゆるんだ。

　君子の兄に巻き付いていた髪が瞬時、蒸じよう発はつするように掻かき消える。ぐらぐらと揺ゆれる頭。意い識しきが飛びかけて、足許がふらつき、君子から手が離はなれ、蜜はそのまま襟えり首くびを何者かに掴まれて思い切り引っ張られ、強引に後ろを振り向かされた。

「まったく……なんてこった」そこには。

　鋭するどい眼でこっちを睨にらみ付ける、速はや見み殊こと子この顔が──あった。

「途と中ちゆうで見掛けたんで、面おも白しろそうだなって後を尾つけてみたら……」

　ぐらぐらと揺ゆれる蜜みつの脳に、苛いら立だちが募つのった。

「……なによ！　あんたも邪じや魔まを……」

　が、しかし。

「落ち着きなさい！　固定したばかりの時は不安定になるんだ。このままだとあんた、残ってるものも全部奪い取られるよ。何を欠落させたのかは知らないけど……」

　その意味深な科白せりふに、蜜は眼を見開いた。

「まさか、あんた」

「悪いけど、少しの間眠ってもらう」

　その憶おく測そくを裏付けるように。

　蜜の目の前に、半透明の懐かい中ちゆう時計のようなものが浮かんだ。

　それが──ぽん、と音を立てて爆ばく発はつする。途と端たん。

「……あ」

　蜜の中で暴あばれ回っていた『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』が──まるで本当に眠るように、大人おとなしくなる。

「……『目ハ覚ラまハしラ時計』っていう」殊子が困ったような顔で、呟つぶやいた。

　蜜は座り込む。

「あんた……も？」

　目ハ覚ラまハしラ時計。それは、蜜の壊れた万華鏡デイレイドカレイドとは別の出しゆつ自じを持った──、

「あんたこそ、いったいどこで掴つかまえた？」

　こいつも、虚軸キヤストなのか。

　蜜は理解した。つまり、こいつは自分の力で、蜜の力を押さえ付けたと、そういうことだ。

　そして理解すると同時──、

「どうして」

　涌わいてきたのは……また、敵意だった。

「どうして邪魔をした？　もう少しで……！」

　もう少しで壊こわせたのに。もう少しで殺せたのに。

「邪魔？」けれど殊子はそんな蜜の怒りに、盛大な溜ため息いきを吐ついた。

「そこまで欠落してるの？　あんた。……落ち着いて見てみな」

　落ち着いて、だって？

　何を落ち着くというのだろう。

　自分は落ち着いている。その証しよう拠こに、視界が真まっ赤かになってもいないし、周囲がどうなっているのかもわかる。音だってちゃんと聞こえる。

　ほら、足あし許もとでは、

「……え？」

　足許では──。

　ごほごほと、君きみ子こが咳せき込んでいた。

　涙を浮かべて、いや、泣きじゃくりながら、

　さっきまで絞められていた喉のどを撫なで、小さな身体からだを震ふるわせて、

　今にも消えてしまいそうに、傷付いた顔で、泣いていた。




　泣いて、いた。




「……あ、」

　思い出した。

　自分がさっき、この娘こに何をしようとしたのかを。

　そして恐怖した。

　もしも殊こと子こが止めなかったら、自分は何を仕出かしていたのだろう、と。

　我われに返る。

　君子を傷付ける奴やつは許さない、そう思ったのではなかったか。

　君子に危害を加える奴がいたら絶対に止める、そう誓ったのではなかったか。

　この優やさしい子を。

　蜜の心を溶かして、空っぽだった蜜を埋めてくれて、人形だった自分をちゃんと見てくれて、一いつ緒しよにいると楽しいと、そう言ってくれた子を。

　沢たく山さんのものをくれた。何回お礼を言っても足りやしない。

　ずっと一緒にいたいと、そう思っていた。

　それなのに。

　自分は、何をした？

　大好きな、本当に大好きな、世界で一番大事な。自分自身よりも大事な。

　たったひとりの、友達を──。




「あ、あ……」身体が、がくがくと震え始めた。

　身体が寒い。全身がばらばらになりそうだ。自分への嫌けん悪お感かんで吐きそうだ。

　泣きじゃくる君子の声が、どうしようもない。

　だから蜜は、それを直視できずに。

　その場に座り込んだまま、呆ぼう然ぜんと、動けなかった。




　　　　‡




　それから、二十分の後。

「あの子らの記き憶おくは消しといた。明日あしたには今日きようあったこと、全部忘れてるよ」

　君きみ子この住むアパートの前、その道路で、殊こと子こが疲れたように溜ため息いきを吐つく。

「……そう」蜜みつは壁かべを背にして座り込んだまま、つっけんどんにそう答える。

　あの後、自失したまましばらく動けずに、蜜は殊子に連れられて、アパートを出た。

　ようやく気分は落ち着いてきたが、それでもショックは消えない。

　いや──友達を傷付けたことへの罪悪感は、たぶんこの先も一生消えないのだろう。

　殊子の持つ虚軸キヤスト『目ハ覚ラまハしラ時計』は、相手の自じ我が境きよう界かい線せんを侵しん蝕しよくして、強烈な暗示を与えるのだという。それは絶対に醒さめない催さい眠みんのようなもので、それにより、君子と兄が蜜に襲おそわれた記き憶おくも封印してくれるということだった。

「さて」そしてそれと、もうひとつ。

「さっきも言ったけど、あんたの力は危険だ」

　殊子は、蜜の『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』に、制限をかけると言った。

「この先何があるかわからないから、自じ衛えいのためだけには使えるようにしておく。だけど……普ふ段だんは眠っていてもらう。いい？」

「いいも悪いも、あんたはそれを無む理り矢や理りにでもするんでしょう？」

　蜜は吐き捨てる。

　実際、とてつもなく苛いら立だたしい。

　矛盾した話だ。

　提案を聞いたとき、蜜は計り知れない嫌けん悪お感かんを覚えた。この力のせいで君子を傷付け、この力のせいで人格まで変えられてしまったというのに、それでも封印されることに怒りがある。

　壊れた万華鏡デイレイドカレイドは、つまり、それだけ──蜜の一部になってしまっているのだ。

　その証しよう拠こに、さっきから苛立たしさしか感じない。

　あれほど空っぽだった空くう虚きよさも、今はもうない。君子が埋めてくれたと思っていた空白も同じだ。すべてが別のものに、偽にせ物ものの異世界へと塗ぬり替えられていた。

　おぞましいと思う。

　その変貌が自分で厭ではないというのが、余計に。

「しっかし、また厄やつ介かいなものを抱え込んだね、姉妹揃そろって」

「煩うるさいのよ。黙だまりなさい」

　殊子と初めて会った時。

　嫌われたという事実が少し嬉うれしかった。彼女の変化に戸と惑まどいを覚えた。だけど、それもさっきから消えてしまっている。ただあるのは──今から自分の一部を眠らせるというこの女に対する、どうしようもない嫌けん悪お感かんであり、敵意だった。

「皮肉なもんだ。あんた、人形から人間になってたから……気付けなかったんだろうね」

「何をよ」

「あの子の本質」

　わかったふうに、殊こと子こは言う。

「あの子が虐ぎやく待たいを受けてた子だったってことを、だよ。もしあんたが人形のままだったら気付けたかもしれない。だけどあんたは気付けなかった。あの子に人間にしてもらってたから。見えなくなってたんだ。……あの子への気持ちのせいで、あの子自身の本質が」

　その態度。その言葉。その顔。

「……黙だまりなさいよ！」

　すべてが気に入らなくて、蜜みつは叫んだ。

「知ったふうな口くち利きいて悦えつに浸ひたってんじゃないわよ！　殺すわよ……！」

「そうさせないために、今から眠らせるんだよ」

　殊子は動じない。

　蜜は理解した。

　あの時、レストランで殊子は言った。どうでもよくなった、と。

　この女は、たぶん──蜜が苛いら立だち以外のものを失ってしまったのと同じように、虚軸キヤストを得ることで、世界のすべてに興きよう味みを失ってしまったのだ。

　だからこういうことも平気で言える。だから蜜を苛立たせても、平気な顔をしていられる。

「そうだ。兄にいさんの方は、あの子……妹に対する衝しよう動どうを抑えておいたよ。家庭環かん境きようにもよるだろうけど、しばらくは虐待も止やむはずだ」

　その言葉もどこか白しら々じらしい。

「わかったからもう黙って。殺しそうだわ」

　もうこれ以上、こいつと話をしたくなかった。

　皮肉と言えば、それこそ皮肉だ。

　こいつに嫌われていた自分が、こいつを嫌うことになるなんて。

「そ、じゃあ、やるよ」

　殊子は肩を竦すくめると、掌てのひらを上に向けた。そこに小さな時限爆ばく弾だんが浮かぶ。

「……待って」

「なに？　やめて欲しいって言ってもやめないけど」

　本当に忌いま々いましい。吐き気がする。これ以上話もしたくない。だけど──、

「ひとつ、頼みがあるの」

　だけどこれだけは、言っておかなければならなかった。

「封印するなっての以外だったら……可愛かわいい義妹いもうとの頼みだ。できるだけ聴きいてあげるけど」

　その喋しやべり方に涌わいて出る殺意を抑えながら、蜜みつはゆっくりと言った。

「あの娘この……記き憶おく」

「え？　それはもう処置したよ」

　胸が痛む。それでいいのか、と思う。

　しかし蜜は言った。

「あの娘の……私に関する記憶を、全部消して欲しいの」
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　絞り出すようにして。

　あの娘との楽しかった思い出を自分の外へ吐き出すように。

　もうこれ以上、あの綺き麗れいな記憶を苛いら立だちに塗ぬり潰つぶされないように。

　そうしなければ、ならなかった。

　ゼロに戻す必要があった。

　君きみ子こからもらった、沢たく山さんのもの。

　それを押しのけて、『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』が頭の中に居座ってしまったのだ。

　今の自分には敵意しかない。君子にもらったものが、何もない。

　だったら──これ以上、あの子と一いつ緒しよにいてはいけない。

「……いいの？」

「できるの？　できないの？」

「できるよ。でも……」

「それなら、やって」

　大丈夫。

　元に戻るだけだ。

　始業式よりも更さらに前。まだふたりが出会う前に戻る、ただそれだけ。

　君子には、自分以外にも友人がいる。だったら自分がいなくても何も問題はない。

　わかったよ、と殊こと子こは呟つぶやき、

「じゃ、まずはあんたからだ」

　蜜みつは応こたえず、瞼まぶたを閉じた。

　時限爆ばく弾だんが、頭上で小さな爆発音をたてる。

　蜜の脳のう髄ずいにいる『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』が、深い眠りにつく。

　瞬しゆん間かん、瞼の裏にあの子の笑え顔がおが映ったような、そんな気がした。

　涙は流れなかった。ただ、苛いら立だちだけが、胸に滲にじんだ。
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　瞼まぶたを開いた時に見えたのは、白い天てん井じようだった。

　滑なめらかで幾き何か学がく的てきな模様。

　見み慣なれたものだった。だから、学校の保ほ健けん室しつであることを──舞まい鶴づる蜜みつは、すぐに理解する。

「ん……」灯あかりが眩まぶしい。今が昼なのか夜なのかはわからない。

　だけど寝ね惚ぼけてはいない。記き憶おくは笑ってしまうほどにはっきりしていた。眠ってしまう前、いや──気を失う直前まで何をしていたのかを。

　自分は、負けたのだ。

　ぼんやりとした意い識しきの中で見た、自分を抱え上げる速はや見み殊こと子この困ったような顔を覚えている。あの女に助けられたのだと思うと忌いま々いましくてたまらないが、どれもこれも自分の莫ば迦かさ加減が招いた結果だ。八つ当たりをしても仕方がない。

　とにかく、あれからどうなったのか。状況を確かく認にんし、もう一度行動を起こす必要があった。のんびりしている時間はない。早くしないと──君きみ子こが今いま頃ごろどうなっているかわからない。

　だから蜜は、身体からだを起こそうとした。

　けれど直後、足に力が入らず、上う手まくできないことに気付く。

　違う。足の感覚が、まったくなかったのだ。

「……まさか」

　──あいつにやられた？

　一いつ瞬しゆん、思考が止まる。と、

「……おはよう、蜜さん」近くから、呼び掛けがあった。

「起きたのなら、何か飲むかしら……？」

　声のした方に頭を向ける。

　ベッドの横、カーテンの向こう。垂たれた布を掴つかみ、それにしがみつくようにして、幽ゆう霊れいさながらにこっちを窺うかがっている白衣の女がいた。

「佐さ伯えき……」挾はさ間ま学がく園えん保ほ健けん教師、佐伯ネアだ。

　名前を呼ばれ、ネアはにやりと、この世の終わりのような微ほほ笑えみを見せた。

　いつものことだが……正直なところ、相当に気味が悪い。

　思わず失笑が洩もれる。

「……何よあんた。そんなに傷付いてる私を見て楽しい訳わけ？」

「うふふふ」

　カーテンから顔だけを覗のぞかせた姿勢のまま、ネアは深いくまの刻まれた目をゆっくりと細める。思った。……この歩くホラー映画、寝起きに見るのは健康に悪い。

「ま、いいわ。起きるからちょっと手伝いなさい」

　顎あごで指図すると、ゆらりとこちらへ来る。

「私、どれくらい眠ってたの？」

　背中を押させ、自みずからも両腕に力を入れながら、蜜みつはネアに問う。

「ついさっき、日が変わったところよ……」ネアは消え入るような声で答えた。

「じゃあ、ほんの三時間くらい、か」身体からだに掛けられていた毛布を剥はぐ。

　まずは、傷の具合を確かく認にんしなければならない。視し線せんを落とす。

「……ち」スカートから覗のぞく両足は、ものの見事に膝ひざ上うえで途と切ぎれていた。

　包帯で巻かれているので傷口がどういうことになっているのかはわからないが、少なくとも痛みがまったくないことを考えると、普通の怪け我がではない。

「やってくれるわ……上うえ野の恭きよう一いち」

　蜜が覚えているのは、床ゆかが崩ほう落らくしたところまでだ。その時の衝しよう撃げきで頭を打ち意い識しきを失った。その後、あいつは丁てい寧ねいにも置き土産みやげまで残してくれていたのだ。

「いや……逆ね。持って行った、か」くだらない冗じよう談だんだ。

　自分の身体を見渡しつつ、指を開いたり閉じたりしてみる。自分でへし折った左手の小指はどこから調ちよう達たつしたのか、ギプスで固められていた。まあこれは大した痛みではない。

「佐さ伯えき。私、他ほかに怪我はしていない？」一応、尋たずねてみた。

「……ふふ、そうね……一番大きな怪我は両足で、あとは指の骨折。細かいかすり傷がところどころに付いてたけど、問題ないわ。ああ、そうそう……それと、あとひとつ」

「あとひとつ？　どこ？」

「貞てい操そう」

「はあっ!?」ぼそりと呟つぶやかれたひと言に心しん臓ぞうが飛び出る。

「うそ、まさか……！」

「嘘うそ」

　その慌あわてた様よう子すを見て、ネアはさも楽しそうにくすくすと笑った。

「あ、あんた……ふ、ふざけたこと言ってんじゃないわよ！」

「でも今確かく認にんしようとしたわね？　うふふ……大丈夫よ、ちゃんと確たしかめておいたから。残念なことに蜜さんは正真正銘清らかなままよ。ふふ、いっそ汚れてしまえばよかったのに」

「た、たし……って、ホントに見たの、あんた」

「頭とかは痛まない？」

「ちょっと!?　質問に答えなさいよ！」

　下着を脱がされた形跡はない。たぶんだが。

「それにしてもいいものを見せてもらったわ。今の断だん末まつ魔まみたいな悲鳴はちゃんと録ろく音おんしてるから私の地じ獄ごくライブラリーにあとで追加しておきましょうね。ふふふふ、映画、ドラマ、アニメ、古こ今こん東とう西ざいのメディアから吸い出した悲鳴を保存してるの、私」

「何よそのふざけた趣しゆ味みは！」

「もう二十ギガになるわ」

「自慢げに言うな！」叫びつつ、どうにも調ちよう子しが狂う。

　全然、会話にならない。これだからこの女は苦にが手てなのだ。

　もっとも、虚軸キヤストの中で好きな奴やつなんてひとりたりともいないのだけど。

「こっちはあんたとお喋しやべりしてる時間はないってのよ、まったく……」

　ぼやきつつ、蜜みつは両足に巻かれた包帯を上からさすった。

　足の途と切ぎれている部分と、それから──太ふと腿もものある一定の部分から、完全に感覚がない。

　叩たたくと固かった。包帯の上からでもわかる。明らかに皮ひ膚ふでなくなっている。

　人間の身体からだには効果がないのかと思っていたが、どうやら違ったらしい。

　とすると、あいつは結局、いつでも蜜を殺せる立場にあったということだ。蜜は上うえ野のの能力を誤解したまま、掌てのひらの上で戦っていたということになる。

「ふん。……まるで道どう化けね。ざまあないわ」蜜は自じ嘲ちようした。

　相手の悪知恵に嫌けん悪おするよりも先に、自身の愚かさを悔くいる。自分がもっと落ち着いていれば、そしてしっかりと相手を観かん察さつしていれば、こんなことにはならなかったはずだ。

　唇くちびるを咬かむ。何よりも──君きみ子こを守れなかった自分に、腹が立った。

「……殊こと子こは？」だが、ここでうじうじとしていても仕方がない。

　こうしている間にも時間は過ぎていく。さっき日が変わったと言っていた。だとしたら、あれから三時間半ほど。もう手遅れになっているかもしれないという可能性を頭から追い出しながら、蜜はネアにそう尋きいた。

「今はいないわ……。里り緒おさんと一いつ緒しよに外に出てる」

「里緒？　なんであいつが？」

　ネアは無言で、小さく、蜜の横──カーテンで仕切られた隣となりのベッドを指差した。

　手を伸ばし、白い布を引く。

「……そういうこと」

　そこに寝ていたのは、城き島じま晶あきらだった。

　頭に包帯を巻いて、静かに寝息をたてている。

　細かな事情はわからない。だが、どれもこれも晶の敵である無限回廊エターナル・アイドルの手の内、そう考えるのが自然だろう。硝しよう子こが一緒にいないのが気にはなったが、蜜には関係ない。どちらにせよ城島晶が無ぶ様ざまを晒さらしたことに変わりはないのだ。──自分と、同じように。

　ともあれ、里緒が動いているのならば近い内に何か掴つかめるかもしれない。今は夜中だ。里緒の『有識分体分裂病』を存分に活用すれば、この地域一帯を洗いざらい調しらべることも可能だろう。

　そうは言ってもここでじっとしている訳わけにはいかないし、何より落ち着かない。たとえ時間制限があったとしても、ネアの『アンノウンゆらゆら』で傷を治し、外に飛び出したいと思った。

　と、

「……ああ、そうそう。殊子さんから伝言があるの……」

「何？」厭いやな予感がした。なんだかわからないけれど、厭な予感が。

「くすくす。いい伝言と悪い伝言があるのだけれど、どっちから先に聴きく？」

　地じ獄ごくでもがく罪人を嘲あざ笑わらう鬼のような笑えみ。

「……悪い方から」

「わかったわ、悪い方ね。先に悪い方を聴いておいた方がショックが少ないって判断したのかしら？　こういう時は決まって、いい方のニュースが霞かすむほど悪いことが起きてるというのが相場なのにね。まあいいわ。せいぜい悲鳴をあげて絶望するといいのよ。うふふふふ」

　冗じよう談だんのつもりなのかどうか知らないが冗談になっていない。

「いいからさっさと喋しやべりなさいよ！　殺すわよ」

「……もう、せっかちね。じゃあ言うわよ。『あんたはもう少し寝てなさい』ですって」

「は？」それは本当に『悪い』伝言なのだろうか。

「包帯、取ってみて、蜜みつさん」

　眉まゆをひそめている蜜を、ネアは促した。

　言われて、手を掛ける。解くのも面めん倒どうだったからぶちぶちと引ひき千ち切ぎった。

　──案あんの定じよう、と言うべきか。

　感覚がない部分は、陳腐な塗と装そうと半はん光こう沢たくの質感──皮ひ膚ふではない別の物質になっている。

　陶器か、それとも粘土樹脂か。傷口は傷口の様相を呈していない。まるで割れたように砕くだけ、途と中ちゆうから折れた木の幹のようになっていた。

　上うえ野のの虚軸キヤスト。触れたものを玩具おもちやに変える力。

「……それ、私では治せないの」

　傷口を見詰める蜜に、ネアがぼそりと言った。

「なるほどね」

　佐さ伯えきネアの『アンノウンゆらゆら』。因果律を逆転し、決まってしまった現実を不ふ確かく定ていの未み観かん測そく状態へと一時的に戻す力。しかしそれは、生命にしか作用しない。

「つまり、殊こと子この力を借りなきゃならないってことね。まったく反へ吐どが出るわ」

「制限時間なんて関係ない、とか、その間に私があいつを殺せばいいだけの話でしょう、とか、そんな無む茶ちやなことを叫んで私に無む理り矢や理り傷を治させるのはそもそも不可能なの。だから、今は素直に寝ておけ、だそうよ……うふふ、残酷にも美しい姉妹愛ね」

「誰だれが姉妹よ、気持ち悪いこと言うんじゃないわ」吐き捨てながら、自分の行動を殊子に読まれていたことに腹が立った。まさにそう言って怪け我がを治させるつもりだったから。

　しかし、確たしかに悪い伝言だ。

　歩くこともできない上に、足を治そうにも、今はどうしようもない。

　だったら──上野恭きよう一いちの処理も含めて静せい観かんしているしかない。

　随ずい分ぶんと遠回りになってしまうことが悔くやしかった。

　別べつ保ぽに連れ去られた君きみ子こ。無限回廊エターナル・アイドルが彼女に何をしようとしているのかはわからない。それなのに、まずは上うえ野のを捜さがし出して、それから無限回廊エターナル・アイドルへと接触する必要があるのだ。別保と無限回廊エターナル・アイドルとの関係がよくわからないのも苛いら立だたしい。

　そんなことを考えていると、ネアが妙にうっとりとした声をあげた。

「それにしても……素す敵てきだわ」

「何がよ」

「その足」

　ネアは視し線せんを蕩とろかせる。顔そのものは整ととのっているから、見ようによっては妖よう艶えんなのかもしれない。……視線と顔色が異様に病的でさえなければ。

「知ってるでしょう？　私が、血を見ると気が遠くなってしまうこと」

「あー……そうだったわね」

　そう言えば、と生返事をした蜜みつに、ネアは珍しく高揚した声で言った。

「でもね。私だってひとりの女なの。欲望をもてあますの。そこに傷口があったら見たくなるのよ。それが女ってものでしょう？」ただし、理屈はおかしい。

「残酷であればあるほどそそられるのよ。それなのに私ときたら傷口を見た途と端たん気を失ってしまうのよまるで処女みたいに……情なさけないわ。見たいのに。ぐちゃぐちゃになって残酷に壊こわれた人体を飽あきることなく餓が死しするまで見詰めていたいのに……！」

「……それがどうかしたのよ狂人」

「でもね、蜜さん」しかもこっちの話をまったく聴きいていない。

「見て？　あなたの傷口」

「傷口って……こんなもの、傷ですらないでしょう？」

　途と中ちゆうから無機物となり壊れた足だ。血が出る訳わけもない。

「そう……そこなのよ。いい？　蜜さん。私は傷口を見たくても血を見ると気が遠くなるから見られないの。でも、あなたのそれ……傷口であって傷口でない、残酷だけど血は出ていない……矛盾するふたつの要素が完全に両立できているのよ」

「……は？」

　ネアの視線が現実からどこかへ吹ふっ飛んでいく。潤うるんだ瞳ひとみで、蜜の両足をじっと凝ぎよう視しし、もじもじと身を捩よじらせながらちらりと唇くちびるを舐なめた。顔色が異様に悪い割に赤い舌が妙に艶なまめかしい。蜜は背中に悪お寒かんが走った。そして──その悪寒は、当たった。

「私が求め続けていた理想がここにあるの。………………たまらないわ」

「ちょっ……きゃ！」

　ネアは蜜の足に、まるで地じ獄ごくの亡者のように縋すがり付き、

「お願ねがい私もう我慢できないの撫なでてもいいかしらさすってもいいかしら舐めたり擦こすり付けたり引ひっ掻かいたりしてもいいかしらいいえむしろ……もういっそあなたごと……！」

　──最悪だ！

「やめろ！　離はなしなさいよこの変態っ！」

「うふふふ……駄だ目めよ蜜みつさん……そんな大声出しちゃ隣となりに聞こえちゃう」語尾にハートマークでも付きそうな声だった。ただし、黒くろ塗ぬりの。

「ちょっと城き島じま晶あきら！　あんた起きなさいよ！」

　晶はぴくりともしなかった。完全に役に立たない。

　仕方ないので両腕を駆く使しして力尽くでネアを引ひき剥はがす。固定剤リターダにしてはネアの動きは鈍にぶく力も弱いのが幸いして、なんとか脱出に成功した。

　ぜえぜえと息を荒げながら、蜜はどうにか貞てい操そうを守れたと安あん堵どする。

「あなたが寝てる間にこっそり悪戯いたずらしちゃいたいのを我慢したのに……つれないわ蜜さん」

「何なのよあんた!?　だいたい今はそんな気分じゃ……いや、どんな気分でもまっぴらご免ではあるんだけど……って違う！　そう、殊こと子この伝言よ！　あんたまだ『いい方の伝言』って奴やつ、私に言ってないでしょ!?　発情してんじゃないわよ！」

「……ああごめんなさい。つい我われを忘れて……」

　それでも名残なごり惜しそうにこっちの身体からだを眺め回すネアを睨にらみ付ける。一いつ瞬しゆんだけ怯ひるんだ後、渋々といった表情でネアが声を落とし、通つ夜やの司会みたいな声で言った。

「いい方の伝言だったわね」

「ええ」

　全然『いい』ようには聞こえない陰気な喋しやべり方だが、取とり敢あえず促す。殊子のことだ。碌ろくなことではないかもしれないが、それでも君きみ子このこととなると期待せずにはいられない。

　ネアが、殊子の言葉を反はん芻すうする。

「『ちゃんと私が無事を確かく認にんしたから安心していいよ。みっちゃんの処じ……』」

「ふざっけんな！」言い終わる前に、枕まくらを投げつけた。

「んが」ネアが、ゆっくりと後ろに倒れていく。

　もう苛いら立だたしいとかそういうのを通り越して脱力しながら、蜜は盛大な溜ため息いきを吐ついた。

　今は動けない。その上、あの忌いま々いましい女の力を借りなければ事態を打開できない。

　憂ゆう鬱うつなことだらけだ。本当に、気が滅め入いる。

　君子が無事なのかどうかはわからない。無限回廊エターナル・アイドルがあの子を利用するつもりならば命を取られることはないのかもしれないが、決して楽らつ観かんはできない。

　だけど、それでも。

　心のどこかでは、殊子が任せておけと言ったのなら失敗することはあり得ない、だから大丈夫だと──そう思っている自分もいた。

「……考えても仕方ないわね」

　どのみち、今の自分ではどうすることもできないのだ。だったらせいぜい、自分の無力さを噛かみ締しめておけばいい。そうすれば少なくとも、時期が来た時に慎重になることはできる。
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　日が変わってから十二分が過ぎた。

　もうそろそろ、直なお川かわ君きみ子こが目を覚ますかもしれない。あれから四時間経たっている。折れた腕の痛みもあるだろうし、薬の効果もそろそろ切れる頃ころだ。

　そんなことを思案しながら、私立挾はさ間ま学がく園えん教師、別べつ保ぽ透とおるは、自分の部屋を見渡した。

　挾間市と玖く珠す市しの境界に位置する一軒家。古くからの家が目立つ閑静な場所に位置していて、深夜ともなると静かだ。ここ最近、近所の家で夜通し吠ほえていた犬はもういない。

　静かなのはいいことだ、と、そんな言葉が脳のう裏りに浮かんだ。

　当たり前だ。深夜は静かにすべきで、近所に迷めい惑わくをかけてはいけない。

　君子も静かにしている。隣りん室しつに寝かせてある君子の母親も同じ。起きたら、大声をあげないように言い聞かせなければならないだろう。特に母親の方は厳きびしくせねば。

　なにせ、夜中に騒そう音おんを出すのは悪いことで、そして直川の母親は、悪いことを悪いことだと認にん識しきしていない人間なのだ。注意しておく必要がある。

　悪いことは糾ただされなければならない。

　それは別保にとって、唯ゆい一いつ普遍の真理だ。

　そのために、こうして直川君子を助けた。虐ぎやく待たいは悪だという自明の論ろん理りに背そむく者を、別保は見み逃のがさない。見逃す訳わけにはいかない。何な故ぜなら、悪いことを見逃すのも悪であるが故ゆえに。

　しかしその件に関して、母親の処遇をどうするべきかは少し迷っていた。

　正せい確かくに言えば、よくわからなかった。司法に任せるべきかとも考えたが、司法は決して正義ではない。法の隙すき間まは悪を見逃すし、何より正義に反した法律も世界には存在する。別保はそういう意味で、法というものを守ったことはないし、生徒たちに守れと強制したこともない。

　ただ内なる正義に従い、行動するだけだ。

　あとは母親が目覚めてから罪を糾せば、虐待はなくなる。

　それはいいことだ、と別保は満足の表情を浮かべる。

　ただ。

　実のところ、それが本当に『いい』ことなのかを──彼は、理解していなかった。




　厳げん格かくな両親に育てられた。

　何がいいことなのか、何が悪いことなのか。それを徹てつ底てい的てきに教え込まれ、この世界には正義と悪があることを知った。正義を護まもり悪を挫くじくことが人として正しい道なのだと言い聞かせられてきた。だから、別保はそれを忠実に守らなければならないと理解し、そのように育った。

　実際、別べつ保ぽ透とおるは、両親にとって、実に模も範はん的てきな子供だった。

　言われたことは絶対に守り、禁止されたことは絶対にしない、そんな『いい子』。

　彼の両親はまた、法律というものを信用しない人間でもあったから、その価値観も子供に教育した。自みずからの内なる正義こそが本当の正義であり、法律にのみ従っていてはならない。もちろん最低限のことを守るに如しくはないが、それとて正義に反すると見れば、義ぎ憤ふんを以もつて糾きゆう弾だんに当たれ──と。法律の人形にはなるな、というのが、両親の口くち癖ぐせだった。

　これは、かつて両親が法律のグレーゾーンを悪用する業者に騙だまされ、金銭的に窮きゆう地ちに陥おちいったことが原因だったのだが、息子はそんなことを知る由よしもない。

　ただ正直に、言われたことを鵜う呑のみにして、その通りにする。

　小学校では学級委員長を六年連続で務めた。虐いじめや悪戯いたずらを決して見み逃のがさず、どんな悪事も行わない清せい廉れんさが故ゆえだ。中学校時代には生徒会長になり、高校では風紀委員として活動し、大学時代はひたすら勉学に励み、そうして親の勧めで教員となった。

　両親は満足していた。立派な子に育ったと涙を流して喜んだ。

　その三年後、父親の退たい職しよく記念に夫婦水入らずで参加した旅行ツアーのバスが崖がけ下したに転落し死亡するまでずっと、息子は彼らの誇りであり、自慢だった。

　そういう意味で、両親に非はない。自身の人倫と道徳をひたすらに守り、それに反する如い何かなることも見逃さない、そんな子供を育てたことに、間違いはない。

　ただ、非はなくても、罪はあった──気付かなかったという罪が。

　自分たちの息子である、別保透。彼は生まれつき、ある精神的欠けつ陥かんを抱えていた。




　彼が持っていた病理はただひとつ。

　他者の感情にまったく共感できない、それだけだ。

　他ほかの人が喜んでいるのを見ても、楽しいとは思わなかった。どんな悲ひ劇げき的てきな映画を見ても涙はおろか、心が動くこともない。自分が殴られれば痛いが、だからと言って、他人を殴ったら自分と同じように痛い思いをするからやめようという思考には至らない。

　そして──これはいいことだと言われても、何がどういいのかはわからず、悪いことだと言われても、悪いという言葉の概がい念ねんが理解できない。他者への共感が皆無だから、やっていいことと悪いことの区別が付かない。正義も倫理も道徳も、それどころか悪ですら、外部から教えられるだけで、決して自らの内から生まれることもなく、ましてや育つこともない人間。

　それが、別保透だった。

　父と母の厳げん格かくな教えを素直に受け入れたのは、単に守らなかった時の体たい罰ばつが痛かったからだ。ただしそれを不条理とはまったく思わなかった。これはお前が悪いことをした罰だから当然のお仕置きだと言われ、そうなのだなと納なつ得とくしただけ。

　父母の教育に従いはしたし忠実に守ってはきた。決して納得も理解もしていなかったが、それに不満を覚えることもなかった。自分の身体からだに染しみ付いた痛みへの心理的な反射と、いいことと悪いことの具体例を基もとにした、データとしての類似性──それらによってのみ善悪を判断し、それに従う。それだけで父母と社会は、彼を人格者だと判断した。

　本来ならばそれで問題はない。しかし彼は既すでに、法律的には犯罪者だった。

　具体的には──殺人が一件、器物損そん壊かいが十二件。

　原因は、父母の教えのひとつである、法律の人形にはなるな、というもの。

　別べつ保ぽとしては、法律を規き範はんとせよと教えられなかったから規範にしなかっただけだ。

　高校二年の時、同級生の女子がとある男子生徒に酷ひどい虐いじめを受けているのを見た。だから公然と注意した。彼は聞き入れず、虐めをやめなかった。

　虐めは悪であると教えられていた彼は、それをやめさせるため、休みの日に自分の家へ呼び出しバットで頭を十六回殴って殺した。死体は今も裏庭に埋まってある。

　人殺しが法律に触れることは知っていたから誰だれにも言わなかった。これが露ろ呈ていすれば警けい察さつに逮捕され、両親に雑事などの迷めい惑わくがかかる。親に迷惑をかけるのは悪だと知っていたし、それに自分は法律の人形となってはいけないから自首もしなかった。

　ただ、どうしても悪事を止められない時以外、殺すのはやめようと、その時に思った。

　死体の処理に疲れるからだ。

　最近では、近所で飼われているよく吠ほえる犬を二匹、これもバットで殴り殺した。三回ほど注意したのだが飼い主が聞き入れなかったが故ゆえだ。

　もちろんこれも法律では器物損壊となるから、見付かるような下へ手たは打たない。住人の留る守す中に、誰にも見られていないのを確かく認にんし、不在証明を作った上で行った。

　両親は、当たり前過ぎて教えていなかった。

　理由なく生き物の生命を奪うのは、悪いことであるということと、

　どんな場合も人の生命を奪うのは、悪いことであるということを。

　だから彼はそれを悪いとは思わず、実行していた。

　他者が自分と同じ人間で、同時に違う存在だということを理解できない。その点にさえ目を瞑つむれば、彼の思考は極きわめて論ろん理り的てきだった。




　そして。

　今から別保は、君きみ子この母親を殺そうと考えている。

　もう、事情は違う。

　殺害に伴うリスクや疲労を考こう慮りよする必要はなくなった。

　二時間ほど前に出会ったひとりの少女。彼女が別保に、その手段を教えたのだ。

　彼女がいったい何者であるのかはどうでもよかった。自みずからの裡うちに発生したこの不可解なものも、納なつ得とくする必要も理解する必要も感じず、ただ受け入れた。

「う……ん」隣となりの部屋で、呻うめき声が聞こえる。

　さっき殴って気絶させた君きみ子この母親が目を覚まそうとしているのかもしれない。

　ならば、あの少女が施ほどこすと言っていた処置も、もう終わっているだろう。

　別べつ保ぽは立ち上がると、隣りん室しつの様よう子すを見に、一歩を踏み出す。
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　家へ帰り、食事と入浴と着替えを済ませて、クローゼットの中に仕し舞まってあった城き島じま硝しよう子このための、人形に着せたのと同じデザインのワンピースを鞄かばんへ詰める。

　そうして上うえ野の恭きよう一いちは──硝子を監かん禁きんしている倉庫へと、戻ってきた。

　それだけの行動に少し時間をかけた。心を弱らせるためだ。あれから三時間、空間の中でひとり置き去りにされている彼女はきっと不安を覚えているに違いない。

「ただいま」挨あい拶さつとともに、扉とびらを開く。

　入り口で罠わなを仕掛けているか、それとも隙すきを突いて逃げ出そうとするか、或あるいは気力を失って座り込んでいるか。どれでも面おも白しろいな、と高揚を覚えた。

「どう？　気分は……」が、

「……え」

　倉庫の奥。硝子はそこにいた。

　罠を仕掛けた様子もないし、逃げ出そうとした形跡もない。

　そして、気力を失っている様子もまるでなく。

「……すー」可愛かわいらしい寝息を立て──眠っていた。

「はぁ？」思わず恭一は、手に持っていた鞄を取り落とす。

　その音に気付いたのか。硝子はぱちりと目を開け、ゆっくりと起きあがった。

「おはようございます、上野くん」

「え、あ……おはよう」その、あまりにいつも通りな挨拶に、思わず返答し、

「……じゃない、何だよそれ。とんでもなく呑のん気きだね」

　直後、自分の間抜けさに気付いて眉まゆを寄せた。

「そうでしょうか？」硝子は前に縛しばられた手で、不器用に髪とリボンを直す。

「逃走を試みても無む駄だだと言ったのはあなたですよ、上野くん」

「いや、確たしかにそう言ったけど……」

「でしたら体力の回復に努めるのが最も効率的な手段です」

　落ち着き過ぎるほどに落ち着いた言葉。呆あきれるのを通り越して、少しだけ不快感を覚えた。

「体力を回復してどうしようっていうの？　悪いけど城島さん、ここから出られないよ」

　今までなら、こんな強気な科白せりふは言えなかったと思う。

　無限回廊エターナル・アイドルによって、虚軸キヤストを植え付けられてから八時間弱。少しずつ自分の内面が変化していることには、心のどこかで気付いていた。

「そんなことはありません」

「バカにしてるの……？」そうだ──皮肉もこうして、口から自然と出る程度には。

「いいえ……バカにしてなどいませんよ」

　しかし、そんな恭きよう一いちの態度に、硝しよう子こはまるで動じない。それどころか、

「私はあなたの戦力を過小評価するほどに低性能ではありません。もちろん、過大評価するほどにも。私はあなたを正せい確かくに分析して、その上でこの結けつ論ろんを出したのです」

　硝子は淡々と告つげた。

　敵意でも挑発でもない。強がっている訳わけでも策を弄ろうしている訳でもない。

　無感情。恭一はその態度に、どこか空そら恐おそろしいものを覚えた。

　今までの弱気な自分が途と端たんに顔を出してくる。それを押し止め、恭一は嘯うそぶく。

「ひ、評価、だって？　僕の力も見ていないのに……だったら、その評価で言うと、僕はあの城き島じま晶あきらと比べてどうなのさ？　あの人に負けた、あいつと比べて」

「そうですね。……会話を入れれば二十分、入れずに五分、でしょうか」

「……、え？」

「ですから二十分です。その程度の時間は保もつかもしれません」それはつまり、

「僕が、あいつに……たった二十分でやられるってこと？」

「ええ」

　硝子の返事には淀よどみがない。

「ご、ご主人様のことは随ずい分ぶんと過大評価してるじゃないか……」

「ですから、私はマスターのことも過大評価していません。その上で言っているのですよ……あなたはマスターと相対して、二十分ほどは保つ、と」

　それは自信を通り越して、もはや断言だった。

「マスターは無む駄だな会話をするきらいがありますから……会話をせず素直に戦うのなら五分です。もちろんこれは私を使用しない上での数字ですが」

「な、にを……」

　恭一は、怒りを覚えた。

　この娘こは何を言っているのだろう？

　くだらないミスで彼女のことを暴ぼう走そうさせ、あっという間に負けた城島晶。

　言わばあいつは、彼女を人間としても人形としても持て余したに等しい。

　それなのに。この娘は、まだあいつの味方をしている。

　正確には怒りではなく、嫉しつ妬とだ。自分の人形になったはずの城島硝子。彼女が信頼するべきはもはやあいつじゃない、自分のはずだ。それなのに、未いまだに。

　舞まい鶴づる蜜みつをたったひとりで負かし、その上で城き島じま晶あきらもこの手で殴り飛ばした、強くなった恭きよう一いちよりも。自分を手て酷ひどく裏切った城島晶のことを、まだ──。

「きみ、自分の置かれてる状況をわかってないんじゃないの」

　自然、低い声が出た。

「あいつはもう負けてるんだよ。負けて、きみを僕に奪われたんだ。それに……きみがいないと、あいつは完全に無力なんだよ。何の力も持たないただの固定剤リターダなんだよ。僕が知らないとでも思った？　嘘うそを言っちゃいけないよ、城島さん。無力なあいつが、力を持った僕に……世界を手に入れた僕に、勝てる訳わけがないじゃないか」

「上うえ野のくん、嘘を吐ついているのはあなたです」

「なん……だって？」

「まずひとつ。マスターが……いえ、私たちが敗北したのは無限回廊エターナル・アイドルにであって、あなたにではありません。それからふたつめ、私は今もこれから先もマスターのものです。あなたに奪われてなどいません。そして三つめ。……マスターは私がいなければ無力になるなど、あり得ない事態ですよ。嘘を吐いていないとしたら、あなたの認にん識しきは間違いだらけです」

　硝しよう子こはあくまで無感情に、淡々と、上野を否定する。

　それは、お前は私には相応ふさわしくないのだと言われているようで、つい昼間、一度はっきりと拒絶された恭一には、どうしようもなく苛いら立だたしかった。

「ただ……」硝子は、尚なおも続ける。

「私が、あの人の足手まといになることはあるかもしれませんが」

　ひとりごとのように。

　だけど恭一には、そう言った硝子の表情が、どこか──憂うれいを帯びているように見えた。

　恭一が今まで見たことのない、それは恐らくは、城島晶のことを想おもっての。

「関係ないよ。負ける訳が……ないんだ」意地のようなものも手伝って、声が上うわ擦ずる。

「そうだ、負ける訳ない。僕はあいつになにひとつとして劣っちゃいない！　城島さんは関係ない、あいつと僕、一対一でやっても僕が勝つ！　それを証明してやるよ……あいつを完かん膚ぷなきまでに、ぐうの音ねも出ないほど粉々に叩たたき潰つぶしてやる！」

　何度か見たことがある、日常を送る城島晶の姿。

　ルックスも凡ぼん庸ようで、飛び抜けたところなどなく、どこをとっても自分の方が優まさっていると思えた。自分の方がきっと頭も回るだろう。

　そうだ──城島硝子は勘違いしているのだ。

　硝子には、あいつよりも自分の方が相応しい。

　自分と硝子が一いつ緒しよにいた方が絵になるし、何より、人形である彼女のことは自分の方がより深く理解でき、より深く愛めでることができる。

　わからせてやろう。そう思った。

　恭きよう一いちは、硝しよう子こへと歩み寄る。硝子は表情を変えない。視し線せんにも感情は込められていない。ふざけるな。もう少し泣き叫び怯おびえろ。主人の一挙手一投足に反応して踊れ。

　お前は、あのクローゼットに仕し舞まった人形なんかではない。本物の生き人形だ。

　だったら生き人形らしく、恭一の所有物らしく在るべきだ。

「……それ以上、近寄らないでください」

　一メートルの距きよ離りまで近付いたところで、硝子が言った。

　関係ない。

　足を止めず更さらに二歩。しゃがみ込み腕を伸ばし、彼女の小さな顔、その顎あごを指で掴つかむ。

　想像していたよりずっと細く、柔らかい感触に恭一は震ふるえた。

　肌は陶とう磁じ器きのように冷たい。この感触を想像して、何度あの人形を撫なでただろう。

　ずっと、子供の頃ころからずっと、人形を抱きたかった。けれどサイズが違うから犯せなかったし、何よりあの人形たちは、そんなふうにできていなかった。

　でも、今やその妄もう想そうは、等身大のサイズで、人間に抱かれるための肉を持って──。

　身体からだの奥から欲望が染しみ出してくる。舐なめるようにその肢し体たいを眺め回す。

　整ととのった顔。滑なめらかな髪。濡ぬれた唇くちびる。柔らかそうな胸。白い腕。ボロボロになったパジャマは、破れた布地の下からところどころ生身の肌を覗のぞかせている。心しん臓ぞうの上辺あたりの穴、その下にあるのは柔らかそうな膨ふくらみ。位置を変えれば胸の先も見えそうだった。

「そうだ……そうだよ」あいつと自分、どちらがより心地ここちいいか、わからせてやる。

　強引に頬ほおを掴み、唇を奪おうとした。いつも人形にそうしていたように。

　だが硝子は抵抗する。咄とつ嗟さに顔と顔の間に縛しばられた両腕を割り込ませ、逃のがれようと顔を背そむけ、身体を捩よじろうとした。まあいい。何も唇から先に犯す必要はない。それは人間と人間の場合のセオリーだ。押し倒し、パジャマの裾すそから手を入れた。

　頭の中が真っ白に染そまる。掌てのひらに触れる腹部の感触に背筋が粟あわ立だった。

　このまま胸を掴み脚の間を蹂じゆう躙りんし、本能のままに振ふる舞まおう、そう決める。

　だけど──柔らかな胸に、恭一が指を這はわせようとした、その時。




「……触るな、下郎」




「……え」

　鼓膜を揺ゆらした唐とう突とつな響ひびきに、身体が止まる。

　誰だれが言ったのだろうと思った。

　その口く調ちようが、恭一の知っている目の前の少女と一致しない。

「どきなさい」しかし。

　今度は、はっきりと──耳みみ許もとで聞こえた。

　思考が停止し、力が緩ゆるむ。その隙すきを突いて硝しよう子こが腕の中から逃のがれていく。

　それを呆ぼう然ぜんと見逃した恭きよう一いちに、普ふ段だんとまったく違う声が、三み度たび飛び込んできた。

「汚い手で私に触れるな……上うえ野の恭一」

　硝子は、立っていた。

　両腕を縛しばられたまま、それでも毅き然ぜんとして、まったくの無表情で恭一を見下ろしている。

　彼女の口が、動く。

「あなたのような下げ賤せんな世界ごときがこの私に触れようとするなど、千年を経へてもまだ早い」

　それは威い厳げんのある女王のようだった。

　そして同時に、感情のない機き械かいのようでもある。

「身の程を知りなさい、矮わい小しような世界。私を誰だれだと思っている？」

　人格が変わったとしか思えないほどに、高圧的な言葉遣づかい。

　顔に変化はないのに、それは今までと明らかに違う。

　──世界すべてを見下しているような、そんな言葉。

　まるで世界すべてを手中に収めているかのような、そんな──。

「私の名前を知っているか……『悲ラしグきド玩ー具ル』」

「きじま……さん？」

「『全一オール・イン・ワン』だ」瞬まばたきもせずに硝子は言った。

「私は世界を殺すための世界。創世の神であり終末の獣けもの、開幕と閉幕の黒くろ子こ。全と死ぬべき一であり、一より生まれ来る全……それが私。故ゆえに私の全存在は……私が定めた、ただひとりの主人マスターである彼の許もとでのみ、彼のためにこそ成立する」

　恭一の背へ、炎と氷が同時に差し込まれた。

「私を傅かしずかせることができるのは彼ひとり。彼を惑まどわすことができるのも私ひとり。私の自じ我がとそれに伴う枝葉の全すべては彼たる一のためにこそ存在する……故に私は、あなたのような塵じん芥かいの如ごときに使用されることなど、自みずからに許していない」

　それは、目の前にいる背の低い少女の言葉などではない。

　もっと大きな、巨大な、そして虚うつろな──とてつもなく恐ろしい、世界そのものの声だ。

「……何より、私は私の身体からだであるこの彼女を……あなたのような汚らしい存在に委ゆだねるつもりもない。これは私が唯ゆい一いつ認めた、あの世界でのただひとりの友人の身体。それを腕に抱いていいのは私が認めた彼ただひとり。この身体を思うようにできるのは、あの人だけ」

　恭一の足が震ふるえた。

　今まで心の裡うちに潜ひそんでいた、本当の自分が反応し、起きあがってくる。

　反抗しない人形だけを愛めで、自分に都つ合ごうのいい対象にしか愛を注そそげない自分。拒絶や拒否をされると途と端たんにどうしていいかわからなくなってしまう自分。

　そんな、本来の上野恭一が、城島硝子の毅き然ぜんとした態度に、身を竦すくませる。




　衝しよう動どうは掻かき消えていた。

　冗じよう談だんではない、とさえ思う。

　こんな、自分に御ぎよせないものを抱くことなんて、できない。

「理解したのなら下がりなさい……これ以上、あなたの下げ卑びた趣しゆ味みに付き合うような時間もなければ意味もない。私は私の主あるじの許もとへ帰ります。こんなことをしている暇ひまなどない。私は彼に謝あやまらなければならない。私の失態を雪すすぎ、もう一度あの人に仕えなければならないのです」

　厳おごそかな声。

　硝しよう子こは両腕を縛しばられたまま、ぼろぼろの服で、出口に向かって毅き然ぜんと歩き始める。

　まるで──王冠を戴いただいた奴ど隷れいのように。

　恭きよう一いちの身体からだは動かない。

　恐こわかった。どうしようもなく恐かった。

　そこにいるのは、恭一の人形ではなかった。

　ましてや、隣となりの席の可愛かわいい女の子でもない。

　化ばけ物だ。

　怖おず怖おずと、傍かたわらを過ぎていった硝子の後ろ姿を仰あおぎ見た。堂々と、縛られていることを苦にもしない背中。姿だけを見れば、まるで人形のような娘こなのに、中身は……。

　しかし恭一はそこで、自身の思考の矛盾に気付く。

　──中身？

　おかしい、と思う。

　歩いていく後ろ姿。人形のような後ろ姿。

　人形だ。彼女は人形であり、だからあいつから奪い取って、自分のものにすればいいのだと、そう決めたのではなかったか？

　よく考えろ。

　自分はどうして、城き島じま硝子のことを好きになった？

　それは、人形みたいに綺き麗れいだったから。

　だったら、何な故ぜ自分は人形が好きになった？

　初めて好きになった女の子の家にあったビスクドールたち。彼女たちがとても綺麗で、心を奪われたから。だからそれ以来──いや──違う。

　思い出した。もっと深い部分のこと。

　初恋のあの少女は、とても我わが儘ままだった。対してあの人形たちは、黙だまったまま、何ひとつ文句など言わず、じっと棚の上で微ほほ笑えんでいて、だから。

　その精神性。

　中学生の頃ころ、自分に告白してきた女の子と付き合ってみたことがある。だけどすぐにうんざりした。私はどこそこに行きたい、私は何が好きで何が嫌い。私は、私は、私は。そんなふうに自分を主張し、恭きよう一いちの気持ちなどまったく考えなかったからだ。人形の方が遥はるかにマシだと思い、受じゆ験けんを機きに適当な理由をつけて別れた。

　でも、そうではなかったのだ。

『人形の方が遥かにマシ』なんじゃない。

　自分は、従順で決して逆らわない、人形の精神性をこそ、愛していたのだ──。

「そう、だよ」恭一は気付いた。いや──思い出した。

　容姿の美しさだけで言うなら、さっき戦った舞まい鶴づる蜜みつも、城き島じま硝しよう子こに決して引けを取るものではない。だけど恭一は彼女に対してまったく情欲の欠片かけらも抱かなかった。それは何な故ぜか。

　それは、怒りに顔を歪ゆがませる舞鶴蜜の表情が、とても醜みにくかったから。

　舞鶴蜜に限った話ではない。

　笑った顔も。泣き顔も。

　女の子の表情と、それに内在する感情。

　それは恭一にとって、どうしようもなく醜いもので──。

「そう……そうなんだ」何かが繋つながった気がする。

　本当に手に入れたかったものは何か。

　それは決して、自分の意志で、恭一を拒絶する城島硝子ではない。

　勝手に動く脚も、くだらないことを喋しやべる口も、自分を睨にらみ付ける瞳ひとみも、すべて必要ない。

　人形には、まったく、必要ない。そして自分の欲しているのは、そんな人形だ。

　硝子が扉とびらに手を掛けた。

　だから恭一は、その背中に向けて命令する。

「……待てよ」

　彼女は立ち止まる。振り返り、こちらを睨み付ける。

　反射的に足が竦すくんだ。だが、関係ない。もう大丈夫だ。

　その瞳に見える意志を消すべく、恭一は一歩を踏み出した。

「そうだ……僕にはもう、その力が……あるんだ」




　　　　‡




　実際意い識しきを失っていたのだろうけれど、眠っていたという感覚はまったくなかった。

　眠りに落ちる寸前と同じように頭は相変わらず重く、少し首をあげてみると鼻の奥で微かすかに血の匂においがした。脳に損傷でもあるのかとぼんやりと思うが、もしそうならこうして目覚めることはない。血に混じって薬品の匂いもした。保ほ健けん室しつだろう。里り緒おは僕を佐さ伯えきネアのところへ連れて行ってくれたらしい。……だとしたら、脳に異常があるかどうかは彼女が知っている。だから、問題はない、そう判断した。

　しかし、それにしても──。

「だから……ね、お願ねがい。あと一回でいいのそうしたら満足するから」

「しつこいわねっ！　厭いやだって言ってんのよこの異常性欲者！」

「……そんな……酷ひどいわ蜜みつさん。私のこの衝しよう動どうは性欲なんて下品なものではないわ」

「じゃあ何だっていうのよ……」

「愛よ」

「もっと悪いわよ！」

「はは、いいじゃないか。触らせてあげれば。感触ないんだろ？」

「あんたは黙だまってなさい殊こと子こ！　……もう、近寄るなっ」

「ネア、蜜が嫌いやがってるよ？　触りたいんなら、里り緒おの脚触ってもいいけど」

「ああごめんなさい里緒さん。確たしかに里緒さんの脚は血の詰まった皮袋にしてはすりすりしたくなるほど愛らしいわ。でも私は我慢できないの。この傷口を見たら歯止めが……」

「だから寄るなって言ってんでしょう!?」

　それにしても──何だ？　この騒さわぎは。

　僕はゆっくりと目を開け身体からだを起こし、騒ぎ立てている彼女らに視し線せんを向けた。

「何やってんだ……お前ら」

「あ！」

「お」

「……あ……」

「あ」

　同時、四人の動きが一斉に止まる。

　ベッドに座り、抱きつこうとしている佐さ伯えきネアを必死で突き放そうとしている舞まい鶴づる蜜。

　腕を組んでそれを見ている速はや見み殊子と、殊子の背に掴つかまってにこにこしている柿かき原はる里緒。

「……勢せい揃ぞろい、か。大おお仰ぎようだな」ぼんやりとした頭で、僕はそう呟つぶやいた。

「おはよう、晶あきら。……よく眠れた？」里緒が嬉うれしそうな視線を向けてくる。

「どうやら無事みたいだね」苦笑しつつも溜ため息いきを吐ついたのは殊子。

「あら起きたのね晶さん……そのまま死体になってれば硫りゆう酸さんをかけてから灰と混ぜて校舎裏に埋めてあげたのに……残念だわ……」佐伯ネアは相変わらず破は綻たんした言動だ。

「あんたね……起きるの遅いのよ……」舞鶴蜜は何な故ぜか、恨うらめしげな視線で睨む。

　正直、訳わけがわからなかった。

　いったいどういうことだ、これは。

　里緒はわかるけれど、殊子や蜜までもここにいるのは何故だ？

　軽く混乱する僕に、里緒がとてとてと寄ってくる。僕の寝ているベッドに飛び乗り、ちょこんと腰掛け、満まん面めんの笑え顔がおで言った。

「安心して。晶あきらの頭、大丈夫みたいだよ」

「あはは、里り緒お、それって晶クンの脳の具合がよろしくないってふうに聞こえるよ」

「え？　何言ってるの殊こと子こ。晶の脳の具合はよろしいよ？」

「うふふふ……確たしかめてみましょうか。切り開いて取り出すの。きっと灰はい色いろの素す敵てきな夢が散らかるわ。爆ばく竹ちくを詰めて火を点つけてみれば面おも白しろそうね……」

　里緒と殊子と佐さ伯えき先生。三者三様の科白せりふはもうまったく訳わけがわからない。

　この致命的なまでの噛かみ合わなさに、僕は既き視し感かんを覚え、直後、思い出す。
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　そうか。宴会か。

　まさか、再びこんな事態になるとは思わなかった。

「おい舞まい鶴づる……どうなってんだ」

　仕方なく、僕の隣となりのベッドに腰掛けて不ふ機き嫌げんそうな顔をしている舞鶴蜜みつへ問う。

　彼女は盛大な溜ため息いきをひとつ吐ついた。

「……正直、あんたが一番まともに見えてくるわ」

「まったく不本意だけど同感だ。で……どうなってる」

「今日きようの日付はわかるかな？　晶クン」そんな僕へ、試すように尋きいてきたのは殊子。

「お前たちを見てればわかるさ」

　この能天気な騒さわぎ。恐らくはまだ、僕が気を失ってからそれほどの時間は経たっていない。

「へえ。冴さえてるね」殊こと子こが不敵に笑った。

「……残念ながら脳に異常はなかったし、骨にひびも入っていないわ」

　佐さ伯えき先生が付け足す。枕まくら詞ことばがいつも通りだが、取とり敢あえずは無事だと思っていいようだ。

　彼女の虚軸キヤストはその力の性質上、生命が壊こわれているかそうでないかをひと目で見抜くことができる。些さ細さいな病気も見み逃のがさないため、その辺の医者よりもよほど信用できる存在だ。

「ま、とにかく……事情を説明しとこうか。けっこう大変なことになってるから」

　殊子のひと言で保ほ健けん室しつが静かになる。

　全員が真剣な顔に戻り、僅わずかな緊きん張ちようが満ちた。

　──まったく。

　こういう切り替えの早いところは、いかにも境きよう界かい線せん上をうろうろしている欠落人間らしい。

「頼む」僕は頷うなずいた。

　殊子がゆっくりと口を開き、説明が始まる。




「……と、いう訳わけだ」そして僅かに二分後。

　要点だけを簡かん潔けつに述べていく彼女の話は終わり、僕は無言で視線を落とした。

　僕の家に直接来た、無限回廊エターナル・アイドル。

　それと同時に、舞まい鶴づるの前に現れた上うえ野の恭きよう一いち。

　直なお川かわ君きみ子こを連れ去った別べつ保ぽ透とおると、それに接触しようとしていたらしい無限回廊エターナル・アイドル。

　どうやら僕が思っていた以上に、事態は錯さく綜そうしているらしい。

「一応、学校の周りはできるだけ捜さがしたの」

　説明の終了に合わせるようにして、里り緒おが言った。

「でもダメ。見付かんなかったの」

「挾はさ間ま市し外がいに隠かくれてるかもしれない。さすがにこの短時間じゃ玖く珠す市しまでは無理だった」

　殊子と里緒は僕が眠っている間、硝しよう子こと君子の行方ゆくえを追ってくれていた。

　舞鶴が目覚めたという連絡と同時に戻ってきたそうだが──確たしかに、ここから離はなれた場所に身を隠していたのなら、たとえ里緒でも捜そう索さくに時間はかかる。夜中とは言え際限なく小こ町まちを増殖させる訳にもいかないし、疲労もあるから仕方ない。

「ま、晶あきらクンが起きたからよしとしよう」

「そう……だな」

　よって手掛かりは、僕頼みになっていた。

　硝子と僕との間に張られているダイレクトリンクだ。

　これは硝子と僕、どちらかが意い識しきを失っていない限り繋つながりは断たたれない。硝子の場合だけを言うならば、人間の身体からだが眠っていても機き械かいの本体が起動していればそれでいい。

　もちろん離れ過ぎていると会話までは不可能なのだが、現在、存在の居場所は確かく定ていできる。

　場所は挾はさ間ま港近く。恐らくは貸し倉庫か何かに閉じ込められているのだろう。

「手はひとつしかない、か」

「そうだね。まずは晶あきらクンが、硝しよう子こを取り返さなきゃ」

　上うえ野の恭きよう一いちをどうにかしなければ、舞まい鶴づる蜜みつが動けない。まぁ正直なところ、舞鶴はこのままの方が社会的に損害が出ずに済んでいいのかもしれないけれど、

「……何よその眼は」

「いや、別に」そういう訳わけにもいかないだろう。

　ただ──硝子は無事なのか、それが気になった。

　もちろん、本体は無事だ。僕とのダイレクトリンクは切れていないし、何より僕は固定剤リターダのままなのだからこれは確かく認にんするまでもなくわかる。

　しかし、だからと言って、硝子の身体が無事とは限らない。

　数日前僕らの後を尾つけていたことといい、海へ誘さそったという件といい、上野恭一はどうも、硝子を異性として欲しがっていたらしい。彼の性格は知らないが──強引な手段にでも出ていたら、取り返しのつかないことになっているかもしれないのだ。

　僕はそれを想像して、身体の芯しんから悪お寒かんを覚えた。

　硝子のことをそういうふうに見ているとかではなく、ただ──果てしなく気分が悪い。あいつが不幸な目に遭あうのは絶対に許容できない。

「……急がなきゃな」僕は、ベッドから降りた。

「すぐに出掛けよう。面子メンツは……」

「私が行くよ」見回すと、真っ先に殊こと子こが名乗りを上げた。

「たぶん必要になるかもしれない、だろ？」

「そうだな」

　殊子の『目ハ覚ラまハしラ時計』。舞鶴が見たという上野の力を鑑かんがみるに、適任だ。

「里り緒おはどうすればいいの？」

「残っててくれないか」窺うかがうように問うた里緒に、僕は言う。

「舞鶴が動けない。それを狙ねらってあいつが打って出てくる可能性だってある……頼めるか」

「うん、わかった。じゃあ、蜜は安心して眠ってていいよ。里緒が守ってあげるから」

「ふん。別に里緒なんかに守られなくったって構いやしないけどね、私は」舞鶴は毒づくが、ちゃんと里緒のことを代名詞ではなく名前で呼んでいる辺あたり、感かん謝しやしているらしい。

「じゃあ決まりだ。……港まではどうする？」

「うふふ。仕方ないわね……私が送っていくわ」佐さ伯えきネアがぼそりと呟つぶやいた。

　彼女は車を持っている。こういう時大人おとながいると助かる。

「……げ」

「……？　どうした殊子」

「あ、いや」一いつ瞬しゆんだけ変な顔をした殊こと子こは、何でもない、と首を振る。

　……なんだ？

　まあいいか。すぐにでも行動を始めよう。

　僕は背伸びしてから気合いを入れ、全員を促した。

「ねえ……晶あきら」その時だった。

「話があるの」

　里り緒おが、歩き出そうとした僕の服の裾すそを掴つかみ、その行動を止めたのだ。

「何だ？　今じゃなきゃ駄だ目めな用事なのか」

「うん。それとね……悪いんだけど、ネアと殊子と蜜みつ、ちょっといいかな？」

　歯切れの悪い声で三人をそれぞれ一いち瞥べつする。里緒がこういう顔をするのは滅めつ多たにない。

「あー、いいよ。じゃ、保ほ健けん室しつから出る？」

「お願ねがい。ごめんなさい、我わが儘まま言って」

「いーって」殊子が何かを察したように快活に笑えんだ。

「気を付けてね里緒さん。晶さんだって男なの。男はみんなケダモノよ。ふたりきりになったら何をするかわかったものじゃないわ。里緒さんのあまりの愛らしさに前後を失なくして隠かくされていたカニバリズムを剥むき出だしに襲おそい掛かってくるかもしれないから」

　佐さ伯えきが絶望的な表情で里緒に何事かを耳打ちしているが、これはあまり聞きたくないことのような気がするので無視しておこうと思う。

「いい？　脾ひ臓ぞうだけは死守するのよ？　私が里緒さんの脾臓を予約してるんだから。あと……これはできれば眼球と小脳と膵すい臓ぞうと性……」繰くり返すが、無視しておこうと思う。

「ちょっと、何か勝手に話進められてるんだけど……なんで城き島じまと里緒が中に残る訳わけ？　話があるならあんたたちが保健室から出ればいいじゃない」

　と、舞まい鶴づるが珍しく正せい論ろんを言った。

「ああ、すまない舞鶴」

「なによ」

「お前のことを完全に忘れてた」

「……っあんた何様!?　私が動けないのをいいことに好き勝手言って……！」

　喚わめき始める蜜を無視して、僕は殊子を一瞥する。

「頼む、殊子」

「大丈夫だよみっちゃん。私はみっちゃんのこと忘れてないから」

「は？　あんたのことは最初から……って、なに、ちょっと放しなさいよ！」

　殊子は舞鶴の身体からだを、ひょい、と担ぎ上げた。

「大人おとなしくしといてね。動くと落ちちゃうからにゃー」

「ふざけんじゃないわよ殊子！　私に触るな殺すわよ！」

「はいはい。……しっかし心配になるほど軽いな。ちゃんと食べてる？」

「脚がないからに決まってるじゃない！　あんた莫ば迦かなの!?」

　両足を失った少女が人形のように抱えられながら暴あばれているという図はグランギニョルの一幕のようで微妙に判断に困るが、とにかく──殊こと子こと舞まい鶴づる、佐さ伯えき先生の三人が保ほ健けん室しつから出て行き、僕は里り緒おとふたりきりになる。

　扉とびらが閉まったのを見計らって、僕は里緒に向き直った。

「で、どうしたんだ？」

「うん。里緒ね、ちょっと心配になったの」

　里緒は眉まゆをひそめ、上うわ目め遣づかいに僕を見詰める。

「心配？」

「うん」

「何も心配はいらないさ。多少追い詰められたけど、前回とそう変わらない」

　僕は笑ってみせた。

　実際、状況としては悪いが、決して致命的ではない。

「……晶あきら」しかし。

　里緒はゆっくりと、瞼まぶたを閉じた。

　そして顔を俯うつむかせ、一いつ瞬しゆんだけ沈ちん黙もくし。

「このままじゃ晶、負けるよ」言った。

「……え」

「晶は負ける、そう言ったの。里緒がそのくらいわからないとでも思ったの？」

　上げた顔は、笑っていない。

「それとも、晶は自分でもわかっていないのかな？　このまま行ってもどうにもならないってこと。今の晶は、硝しよう子こを取り戻すことなんてできやしないよ」

　それどころか、

「ねえ……ひょっとして、晶は死にたいの？」

　恐ろしいほどの無表情で、僕の方をじっと見る。

　背筋に寒気が走った。

　いつもの里緒ではない。

　これは──この視し線せんは──敵に対するものでも、味方を見るものでもなかった。

　興きよう味みのまったくない対象にだけ里緒が見せる、無関心の表情に、よく似ていた。

　それは、蟻ありを踏み付ける寸前の巨きよ獣じゆうの眼。

　気付きもせず、気付いたとしても足を止めず、そして一秒の後には踏ふみ潰つぶした事実そのものを忘れてしまっているような、そんな……心の底からどうでもいいものを見る時の顔だ。

　里緒は、続ける。

「そんなに死にたいのなら、里り緒おが殺してあげようか？　じわじわと引ひっ掻かき殺されるのがいい？　それとも喉のど笛ぶえを噛かみ切られるのがいい？　里緒はどっちでもいいしどうでもいいよ。面めん倒どうだからあっという間に殺すのがいいかもしれないね」

「里緒、なに、を」

　僕は狼狽うろたえる。いや、違う──怯おびえているのかもしれない。

　そして、そんな僕のことを、まるで風景のように見て。

　里緒は、僕の心しん臓ぞうを抉えぐるような言葉を、口にした。

「晶あきら。……晶は何故、硝子と向き合わないの？」

　──その、鋭するどい刃物に。

　僕の思考が止まる。

「晶は硝しよう子この固定剤リターダなんだよ。そしてそれ以上に、晶の大切な人なんでしょう？　それなのにどうして向き合わないの？　晶はね、無限回廊エターナル・アイドルに負けたんじゃないんだよ。硝子のことを真まっ直すぐに、正直に見なかったから負けたんだよ」

　里緒は容赦をしない。

「それなのに……さっき失敗したのに、もう一度失敗をしに行くの？　卑怯さも狡こう猾かつさもなしに、欺ぎ瞞まんで誤ご魔ま化かしもせずに、取とり繕つくろう度胸も失なくして、晶は何と戦うつもりなの？　それとも……晶自身のことから、硝子のことから……置き去りにして、眼を背そむけて、それで世界を欺あざむけるとでも思っているのかな？　本当に思っているのかな？」

　優やさしさからではない。

　それはたぶん、失望からだ。

「そんな晶、里緒は要いらないよ。だから殺そうと思うの。硝子だってきっと、そんな晶は要らないもの。世界にも必要ないね。だから──消えちゃうのがいいと思うよ」

　言葉に偽いつわりはない。

　里緒の足あし許もとから小こ町まちが飛び、肩に乗る。小町はじっと、赤い瞳ひとみを無む機き質しつに僕へ向けた。

　ああ、と。

　僕は、思った。

　目を覚ました時からずっと、僕は考えるのを放棄していた。

　硝子が僕に隠かくし事をしていたのを知ったこと。

　それに対してあろうことか、怒りを覚えたこと。

　敵を目の前に見境を失なくして、不定量子回路を暴ぼう走そうさせたこと。

　そしてその敵に──無限回廊エターナル・アイドルに、失望されたこと。

　硝子が僕に言えなかったのは当然だ。

　わかっていたのだろう。無限回廊エターナル・アイドルを目にした僕が、どうなってしまうかを。硝子は完全に理解していた。僕を十二分に把は握あくしてくれていた。

　それなのに僕は、何だ？

　無限回廊エターナル・アイドルを見た瞬しゆん間かん、僕の目の前は真まっ赤かに染そまってしまった。まるで火でも放ったかのように、思考も感情も一色に塗ぬり潰つぶされてしまった。

　そんな無様が、硝子の前でどうして許される？

　他ほかの何者でもない僕を選えらんでくれたあいつの前で、どうして──。

　僕は、履はき違えていたのだ。

　あんな──怒りで熱あつくなるような、そんなみっともない火は、僕の燃もやすべき焔ほのおではない。

　少なくとも、硝しよう子この前で見せていいようなものでは、決して。

　確たしかに、無限回廊エターナル・アイドルへの憎しみは僕にとって焔となる。

　消えた両親と、自分の無力さ。壊こわれてしまった日常。それは。

　だけど、それは決して、始まりなんかじゃない。

　本当の始まりは、六年前。

　襤ぼ褸ろを着た女の子が、ノイズ混じりで僕の目の前に、苦しそうに現れた時──。

　彼女を助けてやりたいと思った。どうにかしなければと思った。

　だったら、僕の焔は。

　僕が燃やすべき焔で、彼女を焦こがしていいはずがない。

「……わかったよ、里り緒お」

「何がわかったって言うの？　……どうせ死ぬのに」

「黙れ」

　僕は、里緒の言葉に嘯うそぶいた。

　自分の視し線せんを鋭するどくする。気け配はいを冷れい徹てつにする。殺さつ気きを作り、発散させる。

「僕を殺す？　……冗じよう談だんを言うな。里緒程度に僕が殺されるとでも思ったか？」

　燃やすべき火。

　それは周囲に見境なく引火するような、無ぶ様ざまなものであってはいけない。

「あまり調子に乗るなよ……柿原里緒」

　故ゆえに、焼くべるべきは偽にせ物ものの燃ねん料りよう。

　架空の燃料イミテーシヨンを投下し、虚ろな空想イマジネーシヨンの中でだけ燃え上がらせ、

　その熱ねつのない焔で、実のない世界だけを灼やき尽くす。

　秘めた本心はあの娘こに預け、偽いつわりの感情ですべてを操あやつり、計算尽くで世界を騙だます。

　それが──僕だ。

　あいつと邂かい逅こうした？　それがどうしたっていうんだ。

　そんなもので、そんなくだらないことで自分を見失うなんて、とんでもない醜しゆう態たいだ。

　どうしようもない怒りを覚えたのなら、それを押し殺して嗤わらえ。

　悲しみも喜びもすべてを覆おおい隠かくし、相手を圧倒しろ。

　それができなかったから、僕は失敗した。

　そうしなかったから、僕は硝しよう子こを奪われたのだ。

　僕はだから、僕らしく、里り緒おに向かって吐き捨てる。

「かかって来いよ。逆に殺してやる。硝子の力を借りるまでもない。完かん膚ぷなきまでに、どこまでも細切れに、この世の果てのように……喰くらい尽くしてやるよ、柿かき原はる里り緒お」

　里緒は動かない。

　僕は嗤わらう。

　そうだ。来るならば来ればいい。僕の世界を妨げるものはすべて敵だ。そして僕にとっての世界には、六年前のあの時から、もうたったひとりの少女が居座っている。

　あの痩やせた矮わい躯くの、僕のことを何から何まで理解している娘が。

　里緒が僕を殺すと言うのなら、硝子を助けに行くのを邪じや魔まするのなら、それが里緒であろうと関係ない。僕は里緒の世界ごと、里緒を殺し尽くしてやる。そして里緒が消えたことで開いた世界の奈な落らくを、何でもないように埋め尽くしてやる。

　もはや日常を失ってしまった僕。その世界にある本物リアルは硝子だけなのだから。

　そう言いきるしかないほどに、僕は自分の存在を彼女に委ねてしまっているのだから。

「どうした。……来ないのか？」

　冷笑で睨にらみ付ける僕の眼を見ていた里緒は、やがて静かに、再び瞼まぶたを閉じた。

　気け配はいが収束していく。里緒の表情が徐々に戻っていく。

　僕はだから、

「だったら里緒。……何も心配しなくていい」

　まるで、母親のように。詭き弁べんに満ちた、優やさしい言葉で──笑った。

「里緒が敵でないんなら……僕は里緒を、僕の中に受け入れるよ」

　瞬しゆん間かん。

「う……う」里緒が顔をしかめ、眉まゆを寄せる。

「あ、……う、う」喉のどからは言葉にならない声が洩もれ、やがて。

　その両目から、大粒の涙が溢あふれ始める。

　里緒は──僕の親友は──僕にしがみ付き。

「う……ひっく、う、わ、あ……」誰だれにも憚はばからず、大声で泣き始めた。

「……ごめんな」僕は里緒の肩を抱き、胸に押さえる。

「う、ひっく、あ、きらぁ……里緒、恐こわかったん、だからね……あきらが、倒れちゃって、死ぬかと思って。とても恐かった、ん、だからね……！」

　泣きじゃくりながら、途と切ぎれ途と切ぎれに僕へ恨うらみ言を発する里緒。

「ごめんな。心配かけたな。……もう大丈夫だ」

「うん。うん……よかった。よかったよぅ……晶あきら、戻ってきた。ちゃんと目、覚ました……」

　里り緒おにとってたぶん、僕はさっきまで──倒れたままだったのだ。

　落ち込み、自分を見失ってしまった僕など僕ではない。何な故ぜなら里緒が他者を認にん識しきするのは、姿や声なんかではないのだから。

　里緒が認識するのは、僕の持つ自じ己この貌かたち。

　それを見て、それで判断し、それによって──僕を好きでいてくれるのだから。

　里緒が落ち着いてきた。だから引ひき離はなし、泣なき腫はらした目を覗のぞき込む。

「行ってくるよ。舞まい鶴づるを……頼む」

　少しまだしゃくりあげながら、それでもいつもの、満まん面めんの笑えみを浮かべて里緒は応こたえた。

「うん。行ってらっしゃい、晶あきら」




　泣なき止やんだ里緒と、殊こと子このせいで異常に機き嫌げんが悪くなった舞鶴を残し、僕らは校舎を出た。

　目的地はここから車で二十分ほどの場所にある港。学校からでは大おお雑ざつ把ぱな位置しか掴つかめないが、近くに行けば認識はより正せい確かくになるから、それは問題ない。

　僕と殊子は、佐さ伯えきネアに連れられて、職しよく員いん用ようの駐ちゆう車しや場じようへと向かう。

「これよ。さあ、乗って」駐車場に一台だけ、ぽつりと停とまった２ドア。

　彼女はどんな車を使っているのだろうと思っていたら、意外なことにフランス車だった。ライオンのエンブレムは確たしか青あおのカラーで有名だったはずだが、これは銀ぎん色いろ。

「晶さん、殊子さん……オープンにもできるけどどうする？」しかもカブリオレらしい。

　珍しく自慢げな佐伯先生の態度に、僕は苦笑した。

「今から乗り込んでいくってのに、オープンで走っても仕方ないだろ」

「うふふふふ。まあ開けてくれって言っても絶対開けないけど……買ってこの方一度もオープンにしたことはないの。だって外気と繋つながってるのよ？　そんな車に乗ってたら走行中に車から飛び降り自殺しちゃいそうになるわ。うふ、うふふ……」

「……じゃあなんでカブリオレ買ったんですか」

　僕のつっこみには答えず、佐伯先生はリモコンでキーを開けた。

「殊子、助手席に乗っていい」僕は殊子を促す。すると、

「……ダメよ晶さん」

「え？」

「くすくす。よく見て……助手席はね、ステファニー専用なのよ」

　佐伯先生に言われて、ウィンドウから助手席を覗き込む。

　……腕のもがれた熊くまのぬいぐるみが、鎮ちん座ざしていた。

　しかも顔と腹部に包帯を巻いている。ところどころに散らされた赤インクは、どうも血が染しみ出ているのを表現しているらしい。

「里緒からのプレゼントらしいよ」ぼそりと殊子が呟つぶやいた。

「そうか。……いや、わかった」

　わかりたくないが、深く立ち入るのはもっと厭いやだ。

「くすくす。ステファニーはね、生まれてすぐに両親をハンターに撃うち殺され、自分も重傷を負ったの。だから私が保ほ護ごしてこうやって飼ってあげてるって訳わけ。でも実はハンターに撃ち込まれた弾丸は脳にまで達していたの。あと数カ月もすれば狂った殺人熊として成長し、まずは介抱した私を惨ざん殺さつしてから街へと繰くり出し、次々と人間どもを……くすくすくすくす」

　とか思っていたら尋ききもしないのに語り出す佐さ伯えき先生。

「なんだその設定は。勘弁してくれ……」

　助手席の座席を倒し、ふたりで後部へ乗り込む。ちょっと手て狭ぜまだが仕方ない。

「まずは港まで行けばいいのね……？」

「頼みます」僕の返事と同時、エンジンがかかった。

　車が動き出す。バックで駐ちゆう車しや場じようを出て、ゆっくりと走り始める。

　学校の敷しき地ちを出たところで、佐伯先生がぼそりと言った。

「……晶あきらさん、殊こと子こさん……音楽をかけてもいいかしら」

「どうぞ」僕はあまり何も考えずに答える。と、

　何な故ぜか隣となりの殊子が──びくん、と大きく身体からだを震ふるわせた。

「お、音楽……!?」

「どうしたんだ？」そう言えば、こいつ──保ほ健けん室しつを出た辺あたりから、どうも様よう子すが変だ。

「あの、できれば、ちょっとそれは……」

「何だよ、音楽くらいどうでもいいじゃないか別に」

　妙に渋る殊子に僕は何気なく言った。

　次の瞬しゆん間かん、殊子は僕の腕を引っ張ると、耳みみ許もとに口を近付ける。

「晶クン！　きみ、……ひょっとして佐伯先生の車に乗ったことないの!?」

　囁ささやきながらも、声は異様に緊きん迫ぱくしていた。

「……ないけど、どうかしたのか？　っていうか殊子、お前さっきから変だぞ」

「うふふふふふありがとう晶さん。じゃ、流させてもらうわ」

「あ、ちょっと待って佐伯せんせ……」

　殊子の制止を待たず、運転席の指がオーディオのスイッチを入れた。

　瞬間。

　──スピーカーから。

『ひいいいいいいいい！　うが、ああ、あ、あ、あ、あ、あ、あ……があああ！』

『助けて！　助けてくれ！　お願ねがい、お願いダアああ！』

『厭ぁっ！　やだ、やだ、やだあああ！』

『死ぬのはイヤ、死ぬのはイヤ、死ぬのはイヤ、死ぬのはイヤ、死ぬのはイヤああああ！』

『Oh, Nooooo!　Ooooooooooo!』

『Kill!　Kill that fuckin' bitch……Uahhhhhh!?』

「お……おい、何だこれ!?」

　突如として重低音で流れ出したのは、痛々しい悲鳴の多重奏だった。

　背はい後ごに流れる銃声やらぶつ切れのメロディやら訳わけのわからない音とともに、男や女や子供や老人の絶叫が次々と入れ替わり立ち替わりする。

　察するに、何かのドラマや映画から抜き出した断だん末まつ魔まの悲鳴らしい。らしい……けど、

「だから止めたのに……！」殊こと子こが耳を塞ふさぎながら叫んだ。

「だって、お前、これ、音楽って……」

『ひいいい！　イヤです助けて殺さないで勘弁してくださ「ずきゅーん！」ぎゃん！』

　悲鳴は大音量。思わず耳を塞ぐがそれでも悲鳴は聞こえてくる。

　……冗じよう談だんじゃない。忘れていた。

　佐さ伯えきネアは──ちょっと心がアレだということを。

「うふふ……どう？　私が編へん集しゆうしたの。名付けて交こう響きよう曲きよく第九十一番『ひまわり』よ」

　ぼそぼそと呟つぶやく佐伯先生の声だけは何な故ぜか聞こえる。聞きたくないのに聞こえる。
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「なんでそんな爽さわやかなタイトルなんですかっ」

「五分くらいの短い曲だから、着くまでに終わったら次は第三番『はくちょう』を……」

「聞かせなくていい！　佐さ伯えき先生、ちょっと、やっぱり……うわ！」

　ステレオを停止させようと声をかけたその直後、今度は凄すさまじいＧがかかった。

「ちょ、スピード出し過ぎ……」

「この人、音楽かかるとこうなっちゃうんだよ……！」

　僕らの狼ろう狽ばいに佐伯先生は構わない。ただ無言でスピードを上げる。どんな顔をしているのかルームミラーで確かく認にんしようと思ったがその余裕はなかったし、何より恐こわかった。

「だから私は止めたのに！」

「お前がもうちょっとちゃんと言えば僕だって！」

『あ、あ…………あ、……よし、お……父さんはもうダメだ……ぐふっ』

『とうさん、父さん！　目を開けて！　お願ねがいだから起き「がす！」がはっ』

「おい、よしおも死んだぞ!?　もっと頑がん張ばれよよしお！」

「晶あきらクン、錯さく乱らんしてないで、ちょっと……なんとかしなよ！」

「先生、頼むからもう少し安全運転を……ぐえっ」

「きゃっ！」

　一生に一度聞くかどうかというようなやけに女の子らしい殊こと子この悲鳴も、この状況下では笑えない。横向きに重圧が変わり、後こう輪りんの滑る感触。

　車は何な故ぜかワイパーを動かしながら、ウインカーを出さずにドリフトで左折していった。
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　佐さ伯えきネアの暴ぼう走そう運転のお陰で、予定よりも五分ほど早く目的地に着いた。

　だけど悲鳴音楽と法廷速度無視のプレッシャーが災いして、僕と殊こと子こは車が停とまってから三分ほど放心状態で動けず、結局は時間の短たん縮しゆくもあまり意味がない。

　だけど、とにかく──佐伯先生の車は、挾はさ間ま港こうの埠ふ頭とうにある貸し倉庫群、そのひとつを前に、エンジンを切っていた。

「……殊子。もう平気か？」

「うん……まあ」

　耳にはまだ断だん末まつ魔まの絶叫が残っていたものの、ようやく立ち直った僕らは、足取りがふらついていないのを確たしかめながら車を降りる。しかしこれがフィクションの悲鳴でよかった。違法のスナッフムービーとかから録ろく音おんしたリアルな断末魔だったら一生もののトラウマになるところだ。……現実の悲鳴がこっそり混ぜられていないのを祈る。

「……私はどうすればいいのかしら……？」

　運転席に何な故ぜか体育座りで、佐伯先生が僕らへ尋きいた。

「しばらく待っててください」

「いいけど、もし晶あきらさんたちが戻ってこなかったら私はどうすればいいのかしら？　ふふ」

　不吉なことを言う彼女に、僕は苦笑する。

「大丈夫ですよ」

　戻ってこない──つまりそれは、僕と殊子が負けるということ。

「それは絶対にあり得ない。だから待っててください。でも、もしも先生のところに誰だれか敵が襲おそってきたら……」その時は逃げていい、そう言おうとしたが、

「……ええ。あまり気が進まないけど、やることにするわ」

　先生は驚おどろいたことに、ぞっとしない顔で笑えんだ。

「そ、そうですか……」

　佐伯ネア──彼女の力は殺し合いに向いていないが、それは僕が知っている範はん囲いの中での話だ。彼女が虚界渦アンダーゲートを開放したらどんな世界を呼び出すのか、僕は知らない。が、知っている里り緒おはいつか、あまり敵にはしたくないとだけ言っていた。

　だから、まあ、大丈夫だろう。

「じゃ、行ってくるよ、先生」

　殊子の挨あい拶さつに佐伯先生が頷うなずく。僕と殊子は、車に背を向けた。

　目指すは、三十メートルの向こうにある、古ぼけた貸し倉庫。

　ふたり並んで、牙が城じようへと歩く。

　僕は微かすかに逸はやる心を抑えつつ、殊子はどこかのんびりとした歩ほ調ちようで。

「……しかし、アレだね」

「何だ？」

「この前に続いて二度目だ」

　僕と殊こと子こ、ふたりの共同戦せん線せん。殊子はどこか、楽しそうに口にした。

「前回はさ、まあ失敗しちゃったけど……今回は失敗しないといいね」

　それは、世界を斜めに見たような口く調ちようだったが──それでも言葉は本気だった。

　殊子が恋人の姫ひめ島しま姫ひめを失った前回。それが彼女にどんな影えい響きようを与えているのか僕にはわからない。けれど、今回は下へ手たをしたら、僕が殊子と同じ目に遭あうかもしれない。

「それにしても晶あきらクンも大変だね。……いつも周りの人、攫さらわれちゃってさ」

「自業自得だよ」前回は芹せり菜なを。今回は硝しよう子こを。

　両方とも、僕の中ちゆう途と半はん端ぱさが引き起こしたことだ。

　自じ己こ嫌けん悪おはあるが、今はそれをどうこう思っても仕方がない。だから──せめてその失敗を埋め、上うわ辺べだけででも取とり繕つくろう。それすらも成なし遂とげられないのであれば、僕には何の価値もない。里り緒おがさっきわからせてくれた。大事にしなければと思う。

「殊子」僕はふと思い、尋きいた。

「お前……そう言えば、どうして来た？」

　はっきり言ってしまえば、殊子がここに来る義理はない。

　確たしかに無限回廊エターナル・アイドルを切きり離はなせば姫島姫は取り戻せるだろう。だけど、この場所に無限回廊エターナル・アイドルがいるとは限らない。直なお川かわ君きみ子このことを考えると、いる可能性の方が少ないだろう。

　殊子は僕の問いに、失笑を見せた。

「ふふ……晶クン、きみ、またそうやって予防線を張る」

「予防線、だって？」

「私がいなきゃ硝子を取り戻せないかもしれない。晶クンもそれ、わかってるんだろ？　だからそうやって、私の理由を問うて、私に貸しを作らないようにしてる」

「……ふん」

　軽い口調で発せられる分析。世の中に浮遊し、上から眺めているが故ゆえに、殊子はこういった僕の欺ぎ瞞まんをことごとく見抜く。正直なところ、気分はよくない。

　ただ。

　ここに来て戦うことで、殊子は自分の手で姫島姫を取り戻せなくなるかもしれない。その作業を僕らに任せざるを得なくなってしまうかもしれない。

　そういう意味では──信用してくれているのだろうか。

「だから僕はお前が嫌いなんだ」僕は、笑えんだ。

「そう？　私はけっこう好きだけどね、晶クンのこと」

　にか、と殊子もまた、軽けい薄はくに、楽しそうに破顔する。

「ま、こういうさ、敵地に乗り込む！　みたいな大おお仰ぎようなこと、私も嫌いじゃないし……付き合ってやるよ。何かこう、わくわくしない？」

「しないな」

「あらら。とことん気が合わないね」

「まったくだな」

　俯うつむき加減に歩く僕と、両手を頭の後ろで組んでのんびりと歩く殊こと子こ。

　徐々に倉庫の扉とびらが近付いてくる。少し──高揚しているのかもしれない。

「……さて」やがて鉄てつ扉ぴを前に、僕らは立ち止まった。

「決戦、って奴やつかな」

「決戦？　莫ば迦かを言うなよ。……蹂じゆう躙りんだ」

「そうかもね」

　ふたりしてまた薄うすく笑う。殊子が引き口へ手を掛けた。次いで僕も。

　そして、視し線せんも合わせないままに、

「じゃ、意見が食い違ったままで行きますか。……『全一オール・イン・ワン』」

「そうだな。……せいぜい足を引っ張るな……『目ハ覚ラまハしラ時計』」

　重い扉を力の限りに引っ張り、鉄の軋きしむ音が、中の空間に反はん響きようして外へ洩もれた。




　倉庫の中は、明るかった。

　天てん井じように取り付けられた灯あかりが、無む機き質しつな空間を薄く照らしている。コンクリートの床ゆかと、鉄筋の天井。あちこちに積つまれた段ボールは誰だれの所有物なのか。港の潮しお風かぜに当たって古ぼけた外がい観かんとは裏腹に、中は比較的新しく見えた。

　窓がないためか、それとも空くう調ちよう設備でもあるのか。夏の熱ねつ気きも籠こもっていない。埃ほこりっぽく涼しい、それでもやや湿った空気が、僕の肺へと吸い込まれる。

　そして──、

「こんばんは。頭はもう痛んでないですか？」

　倉庫の奥でクリーム色のボール箱ばこに腰掛けた、背の低い中性的な少年、上うえ野の恭きよう一いち。

　彼が、僕と殊子を、余裕の表情で出迎える。

「ええと、そっちのあなたは……速はや見み殊子さん？」

「そうだよ。初めまして」上野に応こたえる声と態度はいつも通りの殊子。

　それを横目に、僕は倉庫の中を見渡す。

　硝しよう子この姿は、ない。

　さすがに近付き過ぎるとリンクが強過ぎて具体的な場所までは特定できないから、部屋のどこにいるのかはわからない。ダイレクトリンクは本来、相手の位置を捜さがすためのものではないからだ。しかし、それでも──この建物の中にいるのは、間違いなかった。

　右手には扉が幾いくつかある。トイレか浴室か、その類たぐいの小部屋だろう。

　その中に閉じ込められでもしているのか、と、僕は見当を付けた。

「……まさか、あなたまで来るとは思いませんでしたよ『目ハ覚ラまハしラ時計』」

　硝しよう子このいない、無力な僕のことは眼中になどないのか。上うえ野のは殊こと子こを注視している。
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「あなたはてっきり、あの人のところに行ってるのかと思ったのに」

『あの人』──つまりは無限回廊エターナル・アイドルのことか。

「そっか、きみ、姫ひめのことも聞いてるんだ」

「はい。恋人だったんでしょう？　だったら助けに行かなくちゃいけないんじゃないですか？　それとも……もう姫ひめ島しま姫なんて、どうだっていいのかな」

「きみだって元クラスメイトじゃないか」

「そもそも覚えていないし、何より僕にとってあの人は姫島姫じゃない。無限回廊エターナル・アイドルです」

　上野と殊子。ふたりとも、顔は笑っているし気け配はいも柔らかい。だが──何かの弾はずみで一気に爆ばく発はつしそうなものを、互いに抱えていた。

　僕は知っている。これは、虚軸キヤストを抱え込んだことによる、非日常の気配だ。

「……御ご託たくはいい」僕は吐き捨てた。

　これ以上、このくだらない空気に構っていたくはない。その程度に僕の気は急せいている。

「さっさと硝子を返せ、上野恭きよう一いち。今なら殺すだけで許してやるよ」

「おや。まだいたんですか？　城き島じま晶あきら先せん輩ぱい」

　しかしそんな僕に、上野は睥へい睨げいの視し線せんを向けた。

「あなた、そもそも、何でわざわざ来たの？　今のあなたには武器がない、ただの使えない、何の力も持たない固定剤リターダだっていうのに」

「僕の持ち物を取り返しに来るのに、どうして誰だれかに任せなきゃならない？」

「速はや見み殊こと子こを連れて来といて言う科白せりふじゃないですね」

「こいつはただの観かん戦せん者しやだよ」片手の親指で殊子を差しながら、僕は言う。

「それと……お前を殺してからの後始末担当だ」

「よく言いますね。ひとりじゃ不安だっただけでしょ？　……それにしても、僕も随ずい分ぶん舐なめられたもんだ。戦力としては、柿かき原はる里り緒おって人の方が上なんでしょう？」

「ま、そうだね。私には直接的な武器なんてないし」

　上うえ野のの挑発に殊子があっけらかんと笑えむ。

　確たしかに──僕の自由にできる純粋戦力として、里緒に優まさる虚軸キヤストはない。知っているところを見ると、上野も無限回廊エターナル・アイドルからいろいろと情報を得ているのだろう。

「それに、無む駄だですよ、速見殊子。あなたの力……相手の心を操あやつる力は、僕には役に立たない。いや……もう間に合わない、って言った方がいいのかな」

「へえ。それ、どういうこと？」

「僕の心を操っても無駄、ってことです」

「ねえ晶あきらクン。……私、ひょっとして馬ば鹿かにされてる？」

「ああ、ひょっとしなくても」

　元々こういう性格だったのか、或あるいは欠落による変化か、それはわからない。しかし上野恭きよう一いちの態度は、絵に描かいたように慇いん懃ぎん無ぶ礼れいだ。その自信は、どこから来るのか。

　舞まい鶴づるの話によれば、上野の虚軸キヤストは、触れたものを玩具おもちやへと変えてしまう力らしい。

　しかしそれだけでは殊子の力を防げるとはとても思えない。だとすると──無限回廊エターナル・アイドルから何か別の虚軸キヤストも与えられている可能性もある。

「……殊子。試してみろ」

　僕は、推測を確かめるために言った。

　が、それと同時、

「ああそうそう……注意しといた方がいいですよ、『目ハ覚ラまハしラ時計』」

　上野が、殊子へ向けて──制止するように、掌てのひらを突き出した。

「僕の心を操るのは自由だけど……僕のことは殺さない方がいい」

「へえ、それ、どういうこと？」

「信じるか信じないかは勝手ですけど……僕が死ぬと、あなた、死にますよ」

　僕は眉まゆをひそめた。

「あの人から、念のために持っておけって言われたんだけど。『悲ラしグきド玩ー具ル』の他ほかにもうひとつ……『化人幻戯ピラミツド・ソング』っていう虚軸キヤストが、僕の中に入ってる」

　上うえ野のは自身の心しん臓ぞうを指差し、笑えむ。

「これ、……僕が殺されると同時、自動的に殺した人間の心臓を止めるんですって。心を操あやつって自殺させても無む駄だですよ？　それって結局、あなたが殺すのと同じことなんだから」

　僕は目を見開く。殊こと子こもまた、微かすかに表情を変える。

　本当か、それとも嘘うそか。

　しかし仮に嘘だとしても、試してみるにはリスクが大きい賭かけだ。そしてもし本当だった場合──殊子だけではない。上野を殺すことそのものが不可能になる。

「……なるほど。考えたな。あいつの入れ知恵か？」

　学校を出る前に舞まい鶴づるが言っていた。あいつ、気は小さいけどあんたみたいに悪知恵が働くからせいぜい気を付けときなさい、と。

　その時は一笑に付したが、どうやら頭が回るのは本当らしい。もっとも、気が小さいという素そ振ぶりは今のこいつからは見られないけれど。

「だから、あなたたちがここに来たのって、実は無む駄だ足あしなんですよ。だって、僕を殺せないんだから。いや……別に自殺覚悟で殺したっていいけどさ」

　相打ちを狙ねらう虚軸キヤスト。だがそれは決定打にはならない。勝ち目がなくなった訳わけではない。

「わかったよ。だったらいいだろう。……大人おとなしく硝しよう子こを返せ。そうすれば……殺さずにはおいてやるよ。ただし、死んだ方がマシだってくらい徹てつ底てい的てきに苦しめるけどな」

　そもそも僕の目的は、こいつを殺すことではない。硝子の奪だつ還かんだ。

『化人幻戯ピラミツド・ソング』とかいう虚軸キヤストの真偽など、極きよく論ろんすればどうだっていい。

「ふん」上野はそれでも、余裕の態度を崩くずさなかった。

「城き島じま晶あきらさん。……あなた、随ずい分ぶんと余裕ですね。そんなことでいいのかな。あなたに勝ち目なんてないんだ。力もない。その上に、大事な人形は人ひと質じちに取られてる。それなのにどうやって僕をそんな目に遭わすっていうんですか。見せてもらいたいもんですよ、そんなに勝てると思ってるんなら。……かかって来なよ。僕を殴りに来てみろよ、ほら！」

　それは、明らかに僕を小こ馬ば鹿かにした、舐なめきった態度だ。

　正直なところ、あまりいい流れではない。会話があっちのペースになっている。

　それを引き戻そう。そう考え、

「……上野恭きよう一いち」低い声で、言った。

「のぼせ上がるのも大たい概がいにしろよ」

　僕は、その言葉とともに──スイッチを、切り替える。

「……え？」

「硝子は、お前程度が扱っていい代しろ物ものじゃない。あいつを攫さらってみて、それすらもわからなかったのか？　そんなことさえも悟れなかったのか？」

　声から感情を消す。いや、心からも。

「だとしたらお前はとんだ間抜けだよ。……あいつは頭の上から足の先まで、髪の毛一本に至るまで、僕の所有物だ。お前の人形なんかじゃない」

「な、にを……」上うえ野のが怯ひるんだ。当然だ。

　そうなるように、威圧しているのだから。

「硝しよう子こは、お前では身分不相応だ。千回生まれ変わってもまだ足りない。いいや……お前では何度生まれ変わろうが永遠に足りないんだ。何な故ぜならあいつは僕のものだから。人のものに勝手に触れようとするなよ、上野恭きよう一いち。……硝子はお前のことなんかまるで眼中にない。僕と手を繋つないで帰ってたのを覗のぞき見してたんだろ？　それなのにまだわからないのか？　海に行こうって誘さそったらしいじゃないか。必死にやってるみたいだったけど……硝子は僕に全部報告してたんだ。つまりお前はその程度、上を飛び回る羽虫程度の迷めい惑わくな存在だったんだ」

　知っている限りの情報でわざと挑発する。幾いくつかは不ふ確かく定ていな情報も混じっていたが、

「な、あ……」

　上野が怒りと恥ち辱じよくに身を強こわ張ばらせる──当たりだったらしい。

「その上今度は、自分に振り向かせる能力がなかったからって、あいつの力を借りて無む理り矢や理り攫さらったって訳わけだ。情なさけないのもいいところだな。余裕の態度だけど、お前は結局ひとりじゃ何もできない。お前が持っている虚軸キヤストだって、ただの借り物だ。あいつに引き出してもらった、あいつに引き出されなければ生まれることもなかった脆ぜい弱じやくな世界だ。そんなものを身に付けて……偉そうに喋しやべってるんじゃない、上野恭一」

　その言葉に。

　上野は案あんの定じよう、激げつ高こうした。

「うるさい……！　うるさい、うるさい、うるさい、うるさい！　何なんだよお前は！　僕を邪じや魔ましやがって！　僕が城き島じまさんを手に入れるのを邪魔しやがって……！　そうだよ……城島さんも城島さんだ。こんな能力のない奴やつにばかり構って、僕のことは相手にしなくって……」

　喚わめき散らしながら立ち上がる。

　握った拳こぶしが震ふるえているのが五メートルの距きよ離りからでも見えた。そして、ひとしきり大声を張り上げ、唇くちびるを咬かみ絞めながら俯うつむき──やがて薄うすら笑いを浮かべ、顔を上げる。

「……そうだよ」

　怒りを通り越して、落ち着きを取り戻したのか。

　昏くらい顔でこっちを睨にらみ付け、唇だけを歪ゆがませ、上野は震える声で嗤わらった。

「よく考えたら、あんたが今いま更さら何を言おうが、負け犬の遠とお吠ぼえにしかならないんだ」

　呟つぶやきながらゆっくりと、一歩を退さがる。

「言ってればいいんですよ。好きなだけ、好きなことを言ってれば。そんなもの……この現実にあっては、何の意味も持たないんだから」

　背はい後ごにあった、さっきまで自分が座っていた段ボールに手を置いた。

「あんたはもう、どうしようもない」

　上うえ野のは嘯うそぶく。

「それを……教えてやるよ」

　言葉と同時。

　段ボールに掛けた手に力を込めると、くつくつと笑いながら──、

「そら！　見てくださいよ城き島じま晶あきら！　これが現実だ！」

　ぞんざいに、それを、ひっくり返す。

　中身が、零こぼれた。




　それは、茶ちやを基き調ちようにした布地。

　花はな柄がらのワンピースだ。

　転げた拍子に、コンクリートとぶつかって、からん、と、袖そでを通した腕が揺ゆれた。

　僕は。

　僕は、それを──凝ぎよう視しする。

「どうだ!?　彼女はもう……僕のものなんだ！」

　上野は勝ち誇ったように叫んだ。

「わかるか!?　あんたの勝ちは絶対にない！　最初からなかったんだよ、城島晶！　あんたの人形は……あんたの武器は、もうこの世のどこにもないんだ！」

　上野は、段ボールから転がり出たそれを、大事そうに抱え上げる。

「僕は気付いたんだ。城島さんは僕の言うことを聞かなかった、その時に。確かく信しんしたんだ。彼女が僕の人形になるには……心が邪じや魔まなんだって」

　自じ己こ陶とう酔すい的てきな態度で、上うわ擦ずった声で。

「そうだ……彼女が、僕の持ってる人形よりも上等になるには、心が余計だったんだ。それに気付いた時、僕はこの世界を、僕の世界を本当の意味で手に入れた！　人形はね、城島晶……主人の言うことを、ただ黙だまって聞いていれば、それで、それだけでいいんだよ！」

　理屈の伴わない確信に満ちた叫び。

　けれど僕はそんな上野よりも、彼の抱えたそれに、心を奪われる。

　僕の見たことがないワンピース。

　だが、それを着ているのは、間違いなく硝しよう子こだ。

　いや──間違いなく、硝子だった。

　上野がうっとりと、その頬ほおを撫なでる。

　それは樹脂粘土にエナメルを塗ぬった、冷ややかな質感。

　次いで、髪を梳すく。繊せん維い製せいのそれは滑なめらかに指へと絡からみ付く。

　つぶらな瞳ひとみは、彼女の名を顕あらわすようなグラスアイ。

　造形は細こまやかで、同時にまるで生きているようだ。

　だけどそこに魂はない。あるとすれば、造形物としての魂だろう。

　そしてその魂は、造形者の魂から、造形者の世界から形作られたもので──。

「どうです、城き島じま晶あきら？　これが僕の世界……『悲ラしグきド玩ー具ル』ですよ」

　恭きよう一いちは、嗤わらった。

　そして、それを抱だき締しめる。

　各関節を球体のジョイントで繋つながれた、その貌かたち──。




　城島硝しよう子こに瓜うり二つな、かつて城島硝子だった、球体関節人形を。




　僕は口を噤つぐむ。

　上うえ野のが抱き締めている人形を見た。

　柔らかだった髪。細やかだった肌。小さな身体からだ。表情の乏しい顔。

　僕が知っていた、僕の知っている硝子。

　その人形は、記き憶おくの中にあるものとよく似ていて、だけど決定的に違ってしまっていた。

　そう──人形だ。

　着せ替えるも抱き締めるも愛あい撫ぶするも所有者の自由。

　一切の反応をしない代わりに、どんなことにでも決して逆らわない、人形。

「もうこの娘こは、あんたのことを口に出したりしない。それでいて、決して僕に逆らわない。つまり城島さんはもう……僕のものなんだ」

　勝ち誇ったように、上野は言った。

「だからあんたは、この娘を再び手に入れることはできない。だってこれは僕のものなんだから。僕に逆らわないってことは、僕のものってことなんだから。だから、だから……だからもう、あなたが力を手にすることはできないんです。もうどうしようもないんですよ！　彼女はもう、『悲ラしグきド玩ー具ル』に取り込まれて、僕の世界の一部になったんだから！」

　大事そうに、コンクリートの地面に、硝子を座らせる上野。背を段ボールに預けさせ、そっと手を離はなす。まるで木の下で眠るアリスのような姿勢で、硝子は腕をだらりと落とした。

　からん、と、人間ではあり得ない音を響ひびかせながら。

「僕の心を操あやつっても無む駄だですよ、速はや見み殊こと子こ。……僕は物質を玩具おもちやにすることはできるけど、玩具にした物質を元に戻すことはできないんだから。何をどう足あ掻がいても、この娘を再び人間に戻すなどできっこないんだ！　……わかります？　城島晶。わかったのなら……取とり敢あえず、動けなくしてあげますよ。まだ殺しはしない。僕はあなたに代わって、城島さんの固定剤リターダになるんだから。身体からだだけじゃない、中身も……僕の人形にするんだから！」

　歩いてくる上野の姿は、僕にはゆっくりと、歪ゆがんで見えた。

　恐らくは『悲ラしグきド玩ー具ル』の力で──僕の身体からだの一部も玩具おもちやへと変え、身動きを取れなくするつもりなのだろう。そうしておいて、無限回廊エターナル・アイドルに『全一オール・イン・ワン』を引ひき剥はがしてもらい、虚軸キヤストとしての硝しよう子この本体も自分のものにするつもりなのだろう。

　上うえ野のの背はい後ごにある人形を、見た。

　生きていない、と上野は言った。

　それは恐らく本当のことだろう。身体の組そ織しきを完全に無む機き物ぶつへと変化させ、精巧な球体関節人形へと変えられてしまったのであれば、心しん臓ぞうは動いていないし脳だって活動を停止させている。いや──そんな器官、もう存在すらしていない。

　それはどう考えても『死』そのものでしかなかった。

　佐さ伯えきネアのアンノウンゆらゆらが唯ゆい一いつ抗あらがえない事象──死。終わり。生命の終しゆう焉えん。

　人形ではない。硝子はもう、死体なのだ。

　完全に。

　徹てつ頭とう徹てつ尾び、どこにも生きている要素のない、死体。僕が死なせた、死体。

　僕は。

　僕はそれを見て──。

　ある程度予想していたこととは言え──。

　正直なところ、かなり堪こたえている自分を、自覚する。

　だが、もういいだろう。

　上野を激げつ高こうさせ、硝子を目の前に出すことには成功した。

　そしてあいつを油ゆ断だんさせることもできた。

　流れは僕にある。ならば今は後こう悔かいしている場合ではない。

　死んでしまった硝子を見て、自分の無力さを自覚するのはあいつの思う壺つぼなのだから。

　僕は、だから──心を殺し、動どう揺ようを消し、狼ろう狽ばいを無感情で上うわ塗ぬりしよう。

　表情なく、細く長く、息を吐き出す。

「どうしたんです？　さあ、何か手を打ってみてくださいよ？」

　余裕の表情。そうか。だったら──手を打ってやろうじゃないか。

　上野の歩みは鈍にぶい。急いでも仕方がないと思っているのか、或あるいは僕が悲しみで動けないとでも思っているのか、それはわからない。

「……殊こと子こ」

　隣となりで佇たたずんでいる長身の少女の名を、無表情で呼ぶ。

「……頼む」

「おっけー」殊子は、百円貸してくれ、と頼まれた時のように、あっけらかんと言った。

「しっかし、アレだね。前回の時と言い……どうして私に似た奴ばっか、襲おそってくるかな」

　前回。

　それは鴛おし野の在あり亜あの世界──対象の心を縛しばって傀かい儡らいにする『夢使いライドライヤー』のことだろう。

　それは確たしかに殊こと子この力と似ていた。

　そして、今回も。

「当たり前だよ」彼女の疲れたような声に、僕は失笑する。

「お前が規格外なんだ、『目ハ覚ラまハしラ時計』。いったいお前、どんなことをしでかしてそんな奈な落らくを抱え込んだ？　大きさは里り緒おに比べればともかくとして、深さは底なしだ」

　速はや見み殊子。『目ハ覚ラまハしラ時計』。

　正直なところ僕は、こいつの──日常に浮遊し、決して干渉しないという性質に、助かっていた。もしも舞まい鶴づるのように敵意しか持たない人間だったなら、世界はもうとうに壊こわれてしまっている、そう言っても決して言い過ぎではない。

「出しゆつ自じや力の方向性はともかくとして……できることとできないことっていうふうに考えたら、お前と似ていない虚軸キヤストなんかどこにもない」

「……ま、それはそれで厄やつ介かいではあるんだけどね」軽けい薄はくに溜ため息いきを吐つく殊子。

　上うえ野のがそんな僕らを見て、それでも何もわかっていないままに哄こう笑しようした。

「何を言ってるんです？　最後の遺ゆい言ごんですか？」

「ええと、上野くんだっけ？」殊子が、歩いてくる相手に向かって軽薄な笑えみを浮かべる。

　殺さつ気きはない。敵意もない。緊きん張ちようもしていなければ、身構えてすらいない。

　だけど。

　それが殊子の恐ろしいところだと、僕は知っている。

　こいつは──殺気もなく、敵意もなく、緊張もなく、身構えもせず、致命の一いち撃げきを相手に与えることのできる女だ。その気になれば、いや、その気になるなんていう精神的儀ぎ式しきを行わなくても、殺そうと気き紛まぐれに思うだけでそれを実行に移せる。

「ここに来る前、クラスメイトをひとり、相手にしたろ」殊子は言った。

「ん？　……舞鶴さんのこと？」

「そうだよ。きみさ、知ってた？　あの娘こ、私の義妹いもうとなんだ」

「ああ、知ってましたよ。あの人から聞いてたからね。……はっきり言って、弱かったけど」

「そう、弱かった、か」

　そして、そんな殊子が。

「ま、確かに弱いけどさ、あの娘。不安定なんだよね。晶あきらクンや私みたいに騙だまし合いにも向いてないし、里緒ちんみたいに強きよう靱じんでもないから」

「そうだよ。あんな奴やつじゃ、僕を止められない……もちろん、あんたや城き島じま晶でも、だけど」

「でもね、上うえ野の恭きよう一いちくん」

　笑いながら獲え物ものをいたぶれる彼女が。

　もしも──怒っていたとしたら。

「あれは私の妹だ」

　僕もここに来るまでは知らなかった、殊こと子この、ただひとつの大事なもの。

「私がまだ人間だった頃、最後に憎んだ娘なんだよ？」

　獲え物ものを嬲なぶることに、殺さつ気きも敵意も緊きん張ちようも必要のない猫科の猛もう獣じゆう。

　そんな、戯たわむれに敵を蹂じゆう躙りんできる猛獣は、

　こと復ふく讐しゆうになると、全力の限りに残ざん虐ぎやくを尽くす──。

「何もかもどうでもいい私にだって、大事なものくらいはある」

　殊子は、ゆっくりと目を閉じた。

　それを確かく認にんすると僕は、上うえ野のを無視して、硝しよう子この許もとへ一歩を踏み出す。

「……何をしようとしてる？」

　殊子の変化にも気付かない上野が、僕の動きに気付き、怪け訝げんな声をあげた。

　だがもう遅い。

　警戒すべき相手が、違う。

　刹せつ那な。




「──煉獄へ繋ぎ止めてくださいje NE PEUX PAS VOLER.」




　殊子の、乾いた声が、倉庫に谺こだました。

「な……!?」上うえ野のが足を止め、呆ぼう然ぜんと目を見開く。

　直後──殊子の足あし許もと、コンクリートに、円形の模様が描かれる。

「私の罪は何よりも重いのですJe VOUDRAIS ÊTRE L'ARC-EN-CIEL.」

　次いで、円の内側に、円周を六十等分する点たちが並ぶ。

「私の死は何よりも軽いのですJe NE CRAINS PAS DE MOURIR.」

　更さらに、殊子の立ったその場所から三本の影かげが、針のように伸びる。

「ですから、私は煉獄にいるのが相応しいAINSI, je NE PEUX PAS VOLER.」

　長針が一本。短針が一本。そして秒針が一本。象かたどるのは──時計だ。

「だけど、覚えておいてくださいMAIS VOUS NE DEVEZ PAS VOUS SENTIR HEUREUX.」

　針がぐるぐると回転を始める。戻り、進み、止まり、また進み、そうして、

「私はこの上なく、嘘吐きなのですJe DIS SEULEMENT Le MENSONGE.」

　その動きが徐々に目で追えなくなってくる。

「煉獄に行きたいのは、ただ、炎をこの世に持ち帰るためですALLONS, allumez MON FEU」

　やがて針の残像が時計の文も字じ盤ばんすべてを覆おおい尽くすほどに動きを速め──、

「私はこの世のすべてをJe RUINE Le MONDE,、爆発させてしまいたいだけなのですMAIS C'EST MENSONGE TOUT.──」

　それが、始まる。




「虚界渦を開放するアンダーゲート・オープン。……『不発爆弾ARYTHMIE』」




　異様な音おん響きよう。

　鐘かねの音。秒針の音。鳩はと時ど計けいの鳴き声。

　その他ほか、ありとあらゆる時を刻む音が──空間に谺こだまする。

　上うえ野の恭きよう一いちが、その残響の姦かしましさに思わず耳を塞ふさぐ。

　僕は構わずに歩く。上野の傍かたわらを通り過ぎ、段ボールに立て掛けられた硝しよう子こへと辿たどり着く。

　きっかり十二秒。

　音が鳴なり止やみ、残ざん滓しのみが耳鳴りに残る頃ころにはもう、速はや見み殊こと子こ──目ハ覚ラまハしラ時計のいた世界の世界法則が、実軸ランナのこの空間へと展開を終えていた。

「……さて。それじゃあ、まずは、ってとこかな」

　わんわんと、体育館全体が震ふるえているような錯さつ覚かくを覚える中。

「……ああ、頼む」

　殊子の片腕が挙あがり、その指先が、す、と僕の隣となりにある球体関節人形を指差す。

　上向きに広がった掌てのひらの五指が、手招きのように折おり畳たたまれた。

　直後、人形の周囲、コンクリートの床ゆかから、白く細長いコードのようなものが数十本。

　まるで蛇へびのように──出現した。

　植物の蔓つるにも、ＬＡＮケーブルにも、蛇にも見える、細いもの。それは先端を細く尖とがらせて、まるで糸車の針のようにひゅるひゅると尾を伸ばしながら一斉に鎌かま首くびをもたげ、

　ワンピースで着飾った、硝子の死体──人形へと殺到する。

「……何をする!?　やめろっ！」振り返った上野の叫びは無視された。

　ケーブルは人形の身体からだ、顔、頭部、手、胸、足、全身へと突き刺さる。瞬まばたきする間に硝子の身体は、白い荊いばらのようなもので埋め尽くされる。

「硝子の基本データは晶あきらクンの身体にインプットされてるんだよね？」

「ああ」

　蠢うごめく蔦つたの一本が、僕の方へも伸び、頭部へ差し込まれた。痛みはない。ただ、自じ我ががほんの少し揺ゆらいだような、そんな漠然とした浮遊感が胸に満ちる。

「ふむ。ま、身体は完かん璧ぺきに繕つくろえるよ。あとは……私には無理だけど」

「……問題ないよ」僕は苦く渋じゆうを隠かくして頷うなずいた。

　受け答えする間にも、殊子の足あし許もと、コンクリートからは細い蔓が生き物のように生はえていく。それはビニールの質感を持って、けれどところどころに葉のようなものを茂らせた、植物と無む機き物ぶつの中間みたいなもの。

　先端に花でなく針を咲かせた、異質な蔦。

　掌てのひらを上に掲げた殊こと子この腕へ、愛いとおしそうに、接せつ吻ぷんするかのように絡からまっていく。

　まるで、畸き形けいの植物。或あるいは、異常繁はん殖しよくしたケーブル。

　それらを従え、童話にある魔ま女じよのように、或いはサイバーテロの首謀者のように。

『目ハ覚ラまハしラ時計』──速はや見み殊子は、眼鏡めがねの奥の目を薄うつすらと細める。

「……リカバリー、完了だ」

　言葉と同時、硝しよう子こに群がっていたケーブルが一斉に尾を引いて後退していく。
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　後に残るのは──。

「なんだよ、それ。うそ……だろ」上うえ野の恭きよう一いちの愕がく然ぜんとした声と、

「……完かん璧ぺきだ。一応、感かん謝しやしとく」

「そりゃどうも」

　球体関節人形から、人間の姿に戻った、城き島じま硝子の身体からだだった。

　速見殊子。形式名モデリング『目ハ覚ラまハしラ時計』。

　自じ我が境きよう界かい線せんを侵しん蝕しよくすることによって強制的かつ深い催眠を対象に施ほどこすことのできる力。

　そして、虚界渦アンダーゲートを開放したときに得る世界『不発爆弾ARYTHMIE』。

　それは、対象内部に存在する物理的情報へとハッキング、クラッキングすることによって行なう、身体レベル、物理レベルでの変革だ。この力を使えば、殊子は、有ゆう機き物ぶつ無機物問わず、世界のすべての物質を、自由自在に、イメージ通りに歪ゆがめられる。

　それを活用すれば──樹脂粘土とグラスアイ、人工毛と球体関節によって作られた人形を、有ゆう機き物ぶつである人間の身体からだへと構成し直すことも──訳わけはない。

「嘘うそだ……嘘だ……嘘、だ……！」

　上うえ野のが、元に戻った硝しよう子こへと走り出そうとした。しかし、

「逃のがすと思うの？」

　ケーブルの荊いばらに佇たたずむテロリストの女王は、嗤わらいながら指一本動かさず、その場で命令した。

「いけ」

「え？　な……っ！」

　途と端たん、殊こと子この周囲に群がっていたのと同じケーブルがセメントから生はえる。それは上野の周囲で、蛇へびのようにのたうち回り、先端の針を、生えた地面──つまり床ゆかへと突き立てた。

　セメントが変革する。

　上野の足あし許もとから、無骨な、蛇へびの尻尾しつぽのようなものが唐とう突とつに出現。

　まるで生きているような、赤しやく銅どう色いろの何か。

　有機物ではあるが意志を持たず、ただの電気信号でのみ操あやつられる、殊子の抱く破は壊かいの顕けん現げん。

　女王は動かない。けれど彼女に従うのは、彼女に従わされるのは、身の回りすべてのもの。

「あ……ひっ！」

　変革させられたコンクリートは生物と化して上野の身体に巻き付き、締しめ付ける。

「う、あああああ！」上野は慌あわてて『悲ラしグきド玩ー具ル』を尾に侵しん蝕しよくさせるが、効果はない。

「無む駄だだよ。……玩がん具ぐ化かしても一いつ緒しよだ。その先から再度、物質を変革させ直す」

　僕が『似ている』と言ったのは、このことだ。

　殊子が虚界渦アンダーゲート開放時に得る、物質を変化させる力。

　それは、その現象だけ見れば、反則と言っていいほどに強力かつ、便利なものだった。

　使いようによっては、様さま々ざまな種類の虚軸キヤストが引き起こす結果を、殊子は真ま似ねることができる。それはもちろん本質的な意味でまったくの別物ではあるが──猫の形をした何かを大量に産み出してそれを操あやつることも、細い髪の毛のような何かを部屋中に展開することも、破損した傷口を何かに変革させて治ち癒ゆしたように見せかけることも、形の上では可能なのだ。

　殆ほとんどでたらめなこの能力は、敵にしてみればさぞかし脅威だろう。もっとも代だい償しようとして、使えば三日ほど強制的に眠ってしまうらしいが、それは今はどうでもいい。

「舞まい鶴づるから聞いてたよ、上野恭きよう一いち。お前は随ずい分ぶんと悪知恵が働く、ってな」

　動けなくなった相手に、僕は吐き捨てた。

「確たしかにまあ、駆かけ引きはそれなりかもしれない。でも詰めが甘い」

「な、何が詰めだよ！　こんな……こんな、他ひ人との力で……卑ひ怯きような……！」

「……他人の力？　卑怯？」くだらないことを言う上野に、僕は失笑した。

「何を言ってるんだ。僕は事前に、お前が策を弄ろうするタイプだって、そう聞いてたんだぞ？　そう聞いてなお、お前と騙し合いするほど僕は莫迦じゃない」

　そうだ。

　相手が何かを謀はかっているのに、何な故ぜそれに乗る必要がある？

　殺し合いをしているのに、正々堂々と戦って負けても意味はない。

「お前はどうも……『上うえ野の恭きよう一いちは城き島じま晶あきらより優すぐれているんだ』って、それを証明したがってたみたいだけど……そんなくだらない些さ事じに拘こだわってる時点で、僕に言わせれば愚ぐ策さくだ。騙だまし合いをするのにどうして自分の力を誇示する必要がある？　どうして僕の力を封じ込めた時点で、追加の手を打たなかった？　世界を手に入れて調ちよう子しにでも乗っていたか？　いいか……たとえ相手の力を零ゼロに抑えたとしても、それを相手に悟らせた時点で既に愚策なんだよ。

　相手を零に抑えたならば、それを決して気付かせるなよ。そうやって零を更さらにマイナスへと引き下げ、こっちは駄だ目め押おしの二百を用意する。それが……策だ。お前は僕をやり込めた気になってそこで満足した。だからそうなった。だから詰めが甘いんだよ」

　だがもはや、そんなことはどうでもいい。

　僕にはこいつを置いておいても、やることがあるのだから。

　規格外な殊こと子この力も万能ではない。この場合に限っては、問題がひとつだけある。

　彼女は、硝しよう子こを象かたどった人形から硝子の形をした人間の身体からだを再構成した。だけどそれはあくまで物理的な所しよ業ぎようでしかない。単に人間と同じ素材でできた、人間の形を作製しただけ。

　心しん臓ぞうを動かし呼吸を開始し、血流を全身に巡らせ、自律意思を持たせて生命を与えることは殊子にも不可能だ。つまり殊子が作製したのは、新鮮な人間の死体にしか過ぎない。

　このまま心臓に電気マッサージを施ほどこし刺し激げきを与えて動かし、呼吸を回復させ全身に酸さん素そを行き渡らせたとしても、白はく痴ちの生命体になるだけ。人間としての硝子は生き返らない。

「さて……急がなきゃな」

　僕は、ポケットの中に手を入れ、保ほ健けん室しつから拝借したカッターナイフを取り出した。

　刃を出し、腕から力を抜き、一気に──手首を引き切る。

　それほど深い傷口にはならないが問題はない。血が出ればそれでいい。

　が……まだ少し出血が足りない。傷口に爪つめを差し込んで抉えぐるように引ひっ掻かく。じわじわと滲にじんでいた血が滴したたる程度に傷は広がった。

「上野恭一……そこで見てろ」

　僕は硝子の足あし許もとへしゃがみ込みながら、もがく上野に説明してやる。

「人間の身体を球体関節人形へと変える、お前の虚軸キヤスト『悲ラしグきド玩ー具ル』で、硝子の身体は確たしかに死んだ。だけど……硝子の、虚軸キヤストたる城島硝子の本体は、この身体じゃない。こいつの内部裏面空間へと内ない蔵ぞうされた──全オ一ー型ル万・能イ他ン律・式ワ武ン器・構シ築ス装テ置ムだ。そしてこの本体は……硝子の身体を内部裏面空間から細胞レベルでコントロールしているんだ。詰まるところ、お前がこの身体に何をしようと、硝子の本体には何ら影えい響きようはないんだよ」

　僕の言葉には多少の嘘うそが混じっている。

　確たしかに、硝しよう子この人間としての身体からだが物理的に傷付いても、『全一オール・イン・ワン』としての本体、それ自体に問題はない。この少女の身体は『全一オール・イン・ワン』のいた虚軸キヤスト最後の人間のものであり、その娘こは精神的には既すでに死んでいる。機き械かいである本体が、身体の生命活動を維い持じさせつつ、自身の容いれ物として扱っているに過ぎない。

　言わば彼女は、実軸ランナであるこの世界、そして僕と繋つながりを持たせるための、アナログコミュニケーション用デバイスでしかないのだ。

　ただし、彼女の魂は消滅していても、身体はまだ生きている。

　硝子が実軸ランナへ来て以来、日々、人間としての経けい験けんを得て、それを脳細胞へと蓄ちく積せきさせ、同時にその体験は機械である『全一オール・イン・ワン』へとフィードバックされている。そうやって硝子は、機械としてのデジタルと人間としてのアナログとを同居させ、実軸ランナへと存在を定着させていた。

　だから、この身体の記き憶おくや体験が失われてしまっている今の状態は、僕にとっても硝子にとっても都つ合ごうが悪い。このまま硝子が目覚めても、僕と同じ──今までの記憶を記録としてしか持っていない状態になってしまう。違うのは、僕には人間としての感情がそもそも備わっていたが、彼女にはないということ。

　つまり生まれかけていた感情が失われ、六年前の機械へと戻ってしまうということ。

「硝子。……バックアップの読み込みだ」

　対策は、施ほどこしてある。

　万が一、彼女の身体が損なわれた時のために、彼女の日々育っていく感情の状態を──つまり成長の過程をリアルタイムでセーブしていく記憶デバイス。

　それが、共に生きる固定剤リターダたる僕の身体だ。

　硝子の本体の一部である不定量子を身体中に混入させた、僕の。

　硝子の頬ほおを掴つかみ口を開き、そうして指を突っ込んで舌を押さえ、喉のどを開いた。

　顎あごを持ち上げ、手首の傷口を彼女の唇くちびるへとあてがい、血を口内へと流し込む。

　嚥えん下かする力はない。だが、顎を上げて食道を確かく保ほし、重力で無む理り矢や理りに。

「……何を……何をしてる！」上野が怯おびえたような声をあげた。無視する。

　やがて、体内へと僕の血液が吸収され──。

　ごくん、と。喉の鳴る音がした。




「……ん」か細い少女の声が、次いで、洩もれる。




　指がゆっくりと動く。眉まゆ根ねに力が入る。僕の傷口を舌が舐める。腕が上がり、掌てのひらが僕の背中へと重ねられた。喉が連続して僕の血液を自分から飲み込んでいく。嚥下し損ねて唾液と混じり口元から溢あふれ出た赤いものが口の端からつつ、と垂たれ、微かすかな糸を引きながらワンピースへと染しみを作った。頭髪に結ばれていたリボンが首の動きに従って微かすかに揺ゆれる。

　そうして、睫まつげに翳かげったその両目が、薄うすく開かれるのを見て。

　僕は硝しよう子この口から、腕を離はなした。

「……あ、」小さな呟つぶやき。

　どこかうっとりとした表情で、硝子の舌が自身の唇くちびるを舐なめる。指先が動き、顎あごへと滴したたっていた血を掬すくい、口の中へ入れる。ぴちゃ、と、舌が唾液を掻かき混ぜる音。

　口内に残った血をごくりと飲み込み、そうして大きな溜ため息いきを吐つき、

「……おはようございます、マスター」

　城き島じま硝子が、硝子ガラス玉だまのような、だけど正真正銘、本物の人間の瞳ひとみを──僕へと、向けた。

「ああ」僕は応こたえる。「よく眠れたか？」

「そのような抽象的な質問には答え兼ねます……というか、本体はずっと起きてましたので。現在の状況もマスターの血液に付加されたデータにより把は握あくしています。ご安心を」

　僕は硝子に、手を差し伸べた。

「立てるか？」

「ぶっちゃけマスターの手を借りなくても立てますが……ここは甘えておいた方が適切だと判断します」減らず口を叩たたきながら、その手を取る硝子。

　握った指先の温ぬくもりは本物だ。僕の心の中が、何か温かいもので充たされていく。

「硝子……酷ひどいこと、されなかったか？」

「ご安心をマスター。貞てい操そうは死守しました」

「そうか」相変わらずの口振りに、思わず頬ほおが緩ゆるんだ。

　引っ張り起こし、ふたり、上うえ野の恭きよう一いちに向き直る。

「うそだ……そんな……嘘うそだ、嘘だ、嘘だ……！」

　愕がく然ぜんと、そして同時に怒りを露あらわにして、上野はぶつぶつと呟く。

「僕の……僕の人形が……僕の人形がなんで……っ！」

「上野くん、私はあなたの人形ではありません」

「嘘だ……城島さん、きみは……きみは僕の……！」

「さて」僕は背はい後ごに硝子を庇かばいながら、上野を睨にらみ付けた。

「お前の処遇、どうするべきかな」

　その科白せりふに。

　五メートル向こうで殊こと子こが、応えた。

「晶あきらクン、私にやらせてもらって……いいかな？」




　　　　‡




　城き島じま晶あきらは、少し考えた後、まかせた、とだけ言って一歩退さがった。

　そして速はや見み殊こと子こが上うえ野の恭きよう一いちへと向き直る。

　恭一は動けない。

　コンクリートでできた尾に縛しばられ、力を使って玩具おもちやへと劣化させても、即座に元のコンクリートに戻る。足が床ゆかを踏むこともできず、もがいてもまったく逃のがれられず、挙あげ句く、硝しよう子こは再び城島晶の手に渡り──もはや気分は絶望的だった。

　そんな恭一に、殊子が軽やかな笑えみを向けた。

「さて、上野くん……脱出する術すべはあるのかな」

「や、……やめて、殺さないで……！」

　半ば錯さく乱らん状態になって恭一は叫ぶ。このままでは俎そ上じようの鯉こいだ。

「僕を殺すとあなたも死ぬ、それは絶対だ！」

　脅しとして言ったことだが、それは事実だ。

　触れた物質を玩具へと置おき換かえる『悲ラしグきド玩ー具ル』の他ほかに、もうひとつ無限回廊エターナル・アイドルからもらった虚軸キヤスト──『化人幻戯ピラミツド・ソング』が、恭一の心しん臓ぞうには埋め込まれている。

　殊子は自分を殺せない。それは道連れの自殺でしかない。硝子を取り戻した城島晶も同じことだ。恭一はその最後の砦とりでを盾たてに、殊子へと懇こん願がんの視し線せんを向ける。

「もういいでしょう!?　城島硝子のことは諦あきらめます、だから……！」

　自分の命は相手の命によって保証されている。ならば、あとはどうにかしてこの事態を逃れればいい、そう思った。たとえ硝子を失うことになっても、『悲ラしグきド玩ー具ル』を封じられても、それでも自分の人生が終わらなければそれでいい。また一からやり直すことはできる。

「もう二度とあなたたちには手を出さない！　『悲ラしグきド玩ー具ル』も使わない！」

　必死で叫ぶ恭一を前にして──殊子は、顎あごに手を当てた。

「……そうだなぁ」

　どこか迷っている表情だった。だったら、このまま頼み込めばいける。

「城島晶、あんたからも……頼む……お願ねがいです……」

「だってさ。晶クン、どうする？」

「僕はまかせた、って言ったぞ、殊子。お前の好きにしろ。どのみち僕は……こいつに恨うらみもなければ、復ふく讐しゆうしようとも思わない。それに、殺す方法も見付からないしな」

「へえ、いいの？　硝子を一度は殺されたってのに」

「痛いところを突くなよ。お前もわかってるんだろう？　硝子が死んだのは、硝子を殺されたのは……こいつのせいなんかじゃない。僕の責任だ。僕の甘さが招いた結果だ。だったら……それをこいつの命で贖あがなったって、僕の甘さが消える訳わけじゃない」

「ふふ」城き島じま晶あきらの言葉に、殊こと子こは楽しそうに笑う。

「そっか。じゃあ、ま、晶クンがそう言うなら、殺さずにおこうか」

「あ、あ……！」

　恭きよう一いちは目を潤うるませた。もちろんそれはある程度計算しての涙だったが、同時に本心でもある。元々自分は、それほど気も強くはないし、何より欲望が抑えきれないということもない。見み逃のがしてもらえればそれでいい。寝首を掻かこうとも思わない。

　殊子が僅わずかに指先を振った。

　同時、恭一を縛しばり付けていたコンクリートの塊かたまりが、潜もぐっていくように床ゆかへと吸い込まれる。自由になった身体からだが重力に従って落下し、足が、膝ひざが、地面に着く。

　座り込み、安あん堵どとともに大きな溜ため息いきを吐ついた。

　あとは、逃げるだけ。

「ありがとうございます……！」

　叫ぶように口にして、恭一は立ち上がる。こっちを見ている殊子と晶、そして硝しよう子こから背を向け、倉庫の出口へと足を進める。自然、歩ほ調ちようは速くなり、それからすぐに小走りへと変わった。もはや振り返る余裕もなく、ただ彼らから一刻も早く離はなれようとして──、

　がきぃ。と。

「……え？」

　目の前に、唐とう突とつに、壁かべが出現した。

　さっきまで恭一を縛り付けていた赤しやく銅どう色いろの尾と同じような質感の、何かよくわからない材質でできた壁。まるで、急に生はえてきたかのようだった。走る勢いを殺せず、それにぶつかりそうになってバランスを崩くずす。衝しよう突とつは免れたが、そのまま床へと尻しり餅もちを付いた。

「え、え……」頭の中を疑問符が飛び回る。

　どういうことだろう。見逃してくれると言ったはずなのに。

　まさかそれは嘘うそで、本当は──。

「どこへ行くのかな？　上うえ野の恭一」背はい後ごで、猫ねこ撫なで声がした。

「え、あ……？」

　恭一の前に立っていたのは、速はや見み殊子。

「挨あい拶さつもなしに帰るなんて、性急だね」

　ケーブルのような蔓つるに囲まれて尊大に佇たたずむ、猛もう獣じゆうのような眼。

「あ、の」

「ま、仕方ないか。誤解されても当然だったな、あの科白せりふじゃ」

「え……？」

　意味がわからない。だけど。

「私は確たしかに、きみを殺さない。でもね」

　だけど──、

「きみを見み逃のがすとは、ひと言も言ってないよ？」

　不意に、思い出した。

　数時間前。硝しよう子こを捕え、無限回廊エターナル・アイドルと一いつ緒しよにこの倉庫へ入った時。

　無限回廊エターナル・アイドルが去り際に、恭きよう一いちに何と忠告したか。

　あの人は言った。




　──速はや見み殊こと子こを甘く見るな。

　──あいつに何もさせるな。

　──あいつは、虚軸の中で、最も恐ろしい──。




　その速見殊子が、上うえ野のをじっと、見下ろしていた。

「上野恭一くん」

　見詰めてくる眼鏡めがねの奥の瞳ひとみは、薄うすく細められている。

　周囲のケーブルは蠢うごめいているが、こちらに襲おそい掛かる気け配はいはない。

　殺さつ気きはない。

　まったく、殺気はない。

「晶あきらクンは、きみの命で自分の甘さを贖あがなっても意味がない、って言ったけど……でもね。私は実は、そうは思ってないんだな、これが」

　だけど恭一は、生まれて初めてと形容しても言い過ぎではないほどの恐怖を覚えた。

　それはまるで、迫ってくるギロチンの刃やいばのようだ。

　ただ、殺意のない暴ぼう力りよくとして、首を落とされるような。

「ま、硝子が殺されたってのは置いといても……さっき言っただろ、私」

　何を言ったっけ。

　思考が追い付かない。何も考えられない。

　ただ圧倒的な、現象としての死そのものが、恭一の目の前に立ちはだかっている。

　殊子は、言った。

「私にだって大事なものくらいはある、って」

「あ……」

　舞まい鶴づる──蜜みつ。速見殊子の義妹いもうと。

　クラスメイトであり、ここに来る前に恭一が打ち負かした虚軸キヤスト、『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』。

「あ、で、でも……」

　ただ、殊子と蜜は仲が悪いということも聞いていた。

　何な故ぜなら舞まい鶴づる蜜みつの虚軸キヤストを封じたのは速はや見み殊こと子こで、だから舞鶴は彼女を憎んでいると。

　だったら……、

「『でも』だって？」

　だったら、これは何だ？

　この恐怖は、崖がけ下したに転落していくバスに乗っているような、この恐怖は。

　これは──、

「ま、確たしかに……治る怪け我がではあるんだけどね」

　殊子は、殺さつ気きもなく、ただ薄うすら笑っている。

　だけど恭きよう一いちはもう、はっきりとわかっていた。その笑え顔がおが恐ろしいのだ、と。

　速見殊子は、笑っていて、殺気もなく、だからこそ恐ろしい──。

「お願ねがいできるかな？　……『全一オール・イン・ワン』！」

　短い叫びに、恭一の身体からだがびくりと震ふるえた。

　見れば殊子の背はい後ご、無言で城き島じま晶あきらが、何か機き械かいのようなものを片手に持って立っている。

　部品を細かく繋つなぎ合わせ、歪いびつに積つみ上げたようなそれは、長い棒のようにも見える。

　シルエットから察するに、恐らくは、剣。

「あ、こ、こ、ころさない、って」

「殺しはしない」怯おびえる声に応こたえたのは、晶だった。

「ただ、お前の『悲ラしグきド玩ー具ル』と『化人幻戯ピラミツド・ソング』は切り離す」

「そういうこと」晶の言葉に殊子が続く。

「あれでも不肖の妹なんでね。両足がない状態で不自由はさせられないな」

　笑顔は、はにかんでいるようだった。

「痛みもないし、死にはしない。……だよね、晶クン」

「ああ、そうだな」

　その殊子の笑顔に、さっきまでの極限の恐怖は感じない。

　ひょっとしてさっきまでのあれは気のせいなのではないか、そう思った。

　きっとそうだ。ブラフだ。

　たぶん、自分が二度と変な気を起こさないように脅しをかけていただけなのだ。その証しよう拠こに、殊子は恭一の背後に聳そびえ立った壁かべを元に戻しているし、晶にだって自分を殺そうという意志など見えない。よかった。ちゃんと、家に帰ることができる、そう安あん堵どする。

　晶が剣を構え、ひと突きに恭一の胸を刺した。

　その直前に思わず目を閉じたが、やはり痛みはまったくない。ただ、何かが身体の中を突き抜けていく感覚と、それから恭一の中にあった強固な世界──『悲ラしグきド玩ー具ル』と『化人幻戯ピラミツド・ソング』が、音もたてずにこの世界から失われていく虚きよ無む感かんだけがあった。

　少しずつ意い識しきが遠くなる。世界が壊こわれた故ゆえの反動だろう。

　でも、死の恐怖はない。

　きっと目覚めることができる、そんな安心感がある。

「ああ、そうそう」微睡まどろんでいく意い識しきの中で、殊こと子この声が聞こえた。

　何だろう。薄うつすらと目を開ける。

　そこで。

「え……？」

　恭きよう一いちは、その安あん堵どが、とんでもない勘違いだということに、気付いた。

　見えたのは、自分の周囲に、おぞましいほどに生はえた白い畸き形けいの蔓つるたち。

　そしてその向こうにある、

「……あ、」

　さっき感じた恐怖とはまるで比較にならない、

　死よりも遥かになお昏い、殊子の完全な無表情。

「あ、ああ、あ、ああ、……あ、あ、あ、あ、あ」

「上うえ野の恭一。……確たしかに、きみのことは殺さない」

　勝手に洩もれる悲鳴と、薄れていく意識の中で、

「でもね……残念ながら、蜜みつを傷付けたきみの罪を、私は決して許さない」

　恭一は、はっきりと聞いた。

「死んだ方がマシだってくらい、徹底的に永遠的な悪夢を見せてやる」

　まるで、地じ獄ごくの底に燃もえる黒い焔ほのおのような、冷たい熱ねつ。

「う、……わ、あ、あ、ひ、ひ、いいいいいいいいい！」

　同時、恭一の周囲に生えたケーブルのすべてが、先端の針をこちらに向けた。

　頭。目玉。鼻の穴。耳。頬ほお。胸。腕。腰。臍へそ。

　ありとあらゆる部位に刺し込まれたケーブルと、痛みなく侵入してくる圧倒的な何か。

　恭一の意識は、最大級の恐怖の中──そこで途と切ぎれた。




　　　　‡




　殊子は、上野恭一の処理を終えると大きな溜ため息いきを吐ついた。

「ちょっと疲れたね、これはさすがに」そう呟つぶやき、コンクリートの床ゆかへと座り込む。

「礼は言っておく」

　僕はだから、その背中に向けて、ぞんざいにではあるけれど労ねぎらいの言葉をかけた。

「しかし……意外だな、殊子」

「え、何が？」

「舞まい鶴づるだよ。お前、けっこう気にしてるんだな、あいつのこと」

　殊こと子この意外な一面を垣かい間ま見みたような気がする。

　世界のすべてを傍ぼう観かんして、何もかもをどうでもいいと思い、肉親にであろうが恋人にであろうが、その無関心さは変わらない──そんな女だと、僕は思っていた。ましてや自分を憎んでいる義理の妹に対してあんな感情を見せるというのは、正直、予想だにしていなかった。

「あー、……ま、何て言うかさ」

　殊子は、どこか照れているような、そんな顔をする。

「ぶっちゃけちゃうとね。似てるんだよ、あの娘こ」

「似てる？　誰だれにだ？」

「昔の私」声はぞんざいで韜とう晦かいに似ていたが、だからこそ本当のことなのかもしれない。

「お前、昔……あんなだったのか？」

「いやまあ、あそこまで酷ひどくはなかったと思うんだけど……いや、酷かったかな？　どっちでもいいや。とにかくさ、放っておけないんだよ、あの娘」

「それ、舞まい鶴づるに言ったら怒るだろうな」僕は笑う。

「言わないでくれると助かるにゃー」

　とぼけつつ肩を竦すくめ、殊子は、んー、と背伸びをした。

「さて。そろそろ私、おねむだよ」

　彼女の世界──『目ハ覚ラまハしラ時計』の法則をこの実軸ランナに呼び込んだ代だい償しよう。約三日間の強制的な睡眠がそろそろ始まるらしい。波が来ているようだ。殊子は横になった。

「この後の誤ご魔ま化かしはできないけど、それはそっちでどうにかして」

　すぐに直なお川かわ君きみ子こを助けに行かなければならない。それにまつわる際の記き憶おく操そう作さは殊子が眠っている以上、不可能だ。より気を付ける必要がある。

「わかったよ。ま、安心して寝てろ」

「あ、そうだ」目も半ば閉じ、猫のように丸くなって、言葉は途と切ぎれ途と切ぎれになっていく。

「……なんだ？」

　そして殊子は──最後に。

「姫ひめのこと、頼む。晶あきらクンだから、任せるんだ……よ」そう、小さく呟つぶやいた。

　──そうか。

　かつての恋人である姫ひめ島しま姫のこと。

　なんだかんだ言って、気にしていたのだろう。

　本当なら、自分自身で助けに行きたかったに違いない。自分の責任は自分で取るのがこいつの生き方だ。けれど──それでも殊子は、僕に任せる、と言った。

　それは少しだけ面おも映はゆく、だけど同時に気が引ひき締しまる。

　姫島を取り返すのに立ち会わせてやれずに悪かったな。

「ああ、任された」僕は頷うなずく。

　その返事を聞くことなく、殊こと子こは寝息をたて始めた。

「熟じゆく睡すいですね」硝しよう子こが殊子の寝姿を見て、ぽつりとそう分析する。

「しかしマスター。三日間も目覚めないとなると、このままここに置いておく訳わけにもいかないですね。殊子さんの身体からだ、どこに安置しておけばいいでしょう？」

「安置ってお前……ま、家にでも運んどいてやろう」

「そうですね」

「ああ」

　ともあれ。

　上うえ野の恭きよう一いちは意い識しきを失い、殊子は眠りに就つき、倉庫の中は──僕と硝子のふたりきりになる。

　僕は振り返り、硝子へと向き直った。

　人形ではなく、人間の硝子──。

　張り詰めていたものが一気に緩ゆるんだような気がして、僕は大きく息を吐ついた。

　ずっと……目覚めて、里り緒おに叱責されてからずっと、思考を自分で制御していた。

　硝子のことをできるだけ考えないように。一刻も早くこの状態を脱する、それだけを目的に、逸はやる気持ちも硝子への思いも無視し、押し殺してきた。

　それが一気に、ここに来て解き放たれていく。

　ぼんやりとした顔で、硝子は僕の顔を見上げてくる。

　その無表情。

　細い手足。透すき通るほどに滑なめらかな髪。仄ほのかに淡い唇くちびる。たまに瞬まばたきをする、大きな瞳ひとみ。

　改めて見る硝子の顔は、見み慣なれたものとどこか違って見えた。

　殊子が成形に失敗した訳ではないのに。

　そう──まるで、硝子と初めて会った時のような感覚だった。

　言葉が出てこない。照てれ隠かくしに頬ほおを掻かこうとした指も動かない。何か言葉を発しようと思ったけれど、喉のどは機き能のうしなかった。それは喜びによるものか、それとも愛いとしさか。

　わからないけれど、僕はまるで凍こおり付いてしまったかのように。

「マスター」

　硝子が、僕を呼んだ。

　なんだ、と返事をしようと思ったけれど、微かすかに頷うなずくことしかできなかった。

　そして。

　僕のそんな視し線せんの中、硝子は息を吸い、一いつ瞬しゆんだけ目を閉じ、それから開くと、姿勢を正し。

　ぺこりと、リボンを揺ゆらしながら、頭を──下げた。

「マスター。……すみませんでした」

「……え？」

　その言葉に、僕は思わず呆あつ気けに取られる。

「私がマスターに事実を黙だまっていたせいで……取り返しのつかないミスを引き起こしてしまいました。これは……仮にマスターが私を破棄したとしても、それでも足りない失策です」

　頭を上げた硝しよう子この表情は、少しだけ悲しそうに見える。

　それはたぶん、演技ではない。

　悲しそうな顔を作っているのではなく、まったく意い識しきせず、作る理由もなく、自然と出ている、僅わずかな感情で──。

「なにを……何を、言って……る？」僕の声が、震ふるえた。

「謝あやまるのは……僕の方だ」

　言い始めると、感情が飽和する。

　涙は出ない。僕の涙はとうに──硝子の固定剤リターダになった時に欠落している。だけど。

　それでも、声は震え、身体からだは熱あつく、視界は歪ゆがみ、足に力が入らない。

「僕のせいで。僕がどうしようもなく莫ば迦かだったせいで、お前を……僕は、お前を死なせた」

　震える指で硝子の頬ほおを撫なでた。

　その柔らかな感触。人間の体温。

　ずっと間近で見てきた、六年経たっても殆ほとんど背の伸びない、こんなに小さな少女。

　もう、歯止めが利きかなかった。
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「お前を守らなきゃいけないのに。僕は……母さんとそう約束したのに、それができなかった。それどころかお前を危険な目に遭あわせて、もう少しで本当に失うところだった。……この世界から、消えさせてしまうところだったんだ」

　掌てのひらが頬を伝い、硝子の顔の輪りん郭かくを確たしかめる。

　頭を撫でてみた。昔から──何かある度たびに、まるで妹にそうするように、僕は硝子の頭を撫でてきた。もう数えきれないほどに。そして、それがずっと続くのだと思ってきた。

　でも、この感触も、僕は永遠に失なくしてしまうところだったんだ。

「ごめんな」頭に手を回し、身体を屈かがめる。

　視し線せんを硝子に合わせ、瞳ひとみを真まっ直すぐに見詰める。

　六年前は僅かに僕の背が高いだけだった。それがいつしか、こんなに差が開いてしまった。

　それなのに、僕はどうしてこうも成長していない？

　あの頃ころ、同じくらいの背丈だった時の方がまだ、僕はこいつを見ていたのに。

「ごめんな」

「マスター。……謝らないでください」

「ごめん」

　撫でる頭に合わせてリボンが揺ゆれる。

　僕が買ってやったものだ。確か小学校四年になって、初めて毎月決まった小こ遣づかいを貰もらえるようになって、だから嬉うれしくて、似合うかどうかもわからないのに。

　小学生にとってはけっこう高値だった。今にしてみればそんなに大した値段ではない。よく見るとところどころがほつれている。でも、きちんと洗せん濯たくされていて、汚れはない。

　いつも硝しよう子こは、着けている。どこへ行く時にも。

　大事にしてくれているのだなと、そう思った。

　たかがリボンを──こんなにも。

「硝子」

　僕は、ようやく理解した気がする。

　妹のようなものだと周囲には言っていた。だけど、そういう訳わけでもないと考えていた。

　恋人なのかと問われれば否定していた。だけど、どこかで僅かに、そう意い識しきしていた。

　全部正しくて、全部間違いだ。

　家族。妹。恋人。そんな定義は、くだらなくて、同時に無意味でもあった。

　硝子は、硝子だ。僕にとって、他ほかのどんな単語ででも言い表せるものじゃない。

　上うえ野のに言ったことを思い出した。

　こいつが僕の所有物だって？　冗じよう談だんじゃない。

　逆だ。

　もう六年も前から、僕はこいつに束そく縛ばくされている。

　付き従わせているように見せかけて、その実支配されているに等しい。

　主体などとうに、どちらが持っているか忘れてしまった。

　それほどまでに僕らは──不可分なんだ。

「もう……絶対……二度と、こんなことは繰くり返すもんか」

　頭を撫なでながら、肩を掴つかんで引き寄せる。

　力の限り。存在を確たしかめるように──僕は、その矮わい躯くを、抱だき締しめた。

「マスター。私のこと……許してくれるのですか？」

「許すも許さないもあるか」

　叫ぶように答えた、その言葉の後。

　そっと、僕の背中に、細い腕が添えられる。

「では私も同じです、マスター」

　抱き締めた体温は僕よりも僅わずかに低い程度で。

　それは、幼い頃ころに背負って外へ出た、あの時と同じだった。




　しばらくの間、そうやっていた。

　やがてどちらともなしに、身体からだを離はなす。

　ゆっくりしてはいられない。この後まだ、やるべきことがあるのだ。

「よし……じゃあ、取とり敢あえずは一いつ旦たん、帰るか」

「ええ。と言っても……どのようにして帰るのですか？」

「佐さ伯えき先生が車を外に停とめてある」

　言って周囲を見渡し、僕はふと気付く。

「あ……そう言えば」

　佐伯先生の車は四人乗り、多くて五人が限度だ。

　だけどこの場には、気絶したり眠っている人間を合わせて、四人の人間がいる。

「上うえ野のくんは家に帰すのですか？」

「ああ。全部忘れさせてるからな。ここに置いておくのはまずい」

「では、後部座席に少し詰めることになりますね」

「いや……それがな」

　一応、物理的には可能だ。

　ただ、佐伯先生の車の助手席はステファニー専用だとか言っていた。

「ま、いいか。ステファニーには我慢しといてもらおう」

「ステファニー？　誰だれですそれは。マスター……まさか私のいない間にもう私の代わりを見付けてきたのですか？　……なんて手の早い……」

　硝しよう子こは一歩退さがり、疑いの視し線せんを僕へ向けてくる。

　僕は、莫ば迦かかお前は、と、いつもの癖くせでつっこもうとして、だけど直後思い直す。

　硝しよう子こに近寄り、頭を撫なで、

「……お前の代わりなんか、どこにもいるもんか」

　硝子はきょとんとした瞳ひとみで、僕を見上げる。

　そして次の瞬しゆん間かん、

「マスター……そのようなことを言われると、その……まあいいです」

　呟つぶやくと無言で目を背そむけ、僕の手から逃のがれ、出口に向かって歩きだした。

「そのふたりの運うん搬ぱんはお任せします。私は非力ですから」

「ああ、わかってるよ」

　心なしか早足の背中を見詰めながら、僕は自分の顔が緩ゆるむのを止められなかった。




　　　　‡




　城き島じま晶あきらと城島硝子が、学校の保ほ健けん室しつへと戻った、丁度その頃ころ。

　午前一時二十一分。

　上うえ野の恭きよう一いちは、自室のベッドの上で、ぼんやりと目覚めた。

「……あれ？」いつの間に眠ってしまったのだろう。

　身体からだを起こし、部屋を確かく認にんする。電気は点つけっ放しだ。時計を見ても、午前か午後かよくわからない。立ち上がりカーテンを開けると外は暗かった。

　まさか、二十四時間は経たってないだろうな。そんなことを思った。

　それにしても、いつ眠ってしまったのだろう。眠る前の記き憶おくを、頭の中で探った。

　確たしか今日きようは、夏休み一日め。午前中は夏期講こう習しゆうがあったはずだ。

　思い返していると、徐々に記憶が戻ってくる。

　そうだ。それが終わってから、城島さんに告白しようとして、呼び出して──振られたのだ。その後家に帰って、悲嘆にくれている間に、いつの間にか眠ってしまったのだろう。

　思い出すと、碌ろくな記憶ではない。失恋の胸の痛みが蘇よみがえってきた。

「ふう……」溜ため息いきを吐つく。

　どうせならこのまま陽ひが昇るまで寝ていれば、朝の忙しさにかまけてこんな思いをせずに済んだのに。しかし、振られたものは仕方ない。問題は、明日あしたから彼女に対してどういうふうに接すればいいかだった。さすがに何事もなかったかのように、というのはできそうにない。

　取とり敢あえずは、寝直そうと思う。風ふ呂ろは朝に入ればいい。

　そんなことを考えながら、恭一がベッドへ横になった、その時だった。

　ごとり、と。

　耳に、何か妙な物音が聞こえた。

「ん？」僅わずかながら身体に振動も響ひびいたから、空そら耳みみではない。

　風かなにかだろうか。それにしては大きかったような気がする。

　妙に気になった。気になると何だか気持ち悪くもある。恭きよう一いちは、部屋を見渡した。どこから聞こえただろうと注意して首を回すと、どうやらクローゼットが怪しい。

　──鼠ねずみとかゴキブリだったら厭いやだな。

　恭一は、部屋に立て掛けてあった木ぼく刀とうを手に取った。中学時代の修学旅行、京都で買ったものだ。バカな買い物をしたと思うが、こういう大きな害虫退治には役に立つ。

　忍び寄って、クローゼットの扉に手を掛ける。

　何もなければいいんだけど、と懸け念ねんしながら、開けた。

　すると。




　頭の中で、声がした。




　お前は。

　それは、女の人の。恭一の知らない、だけど何な故ぜかどうしようもないほどの絶対性を持った、とてつもなく強く、とてつもなく大きな声。

　それが頭の中に、まるで啓示のように響ひびいてくる。

　お前はこの先。

「……え？」

　背筋が凍こおった。視し線せんが、クローゼットの中に釘くぎ付づけになった。目が離はなせない。

　映り込むのは、写真。

　クローゼットの内側にびっしりと貼はり付けた、城き島じま硝しよう子この写真、そして。

　他ほかならない自分が購こう入にゆうした、城島硝子にそっくりな、球体関節人形で──。

　それを見た瞬しゆん間かん。

　声が、恭きよう一いちの脳に、抗あらがい難がたい命令を出す。

　お前はこの先、人形を見る度、これ以上ないほどの恐怖に襲われろ。

「あ、……あ」足ががくがくと震ふるえ始めた。

　意味がわからない。まったく意味がわからない。だけど。だけどこのクローゼットに仕し舞まわれた人形が、城島硝子にそっくりな人形が、この世のどんなものよりも遥はるかに恐ろしい。

「ひ、い、ひいいっ！」喉のどから自然に悲鳴が出た。

　何だ。何だこれは。こんな恐ろしい物が。こんなおぞましいものが。

　──僕のクローゼットの中に、座っている！

　腰が抜けた。足に力が入らない。これ以上こんなものを見たくないのに、全身に鳥肌が立って視線さえもまともに動かせない。厭だ。厭だ。厭だ厭だ厭だ厭だ厭だ厭だ厭だ厭だ厭だ。

「うわああああっ！」持っていた木刀を闇やみ雲くもに振り回した。

　それがクローゼットへと無造作に当たり、黒い箱はこが大きく揺ゆれる。と、

　揺れた弾はずみ。

　その奥から倒れてきた球体関節人形が、座り込んだ恭きよう一いちの身体からだにのしかかってきた。

　長い髪。細い身体。

　肩にもたれかかってくる体温のない腕と、接せつ吻ぷんの近さでこっちを見るガラス玉の瞳ひとみ。

　それらは──それらを見て、恭一は。

　偽にせ物ものの髪の光こう沢たくがゴキブリの背よりも気持ち悪い。

　押し付けられた樹脂、その胸の曲きよく線せんは蛇へびの硬い鱗うろこの質感に思えておぞましい。

　重力に従って揺れる腕は、蠢うごめきながら天てん井じようから落ちてきたムカデみたいで怖おぞ気けが走る。

　何も映さない瞳ひとみは腐った魚の目玉に似ていて、精神を喰くい尽くされるようだ。

　整ととのった無表情は暗闇に浮かぶ幽ゆう霊れいよりもなお、背筋を凍こおらせる。

　着せたドレスの布地、そのレース部分は女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もの足が絡からまっているかのよう。

　ひらひらと揺れるスカートは、繁はん殖しよくした黴かびが風で揺れているみたいで鳥肌が立つ。

　身体から発散される化学的な樹脂の匂においに吐き気が止やまない。

　そしてそれらすべてが、自分の身体に、密着している──。




　声にならない絶叫が、部屋を越えて家中に響ひびき渡った。
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　殊こと子こさんと上うえ野のくんを家に運ぶ途と中ちゆうで、私は囚とらわれていた間の経緯いきさつをマスターから聞かされました。内容は主に、きみちゃんのことです。

　担任である別べつ保ぽ先生に、きみちゃんが連れ去られたこと。

　そして彼もまた、無限回廊エターナル・アイドルによって虚軸キヤストを植え付けられた可能性が高いこと──。

　私にとってそれは予測の範はん囲い外がいでした。しかし、起きてしまったものを覆くつがえすことはできません。こうなってしまったからには、きみちゃんとひめひめ、ふたりの身柄を一刻も早く確かく保ほし、彼女たちを日常へと戻す。それが、彼女たちの友人である私の役目です。

　失敗は許されません。もとより失敗する未来を可能性としては考こう慮りよしません。

　私とマスター、ふたりがいれば、それは決して不可能なことではないはずです。

　が、しかし。

　どうやら出しゆつ撃げきするのは私とマスターのふたりだけではないようで──現在、学校の保ほ健けん室しつでは、くっ付いて来る予定であるあとひとりが、大いに暴あばれていました。

「ふざっけんじゃないわよ！　冗じよう談だんじゃないわ！」

　彼女の名前は舞まい鶴づる蜜みつ。黒一色の長髪と人好きのしない刺とげ々とげしい視し線せんがチャームポイントの、ちょっぴり怒りっぽい十五歳さいです。……慣なれない表現を使うものではありませんね。

「だいたいあの女、私を小こ馬ば鹿かにして……！」

「も、いいじゃない。許してあげなよ、蜜。怪け我が、ちゃんと治ったんだから」

「そうよ蜜さん。怒り過ぎるとカルシウムが不足して骨がぼきぼきぼきぼき折れるそうよ。ぼきぼきぼきぼきぼきぼきぼきぼき。うふふふふふ……」

「くだらないこと言ってんじゃないわ佐さ伯えき！　あんたにも責任あるのよ!?」

　里り緒おさんがなだめ、佐伯先生が茶ちや化かしますが、蜜は収まりません。

　彼女が怒っている理由。

　それは、殊子さんのことでした。

　頭を打って昏こん睡すいしていたマスターが目覚めるよりも更さらに前。

　上野くんの虚軸キヤスト『悲ラしグきド玩ー具ル』により、両足をセルロイドにされ破は壊かいされた蜜は、佐伯先生に怪我を治すように要請したそうです。しかし佐伯先生は、無む機き物ぶつとなった足は自分では治せない、殊子さんの力が必要になると、そう告つげたのでした。だから今は我慢しろ、上野くんの虚軸キヤストを消滅させたら殊子さんと一いつ緒しよに怪我を治すから、と。

　故ゆえに蜜は保健室のベッドで、殊子さんが私を奪だつ還かんしてくるのを待っていたのです。

　しかし。殊子さんは虚界渦アンダーゲート開放により三日間ほど眠りっ放しになるという事実を、蜜は知りませんでした。そこでまず、自分の怪我が三日後ではないと治らないと思い激げき怒どします。

　そして、更に。

　実は佐伯先生の言ったことは殊子さんの入れ知恵で吐ついた嘘うそっぱちで、本当は佐伯先生ひとりでも蜜の怪我はちゃんと治せるのだということを、つい先さき程ほど、身を以もつて知り──最初から騙だまされていたことに気付いて、あとは言わずもがなという訳わけです。

　それにしてもこの怒り方、火に油というよりも火山にナパームと形容した方が適当ですね。

「いいから落ち着けよお前……」あまりの怒りっぷりに、ついにマスターまでがなだめに入ります。「だいたい、佐さ伯えき先生が治せるって知ってたら、お前どうしてたんだ？」

「もちろんさっさと怪け我が治して行ってたわよっ！」

「だからお前がそうやって暴ぼう走そうするのがわかってたから殊こと子こも黙だまってたんだろうが……」

「黙ってたんじゃないわよ、騙だましてたのよ！」

「一いつ緒しよだ！」

「全然違う！」

　歯を剥むき出だしにして怒り狂う蜜みつ。

　ちなみに彼女の怪我はつい数分前に佐伯先生によって治ち癒ゆされ、今は五体満足です。ことによるとあのままにしておいた方が平和だったのかもしれませんが。

「あの女どこよ！　出しなさい！」

「家で寝てる……ってか、どうするつもりだよお前」

「すーぴー眠りこけてる間に額ひたいに肉って書いてやるわ！」

「……何だよそのガキっぽい復ふく讐しゆうは……」

「そうですよ、舞まい鶴づる蜜。書くならせめて骨にしておきなさい」

「硝しよう子こ、お前も場を混乱させるな！」

　実際問題、上うえ野のくんの虚軸キヤストを破は壊かいしていないまま怪我を治しても、佐伯先生の力の性質上、まったく意味はありません。制限時間内に因果を消さないと元の状態に、それも利子付きで戻ってしまうのが『アンノウンゆらゆら』の能力です。しかしどうやら蜜は、制限時間内にそれができると本気で思っていたらしく──直ちよく情じよう径けい行こうにもほどがあります。

「……ふん。まあ、終わったことはもう仕方ないわ」

　保ほ健けん室しつのベッドをひっくり返してようやく気分が収まったのか、蜜がようやく、忌いま々いましそうに吐き捨てました。ひとしきり暴あばれれば機き嫌げんが治るというのも問題ありですが。

「何よ機き械かい人形、……文句あるの？」

「いえ特には」視し線せんに気付いた蜜が私を睨にらんできたので、誤ご魔ま化かしておきました。

　まあ、ともあれ。

「マスター……そろそろ出掛けるのが適当と判断します」

「そうだな」

「場所はわかっているのですか？」

「たぶん、別べつ保ぽ透とおるの家……だろうな」

「何か理由でもあるの？　私、これ以上の無む駄だ足あしはまっぴらよ」

「憶おく測そくだけど、確かく実じつ性せいはある」蜜の疑問に、マスターは答えます。

「行ってみればわかるさ」

　自信たっぷりに断言したのを見て、舞まい鶴づるは鼻を鳴らし、それでも反はん論ろんはしません。

　ただ、私にはわかります。マスターは──根拠があるにはあるけどこいつにいちいち説明するのは面めん倒どう極きわまりない、という顔でしたから。さすがマスター、合理的な結論です。

「ねえ晶あきら、里り緒おはどうすればいいかな？　里緒も行く？」

「そうだな。……念のため、殊こと子こに付いてやっててくれ」

　里緒さんの虚軸キヤストである猫の小こ町まちは、現在分裂した数匹が殊子さんの家に留とどまっています。それだけではなく、直接行って警けい護ごしてやれ、という意味でしょう。

「それに……ある程度戦力を分散しておいた方が融ゆう通ずうも利きく」

　マスターは考え込みながらもそう言いました。確たしかに、無限回廊エターナル・アイドルに裏をかかれた時、全員でのこのことひとつところに集まっていては不利になることもあります。

「ありがとう、晶。晶は、里緒を信用してくれるんだね。嬉うれしいな」

　万が一の場合はひとりで戦うことになる里緒さんは、それでも嬉しそうに、マスターへと微ほほ笑えみかけました。マスターは少し済まなさそうにした後、

「じゃあ、行くか」

　椅い子すに腰掛けていた佐さ伯えき先生を一いち瞥べつしました。

　別べつ保ぽ先生の家は、挾はさ間ま市しと玖く珠す市の境にあります。ここからは車で二十分程度。

　促された佐伯先生は、ゆらりと立ち上がります。

「あ……そう言えば」そして、不意に。

「ちょっと待ってくれるかしら？　蜜みつさんに……殊子さんから預かりものがあったの」

　虚うつろな眼で視し線せんを彷徨さまよわせながら、思い出したようにしゃがみ込みました。

「……何よ」蜜が、顔中の筋肉を使用して厭いやな顔をします。

「これ以上あの女に振り回されるなんてまっぴらなんだけど、私」

　ぶつぶつと呟つぶやく蜜を無視し、佐伯先生はさっきまで自分が肘ひじを突いていた机の下に腕を突っ込み、大きなトランクをひとつ、ずるずると引ひき摺ずり出しました。

「これよ。……うふふ、何が入っているのかしら？　胎児とかだったら素す敵てきだわ」

「素敵じゃねえよ」

　げんなりした顔でマスターが小声のつっこみをします。どうも彼女たちと一いつ緒しよにいるとマスターはつっこみ役に回らざるを得ないようですね。

「何なのよ、この大層なものは」

「ね、ね、開けてみてよ、蜜。プレゼントって素敵だね」

「うふふふふ……胎児だったら生まれた途と端たんに絶命ね……産うぶ声ごえが断だん末まつ魔ま……」

　それぞれが思い思いの科白せりふを口にしつつ、床ゆかの上に置かれたトランクに注視します。マスターも無言ながら、遠目に覗のぞき込んでいました。もちろん私も。

　そんな衆しゆう人じん環かん視しの中。くだらないものだったら承知しないわ、と。

　蜜みつが不ふ機き嫌げんそうな顔で、ロックを開き蓋ふたを開けました。

　そして、中に入っていたそれを、全員が目にし──、

「わあ……綺き麗れい！」里り緒おさんは歓声をあげ、

「ち」佐さ伯えき先生は残念そうに舌打ちし、

「へえ」マスターも思わず眼を見開き、

「…………ふん」蜜は、忌いま々いましそうに失笑。

　そこに、そのトランクの中、綺き麗れいに畳たたまれていたのは。

　きらびやかな、一着のドレスでした。

　畳まれているので細部のデザインは見えませんが、開いた襟えり元もとには繊せん細さいなレースが施ほどこされています。布地は滑なめらかなヴェルベット。黒い光こう沢たくは蛍けい光こう灯とうに反射した部分だけ仄ほのかに青あおく、胸部分には小さくつや消し黒の糸で蝶ちようの刺し繍しゆうがあしらわれていました。

　ドレスの上には一枚、カードが置いてあります。

『愛いとしのみっちゃんへ』などと手書きで記してある辺あたり、かなりのやり手。

「胎児じゃなかったわ。残念ね……」佐伯先生がぼそりと呟つぶやきますが、誰だれも聞いていません。

　全員が、そのドレスに──魅み入いっていました。

　やがて。

「……やってくれるじゃない」

　蜜が、そう、ぽつりと口にします。

「いいわ。最初で最後よ。あんたのくだらない茶ちや番ばんに付き合ってあげる」

　その声は、どこか楽しげで、同時にどこか悔くやしげでもありました。

　言って──無造作に、トランクの中に畳まれてあったドレスを掴つかみ、立ち上がります。

「五分待ちなさい。着替えるわ」

　私たちに向き直り、こっちを見たその瞳ひとみは、僅わずかに怒っているようにも見えます。

　しかしこれは或あるいは、舞まい鶴づる蜜という人間の喜びなのかもしれません。

「佐伯、あんた、着替えを手伝って。他ほかの奴やつらは全員出て行ってなさい」

　居い丈たけ高だかな口く調ちようでしたが、それでも気け配はいは厳げん粛しゆく。

　私も、里緒さんも、マスターも。文句は言わず、素直にそれに従います。

　保ほ健けん室しつの扉とびらを後ろ手に閉めてから、マスターが苦笑しました。

「殊こと子こめ……あいつ、謀はかってやがったな」

「どういうことですか？」

「あんなもん見せられたら、あいつを連れて行かざるを得ないだろう？　……義妹いもうとに華はなを持たせようとしたんだろうさ。直なお川かわ君きみ子こを助けたがってる、あいつに」

「きみちゃんを、ですか？　……何な故ぜです？」

「あとで教えてやるよ」

　どうやらマスターは、殊こと子こさんに何かを聞いていたようです。

　舞まい鶴づる蜜みつと、きみちゃん。ふたりの間に過去、何かがあったのでしょうか。

　私はそれを寡か聞ぶんにして知りません。ただ──どちらにせよ、きみちゃんは私の友人であり、彼女を助けなければならないのは私も同じです。

　保ほ健けん室しつの壁かべに寄り掛かって待ちながら、私は有ゆう機き体たいの脈拍が早まっているのを知覚しつつ、それでも鼓動を抑えることをせず、小さく息を吐き出しました。




　舞鶴蜜が着替え終わるのを待ってから、私たちは車に乗り込みます。

　倉庫からの帰りとは違い、今度は後部座席に三人詰めることもありません。

　助手席に蜜。後部にマスターと私。佐さ伯えき先生の大事なステファニーは、舞鶴の強引な所しよ業ぎようによってトランクに放り込まれています。先生はぶつぶつと文句を言っていましたが、やがて諦あきらめたようにしてエンジンを回し、車を発進させました。

「辿たどり着くまでは……二十分程度でしょうか？」

「そうだな。正せい確かくな時間まではわからないけど、だいたいそんなもんじゃないか？」

　私の質問に、マスターは妙に落ち着かない素そ振ぶりでそう答えます。

　車は法廷速度を遵じゆん守しゆした実に丁てい寧ねいな運転。早く着くに越したことはありません。この場合深夜ですし、もう少しスピードをあげても問題はないのかもしれませんが、マスターは急いでくれと言うつもりはないようです。

　それどころか、ほっとした表情で深く息を吐ついているのですが──過去に佐伯先生の車に乗っていて何かあったのでしょうか？　私にとっては先さき程ほどの帰り道と同じなのですが。

「……ところで、蜜さん、晶あきらさん、硝しよう子こさん」

　と、走り始めてから数分経たって、佐伯先生が小さな声で私たちに問い掛けました。

「音楽、かけてもいいかしら？」

　──途と端たん。

　マスターが硬直。暗い車内でもわかるほどに青ざめ、

「それは勘弁してください」ぴしゃりとそう言いました。

「あら、何よ。音楽くらいいじゃないのよ」

　しかし、助手席で黙だまりこくっていた蜜が、ドアで頬ほお杖づえを付きながら退屈そうに反はん論ろんします。

「心が狭いわね」

「舞鶴、お前はなんでこういう時に限って素直に……！　いや、そうじゃなくてだな！」

「どうしたのですかマスター。音楽をかけることにデメリットがあるとは思えません。これから敵地へ向かう緊きん張ちようもあるでしょうし、それを和やわらげるためであれば」

　何な故ぜか慌あわてているマスターに私はそう進言しますが、

「硝しよう子こ！　お前はちょっと黙だまってろ……！」マスターは必死です。

　意味がわかりません。

「かけたいなら勝手にかければ？」

「おい舞まい鶴づる!?　お前、待て、いいか？　この車のな……」

「マスター……脈拍が異常に速まっています。何な故ぜですか？」

「だから、いいから硝子も止めろ！　理由は後で説明する！」

　あたふたと要領を得ないマスターへと振り返った蜜みつが、無言で怪け訝げんそうに眉まゆをひそめ、運転席の佐さ伯えき先生に、無視していいわよと呆あきれたように言います。

「いや、だから、ちょ、待っ……」

「うふふふふ……多数決で可決」

　佐伯先生は、そんなマスターをミラー越しに一いち瞥べつすると、カーステレオに手を伸ばします。

「じゃあ……交こう響きよう曲きよく十三番『こもれび』」

「あら、クラシックなの？」

　やめろ、と。マスターが叫ぶ前に、スイッチがオンされました。

　スピーカーに電源が入り、音楽が始まる前特有の高周波ノイズが、車内に充ち、

　そして──。




　その後の経けい緯いは省略します。

　とにかく、私にも蜜にも予想外だった阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずが車内で繰くり広げられたのです。

　……私は、今後マスターが狼ろう狽ばいしている時はちゃんと言うことを聞かなければならないということを、改めて学習しました。




　　　　‡




　薄うす闇やみの中で直なお川かわ君きみ子こが眼を覚ましたとき、まず感じたのは痛みだった。

　左腕だ。ずきずきと熱ねつを持って疼うずく、今まで感じたことのないほど大きなものだ。

　それに頭がぼうっとして、全身がだるい。腕からの熱が全身に広がっているようで、動く気力もなければ思考する余裕もない。どうして腕が痛いのかとか、ここはどこだろうとか、今は何月何日の何時だろうとか──疑問には思うが、筋道をたてて考えることができなかった。

　仰あお向むけに寝かされていた。薄い布団の上で、自分の家ではない匂においがする。

　それも、よくわからない。思考するのが面めん倒どうだった。

　取とり敢あえず最低限の本能的な行動として、痛む左腕を右手でさすってみた。

　包帯でぐるぐる巻きにされている。

　腕の周囲を撫なで回してみると、どうも板かなにかを腕に添えられているらしい。

　折れてるのかな、と思った。

　骨が折れたらこうやって固定するはずだ。ただし過去に骨を折ったことはないのでよくわからない。ただドラマや本で得た知ち識しきだけで、君きみ子こは判断する。

　ゆっくり身を捩よじって、折れた腕、その指先に触れた。

　指先には感覚がある。頑がん張ばれば自分で動かすこともできる。だったら大丈夫だろう。

　でも、ここはお医者さんじゃなくて、自分の家でもなくて。どこなのだろう？

　その疑問は長く続かなかった。正せい確かくに言うなら、頭が働かなかった。

　鈍にぶい痛みと骨折による発はつ熱ねつは、君子の脳を上う手まく機き能のうさせない。

　苦しさに息を吐ついた。その時。

「……では、私に教え子を殺せと言うのか？」

　壁かべひとつ隔てた向こうから、不意にそんな言葉が聴きこえてきた。

　声には覚えがある。毎日、朝礼と終礼で習しゆう慣かんのように聞く、厳げん粛しゆくで、相手に緊きん張ちようを強しいる、そんな声。担任の、別べつ保ぽ透とおる先生だった。

「そうは言っていない。が……確たしかに結果だけを見るならそうなるな」

　先生に応こたえたのは、男っぽい喋しやべり方なのに、女の人の声。

　誰だれだろう。声そのものは君子の記き憶おくにあるような気がしたが、思い出せない。

「私は教師だ。教え子を殺す訳わけにはいかない」

「ほう、それはそれは高こう潔けつなことだ」

　教え子。殺す。別保先生の言葉はやけに剣けん呑のんだ。

　まさか自分のことを言われているのではないか。一いつ瞬しゆんだけどきりとする。

　緊張とともに、熱っぽい頭で、それでも君子は隣りん室しつの会話に集中した。

「しかし、しかしだ、別保透。お前はもう、人間を殺しているだろう？」

「人間を殺すのと教え子を殺すのとは違うだろう。教え子は守るべき存在だ」

「そうか……なるほど、そういう理屈か」

「とにかく、舞まい鶴づるは悪いことをした訳ではない。だから殺す必要はない」

「しかし、やはり面おも白しろいな。世界を手に入れてなお、こうまで揺ゆらぎがないとは」

「何が面白いというのだ？」

「お前は、恐らく……空っぽなんだ、別保透」

　会話の意味がまったくわからないのは、頭がぼうっとしているせいなのか、それとも単に難むずかしい話をしているからなのだろうか。

「空っぽ、だと？」

「ああ、そうだ。この偽にせ物ものの世界はな、この世に居座るのに代だい償しようを必要とする。固定剤リターダとなった人間の一部を欠落させて、その隙すき間まに移り住む。だがな。お前にはそもそも……最初から何もない。故ゆえに虚軸キヤストを居座らせても、欠落するものもない。虚軸キヤストにしてみればさぞ居い心地ごこちがいいだろうな。……何もない空白だ。最初から居場所が用意されていたも同然だからな」

「お前の話は理解できない。ただ、私の中にあるこれは、特に私から何かを奪ったということもないと思うが。……確たしかに、ほんの少しの高揚感はあるが」

「まあいいさ。どちらにせよお前は、希け有うな存在だ。自身の内に罪悪感の欠片かけらもなく人を殺せる、それは確かに才能でもなく偶然の産物だが……希有であることには変わりない」

「やはりお前の言っていることはわからない」

「わからなくてもいいさ」

　大人おとなの男の人のように喋しやべる女の子の声と、落ち着いた声の別べつ保ぽ先生。

　君きみ子こはぼんやりと会話に傾けい聴ちようしつつも、やっぱり何か変だ、そう感じる。

「どちらにせよ、お前とあいつらの理屈は決して相あい容いれない。だったらお前があいつらを悪と断じるのもそう難むずかしいことではないさ。そしてお前は、悪と断じればたとえ教え子であろうと関係なく殺せる、そういう人間だ」

　この会話はとても危険なのではないか、そう思った。

　何かの歯車が狂っている。まるで現実味がない。

　この場所にいてはいけないのかもしれない──そんな恐怖が背筋を伝った。

　だけど。

　次に発せられた声によって、君子の思考は途と切ぎれる。

「そう、お前は誰だれだって殺せるんだ。……さっき殺した、直川君子の母親のように」

　──え？

　不意に呼ばれた、自分の名前。そして、母、という単語。

　頭の中でぐるぐる回る。

　殺した。直なお川かわ君子の母親。

　お母さん。お母さんを──殺した。

「おかあ、さん」君子は呟つぶやいた。

　母親。君子の母。どういうことだろう。

　自分の母は、最初から、どこにもいないのに──。

　階下で、チャイムが鳴った。

「ほら、来たぞ」少女の声が嗤わらう。

「出迎えてやれ。まぁ、出迎えなくても向こうから乗り込んでくるだろうがな」

「承知している」先生がそれに応こたえ、立ち上がる気け配はい。

　それから部屋を出て、廊下を過ぎ、階段を下りていく音。

　何が何だかまったくわからない上に、頭がどうにも上う手まく働かない。君子はマシュマロのようにふわふわとする意い識しきの中、混乱する思考をまとめる気力もなくしていく。

　すす、と。

　襖ふすまの開く音がしたので、かろうじて首だけをそちらに向けた。

「さあ、直なお川かわ君きみ子こ。お前と私を主役にした残ざん酷こく劇げきが始まるぞ」

　言った声は少女のもので──眼に映る姿も同じだ。

　ふたつに束ねた髪と、少しだけ子供っぽい顔。君子と同年代の身体からだ付き。

「だ……れ？」

「さてな」浮かされながら発した問いに、少女は顔に似合わない笑えみを見せる。

「お前の友人か、或あるいは俺おれそのものか。あの失敗作の行動如何いかんで、俺が誰だれかは変わるよ」

　耳に届いた言葉を頭で飲み込む余裕はなかった。

　君子の意い識しきは、再び深い眠りへと落ちていく。
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　築ちく四十年になる和風の木造建築は、階段を下りると玄関へと続く真まっ直すぐな廊下の左右に、十二畳じようの居間と十畳の客間がそれぞれ隣りん接せつしている。二階の寝室からは玄関まで歩くと一分程度かかった。しかし別べつ保ぽ透とおるは、チャイムが鳴り、いつもの速度で客を出迎えに歩く。

　結果──彼が目にしたのは、壊こわれた玄関と、そして開け放たれた、居間の襖だった。

　別保は、廊下を進み、居間の入り口へと立つ。

　そこに、侵入者がいた。

「マスター！」

　最初に彼に気付いたのは、後頭部にリボンを着け、ワンピースを纏まとった身長の低い少女だった。振り返った彼女の顔は知っている。

　自分の担当するクラスの生徒。城き島じま硝しよう子こだった。

　隣となりにいた少年が別保を見て咄とつ嗟さに身構える。彼の顔は昼間の三者面めん談だんで目にした。硝子の従兄いとこで、城島晶あきら。彼女と同居する、二年三組の生徒。

　ただ、今の別保にとってふたりは、それとは別の意味合いも持つ。

　この家にいる『無限回廊エターナル・アイドル』と敵対する虚軸キヤスト──『全一オール・イン・ワン』だ。

「あらあら。捜さがさなきゃいけないのかと思ってたけど、すぐ出てきてくれたのね」

　そして、もうひとり。

　城島晶と城島硝子の背はい後ごから、彼らを押おし退のけるようにして、前に進んできた少女。

「……舞まい鶴づるか」別保は、彼女の名を、無感動に呼んだ。

　舞鶴蜜みつ。

　虚軸キヤスト──『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』。

　漆しつ黒こくの服を着ている。ドレスともワンピースともつかないその輪りん郭かくは──奇妙だった。

　滑なめらかに、蛍けい光こう灯とうに反射して鈍にぶく光る布地は天鵞絨ビロード。

　スカートは細く、裾すそが斜めにカットされている。左は腿ももほどに短く、右は踝くるぶしを隠かくすほどに長い。カットされた部分には薄うすく白いシルクのレースが繋つなぎ合わされ、全体としては緩ゆるやかに広がるロングスカートに見えた。靴は履はいたままで、畳たたみを踏むその足は左右で色の違う、スカートと逆に配置されたモノクロームの革靴だ。

　上半身。襟えり口ぐちは歪いびつな曲きよく線せんで開き、胸元には黒の布地とは艶つや違いの、黒い蝶ちようの刺し繍しゆう。白い首には幾いくつかのチョーカーやペンダントが巻かれている。その内のひとつ、銀ぎんの縁ふち取どりに目玉を模し、白目に赤の血管を透すかしたグロテスクなものが殊こと更さらに目立っていた。そして襟からなだらかに連なるのは、スカートとは逆に左が十分で右が七分の細い袖そで。切りっ放しの右袖は布の解ほつれがそのまま意匠となり、厳げん粛しゆくな中に一抹の荒々しさを添えている。

　それは左右非対称アシンメトリーの、喪も服ふくともゴシックともつかない、異装──。

　別べつ保ぽの三メートル手前に立った舞まい鶴づる蜜みつは、別保の姿を睨にらみ付け、塗ぬった唇くちびるを歪ゆがませる。頭部に結ゆわえた小さめのヘッドドレスが、それと一いつ緒しよに微かすかに揺ゆれた。

「……ようやく、あんたの前に立てたわ」

　嬉うれしそうに、そしてどこか苛いら立だたしげな声。

　しかしその言葉を前にして、別保は特に何も感じることはない。

　さっき無限回廊エターナル・アイドルにも言った通り、彼にとっては善悪のみがすべての判断基準であり、その基準に従えば舞鶴蜜を殺す必要など皆無だ。

　故ゆえに、自じ己この中にあり、同時に自己の中で生まれたものではないそれに従い、言う。

「人の家に勝手に入ってくるものではない、舞鶴」

「……とぼけないで」ただそれは──舞鶴には、通じなかった。

「君きみ子こはどこ？　さっさと出しなさい」

「直なお川かわはこの家にいる。だが、お前に渡す訳わけにはいかない」

　別保は無感情に告つげる。口にした通り、渡す理由はない。

「虐ぎやく待たいからは解放した。何も問題はないだろう？」

「解放した、ですって？　あんた、いったい何を……」

　舞鶴が、その言葉を聞いて眉まゆをひそめた。

　焦あせっているふうにも見える。何な故ぜ焦っているのかはわからない。そもそも──他者が焦っていたとしても、別保はそれに共感できず、ましてや理解もできない。

　他者の意志を省かえりみず自分の意志を優ゆう先せんし強要する。

　そして同時にその意志とは、価値を知らずに刷すり込まれた、融ゆう通ずうの利きかない基準のみ。

　故に彼は、酷ひどく当たり前のことのように、

「殺した」そう、口にした。

「な……っ」その場にいた三人が、同時に目を見開く。

　驚おどろいた理由はわからなかった。だから説明する。

「その後の処遇についても問題はない。直なお川かわはもう、母親のことは忘れている。……お前が気にしていたのは、親の死によって娘が悲しむということだろう？」

　昼間に交かわした会話。文脈から推理するに舞まい鶴づるは、直川君きみ子こと母親を引ひき離はなすと君子が悲しむと、そう思っていたようだった。だったらこれで問題はないはずだ。

　そもそも存在を忘却してしまえば、悲しみなど最初からなかったことになる。

「忘れている、だって……？」城き島じま晶あきらが、不意に呟つぶやいた。

「まさか、あんた……いや」

　何かを想像するように、別べつ保ぽを睨にらみ付けたまま、城島は思考を巡らせているらしい。

　わからないのならば説明してやろう、そう思い別保は口を開きかけた。

　が──途と中ちゆうで、止やめる。

　背はい後ごに、気け配はいが立ったからだ。

「そうだ、失敗作」

「……お前……！」城島が絶句する。それと同時。

「直川君子の母親は、俺おれが小さな虚ゴ軸ミを植え付けて、その後でこいつが殺した。だから世界からは抹消され、あとには何も残らない、そういう訳わけだ」

　少女がひとり、廊下から歩み出て、別保の隣となりに立った。

　本名は知らない。ただ、虚軸キヤストの形式名モデリングを『無限回廊エターナル・アイドル』という。

　自分に虚軸キヤストを与えた彼女は、城島を目の前に、皮肉げに嗤わらった。

「ほう……どうやら、取り戻すところまでは行ったようだな」

　城島はそれを聞き、一いつ瞬しゆんだけ表情を失い、今にも飛びかかってきそうなほどに身構えた。

　しかし直後、思い直したように表情を改め、一歩後退する。

「ふん。少しは成長したらしいな、失敗作」

「今はまだ、あんたと僕の時間じゃないんでね。それに僕だって……一日に二度も同じ失敗をするほど惚ぼけちゃいないし、愚かでもないさ」

「ふん。失敗作でもか？」

「失敗作でも、だ」

　その会話に満足したかのように、無限回廊エターナル・アイドルは踵きびすを返し、廊下へと出て行く。

　そしてすぐに、直川君子を抱え──戻ってきた。

「そら、褒ほう美びだ。或あるいは賭かけ物と言った方が自然か？　勝った方が持っていくといい」

　君子を居間の壁かべ際ぎわに、寝かせるようにして置く。動かない。眠っている。

「正直なところ、俺にはさほど興きよう味みがない。もう使い終わったも同然だからな。今後また使うこともあるかもしれんが……それはまだ先のことだ」

「後にも先にも、きみちゃんがあなたに利用されることを私は認めません」

　城島硝しよう子こが無限回廊エターナル・アイドルに反はん論ろんした。

「ああ、『全一オール・イン・ワン』。戻ってきたのか。どうだった？　主人に一度裏切られた気分は」

「裏切られてなどいません。理解しかねる質問です」

「ふふ……なるほど、そうか。そう来るのか」

　無限回廊エターナル・アイドルと彼らは、別べつ保ぽに理解できない会話を行っている。ただし、興きよう味みはない。

「後にしろ」だから言った。

　別保の言葉にくつくつと笑えみ、彼女は頷うなずく。

「では、巻き添えを食いたくはないから部屋から出ていよう。ああ……心配するな失敗作。俺おれはどこへも行かない。ちゃんと待っておいてやる」

「わかってるさ」

「くく、そうか」

　直なお川かわ君きみ子こを置いて、無限回廊エターナル・アイドルが部屋から出て行く。それに伴って、硝しよう子こと晶あきらのふたりもまた、舞まい鶴づるに道を譲ゆずるようにして部屋の隅へと後退した。

「さて」だから別保は、相変わらず自分を睨にらみ付けている、舞鶴へ──問う。

「さっきも言った通り、私はお前を殺す理由などどこにもない」

　悪事を行っている母は、殺すことによって糾ただした。故ゆえにもう彼女は虐ぎやく待たいされることもない。

　だったら、何も問題はない。為なすべきことは終わったのだから。

「ひとつ……尋ききたいんだけど」

　そんな別保の思いとは裏腹に、それでも舞鶴は、向けてくる敵意を緩ゆるめなかった。

　いや──それどころか、殺さつ気きはますます、増大している。

「あんた何な故ぜ、君子の母親を殺したの？」舞鶴は言う。

「悪事を行ったからだ」別保は応こたえた。

「それは虚軸キヤストを身の裡うちに飼ったせいで生まれた考え？」

「違うな。私はこんなものを手に入れなくてもそうしただろう」

　掌てのひらを一いち瞥べつし、断言する。それを見て舞鶴は、そう、と頷き、

「だったらあんたは、今までもずっとそうしてきたっていうの？　その悪事とやらを行った奴やつを、誰だれでも見境なく殺してきたって？」

「そのようなことはない。私が糾し、悪が糾されれば殺しはしない。過去に私が殺したのはひとりだけだ。直川の母親を入れるとふたり、か」

「じゃあ、どうしてあの子の母親を殺したの」

「糾したが、彼女は改める気け配はいを見せなかった。それに加え、丁度時を同じくして、死体を処理する手段を得たのでな。だから殺した」

「あんた、何言ってんの……？　手段を得たから殺した、ですって？」

「ああ、そうだ」

「だったら……その手段がなければ殺さなかったとでも言うの!?」

「いや。今回はどのみち殺すつもりではあった。ただそれは時と場合による。死体の始末は労力が大きい。だから今まではできるだけ最後の手段としていただけのことだ」

「冗じよう談だんじゃないわ。意味がわからない……虐ぎやく待たいは悪で、それを改めなかったから殺した？　あんたのその基準だと、人殺しは悪じゃないっての？」

「人殺しが、悪？」言われて、別べつ保ぽは考える。

　虐待は悪だ。親が子供に対して不当に暴ぼう力りよくを振るうのは悪だ。それは親に教わった。

　だが、人を殺すことは。人間の命を奪うことは──、

「そんなこと、私は教わっていないし、禁止されてもいない。だから悪ではない」

「教わる……禁止？　誰だれによ」

「私を育てた両親だ」

　返事に、舞まい鶴づるは愕がく然ぜんと立ち尽くした。

「両親、ですって？」

「そうだ。それがどうかしたのか？」

「あんた、親が正しいって言ったことだけを今まで守ってきたっていうの？」

「当然だ」

　何な故ぜ舞鶴がそんな当たり前のことに驚おどろいているのか、別保にはわからなかった。

「そう、……そういう、こと」

　やがて舞鶴は顔を俯うつむかせ、得心したように息を吐ついた。

　理解したのだろうか。だったら、帰ってもらおう。

「わかったのならもういいだろう？」

「……何を言ってるの？」しかしその言葉に一転、薄うすい笑えみを浮かべ、

「わかったのはね、あんたのことよ」

　身構える。

「あんた……どうしようもないわ」

「どうしようもない？　どういうことだ？」

「要するにね。会話なんて通じない……ただの木で偶くってことよ。正義だ悪だって、そんなつまらない二に元げん論ろんに支配されてただけかと思ってたら、挙あげ句くその意味すらも自分では理解していないとはね。両親に言われたから守ってる、ですって？　は……要するにあんたの中には元々、善悪の観かん念ねんなんて存在していなかったって訳わけだ。教えられたことを理解しないままに、ただ従ってた？　そこまでバカな論理だと、却かえって異常性が際きわ立だつわね」

　両足を広げ、畳たたみを、地面を咬かむようにして、舞鶴蜜みつは別保を睥へい睨げいする。

「もういいわ気違い。これ以上の会話は無む駄だよ。あんたを殺して、君子を連れて帰る」

「帰るのは構わん。だが、直川をお前に渡す訳にはいかない」

　そうだ。何故なら──、

「直なお川かわの母親から話を聴きいて知った。どうも直川は、母親に対して随ずい分ぶんと悪い子だったようだ。もちろんそれは、母親の言いい訳わけである部分もあるかもしれない。だが、そうでない部分もあるだろう。私はこの後……直川のそれを、糾たださねばならない」

　その言葉と同時。

　舞まい鶴づるが目を細め、別べつ保ぽに一層、刺とげ々とげしい視し線せんを送る。

「なるほどね。……だったら尚なお更さらよ。私は……あんたを殺す」

「そうか」ならば、仕方がない。

「正義の行使を邪じや魔まする者は、即すなわち悪だ。舞鶴蜜みつ、お前がそれを改める気がないのであれば、私はお前を殺して、その悪を糾そう」

　別保は、直川が倒れている場所へ一歩移動し、彼女を背はい後ごにする。

　廊下へ繋つながる襖ふすまを指差した。

「城き島じま晶あきら、それから城島硝しよう子こ。……隣となりの居間にでも行っておけ。私はお前たちを殺す気はない。無限回廊エターナル・アイドルと何かしたいのなら、勝手にするがいい」

「……舞鶴」城島晶は、疑うような目で別保を見み据すえたまま、舞鶴へ問う。

「行きなさい。あんたたちがいたら、私も邪魔なの」

「わかった。行くぞ、硝子」ゆっくりと、城島晶と硝子のふたりが歩き始めた。

　こちらを警けい戒かいしながらも、足取りに迷いはない。

「舞鶴蜜、きみちゃんを……」

「あんたに言われるまでもないのよ、機き械かい人形」

　投げ掛けられた言葉を吐き捨てて返し、舞鶴は別保を睨にらみ付けてくる。

　やがてふたりが、別保の横を通り過ぎ──廊下へと、消えていく。

「……さて」それを見届けてから。

　舞鶴がゆっくりと、その黒い髪を掻かき上げた。

「邪魔がいなくなったところで……遠えん慮りよなく殺し合いましょうか？」

「殺し合うのではない。私がお前を殺すだけだ」

　言って、身構える。

　舞鶴はとうに身構えている。ふたりの間に、殺さつ気きが充ちる。

　別保は──目の前の、制裁すべき相手を前に、

「では、私から見せようか。……舞鶴蜜」

　それを、作り出した。

　ぐぁん、と。

　音とともに、薄うす紅べに色いろの、半透明の球体が、別保の背後に出現する。

　バレーボール大の、空中に浮遊する完全な真球。

「……『二シ元エをイ分カつー永メ劫イ領カ域ー』という」

　別べつ保ぽの意思によって自在に動き回るそれは、

「この球体の内と外、その境きよう界かい線せんは……すべてを削り飛ばすぞ」

　別保の認にん識しきにおいて世界は善悪のふたつに分かれるように、この球体もまた、内部と外部とを分断する──つまりこれは、別保の世界そのものである、正義の鎚つちだ。

　正直に力の性質を打ち明けたのは、負ける要素の見当たらないが故ゆえ。

　牽けん制せいと威い嚇かくを込めて、球体を舞まい鶴づるに投げつけた。

「……ふん」軽やかに身を躱かわし、頭部へ迫ったそれを回かい避ひする舞鶴。勢い余った『二シ元エをイ分カつー永メ劫イ領カ域ー』は背はい後ごの雨戸へと激げき突とつし、ぎちぎちと音をたてながら雨戸そのものを削り取る。

　一いつ瞬しゆんの後、貫通。

　突き破り庭へと出たそれを、別保は即座に呼び戻した。

　もう一度雨戸を破は壊かいし、舞鶴の背後から。

　それは読まれていた。彼女は身を屈かがめ、頭上にやり過ごす。投げてしまうと軌道を途と中ちゆうで上う手まく変えられないのが難なん点てんだ。球体は再び、別保の手て許もとへ戻ってきた。

　突き抜けた雨戸には──『二シ元エをイ分カつー永メ劫イ領カ域ー』と同じ直径をした、円状の穴がふたつ。

　鋭えい利りな刃物で切り取るよりもなお鋭するどく、まるで空間ごと削り取ったかのような傷。

　力は見せた。警けい告こくは済んだ。

「……舞鶴蜜みつ」

　対たい峙じする彼女へ、別保は最後通つう牒ちようを突き付ける。

「もう一度言う。このまま去るのであれば、私は追ってまでお前を殺そうと思わん。態度は改められ、悪は糾ただされたものと見なそう」

「は、冗じよう談だん」しかし。

　彼女はまるで──意に介さない。

「私が言いたいのはあんたとまったく逆ね。……今から泣こうが喚わめこうが謝あやまろうが詫わびようが、私はあんたを完全無欠に殺し尽くすわ」

「そうか。だがどうするつもりだ？　私は知っているぞ。お前の力は、他者に傷付けられないと使えないものだということを。見てもわかる通り、私のこれは一度でも喰くらえば致命傷だ。傷付けられてそれから反はん撃げきできるような代物ではない」

　その言葉を証明するように。

「そして……私の『二シ元エをイ分カつー永メ劫イ領カ域ー』は……」

　別保の背後から、手許の球体とまったく同じものが、

「ひとつでは、ない」更さらに三つ、出現する。




　　　　‡




　自分の置かれた状況の不利を悟りながら、舞まい鶴づる蜜みつはそれでも高鳴る胸を抑えきれなかった。

　結局のところ──どんなに立派な題目を掲げたとしても、それが自分の本ほん性しようなのだ。

　殺し合いに高揚し、敵意に興こう奮ふんし、破は壊かいに恍こう惚こつとする。

　正義も悪も知ったことではなく、ただ自みずからの薄うす汚ぎたない欲望によってのみ突き動かされる、破壊しかなし得ない無む慈じ悲ひな世界。それが、蜜の持つ『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』だ。

　目の前の敵を、殺意を孕はらんだとっておきの笑え顔がおで睨にらみ付ける。

　こいつは私に似ている、少しだけそう思った。

　両親にそう言われたからと、思考を放棄してただ二に元げん論ろんを行使する別べつ保ぽ透とおる。

　それはどこか、かつての──ただ人から言われたことを受け流し、あらゆる感情を放棄して人形のように生きてきた、かつての自分を、空っぽの人格を連想させた。

　在り方が、ではない。形質が、言ってみれば魂の貌かたちが似ているのかもしれない。

　空っぽの、中身のない、空くう虚きよな、その魂。

　だけど。

　だからこそ──。

　君きみ子このことを理解せず、あまつさえ君子を傷付けようとするこいつを、蜜は許さない。

　人形のように生きてきた自分のような人間にも、空っぽの人格だった自分にも、笑顔で接してくれた君子。蜜ちゃんと一いつ緒しよにいると楽しいよと言ってくれ、空くう疎そな魂に、暖かな火と、そして燃ねん料りようまでもを入れてくれた君子。そんな彼女を──かつての自分に似た空っぽな人間が、中身のない魂のまま否定するなど、絶対に許せることではない。

「そうね。……確たしかに私は、このままじゃ力を使えないわ」

　浮遊する四つの球体を前に、蜜は吐き捨てた。

　力。他者を傷付けることしかできず、大事なものさえもを殺しかけたこの力。

　蜜に敵意を流し込み翻ほん弄ろうする、最低の暴ぼう力りよく。

　それを封じた殊こと子こは、言った。

　誰だれも救えない、と。

　人を傷付ける力では、誰も救えない。

　助けることはできても、救うことはできない、と。

「でもね」

　だが、それでいい。

　誰も救えない？　人を傷付けることしかできない？　……それがどうした。

「確かに私は……傷付き、傷付けられ、その中でしか自分を表現できない」

　自分は、君きみ子こに何がしてやれるのか。

　沢たく山さんのものをくれた彼女に。

　たった今、敵の背はい後ごで倒れている彼女に、何をあげられるのか。

　わかりきっている。──何も、あげられない。

　自分には暴ぼう力りよくしかないのだ。人を傷付けることしかできないのだ。

　それなのに何かを差し出そうとしても、結局それは、暴力でしかあり得ない。

「でもね……」

　だったら。

　だったら自分は、この子には決して近付かない。決して関かかわらない。

　そして。

　いや──それならば。

「傷の中でしか生きられないんなら、傷の中で生きるしかないでしょう？」

　自分が君子に関わることは許されない。それならば。

　彼女に近付くすべての悪意を、自分はことごとく引き受けよう。

　あの優やさしい子が、自分のような人間と関わらずに済むのであれば。

「私は……」私は──、




「敵だろうが自分自身だろうが、そんなことは関係ないのよ。……私はこの力で傷付ける。何もかもを傷付ける。すべてを破は壊かいして、すべてを血まみれにして、その血を私ひとりで、一滴残らず飲のみ干ほしてやるわ！　君子が受けるかもしれないすべての傷と、君子に向けられたすべての痛みを、それ以上の傷と痛みで、別の場所にブチ撒まけてやる！」




　それが、殊こと子こがこのドレスをくれた意味。

　お前の力は暴力しか生まないと、そう言ったあの女が、わざわざこんな正装を贈おくった意味。

　もう蜜みつにはわかっている。

　ゴシックは蜜にとっての晴はれ装しよう束ぞくであり、敵にとっての死に装束だ。

　殊子は──忌いま々いましいあの女は、言いたかったのだろう。

　これを身に纏まとうからには、非日常の殺し合いに身を置けと。

　すべてを振り切り、中ちゆう途と半はん端ぱはせず、きっちりと殺してしまえ、と。

　小指の折れた左手を、口くち許もとに持っていった。

　薄うすく開いた黒くろ塗ぬりの唇くちびる、その奥にある犬歯で、人差し指の指先をくわえる。

　力の限り、歯に当たったそれを、蜜は咬かみ千ち切ぎった。

「その程度の傷では、力を長時間使えないのではないか？　せいぜいが数秒と言ったところだろう……私の『二シ元エをイ分カつー永メ劫イ領カ域ー』を、たかだかその程度で打ち倒せると？」

「そうね」解放時間は、せいぜい数秒。しかし。

「でも、これでいいのよ」

　指先を咬かみ切った左腕を、水平に掲げる。

　頭髪の一本が蛇へびのように、ひゅん、と鎌かま首くびをもたげた。

「さあ……壊こわしなさい！　私の『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』！」

　言葉と同時。

　その一本の頭髪が、数秒の解放時間を利用して。

　蜜みつの左腕、肘ひじ下した十五センチから先を──切断する。

　ひゅん、と音がして、切きり離はなされた腕が宙へ。

　衝しよう撃げきと圧倒的な痛み。

　しかし、これでいい。

　負傷は数千倍。ならば解放時間もまた数千倍。

　敵を百回殺しても、それでもまだ釣りが来る──。

「む……」別べつ保ぽがさすがに、驚おどろきの表情で目を見開いた。

「……ふん」気絶しそうなほどに痛い。今にも気が遠くなりそうだ。けれど。

　蜜は、嗤わらった。

　廻まわり、血をくるくると捲まきながら落ちて来たその自分の腕。

　それを残った右腕で無造作にキャッチする。そして──。

　別保が四つの球体『二シ元エをイ分カつー永メ劫イ領カ域ー』を飛ばそうと身構えた。

　だが遅い。

「……広がれっ！」

　牽けん制せいに自身の腕を投げ付けて、蜜は短く叫んだ。

　枷かせを外された『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』。

　その殺意たる頭髪が、ヘッドドレスを弾はじけさせながら、畳たたみに、壁かべに、天てん井じように突き立つ。

　平面を跳ちよう躍やくし、隣りん接せつした平面へと。その連なりは四方を囲まれた空間を支配する。

　蜜の周囲に、別保透とおるの眼前に。重力に平行に、そして垂直に、等間隔に。

　漆しつ黒こくの鋼こう線せんは、まるで三次元の碁ご盤ばんのような賽さいの目となって、蜜の周囲に張り巡らされる。

　飛んできた肉にく塊かいのせいで攻こう撃げきをし損ねた別保から、表情が消えた。

「それで……私の攻撃が止められると思うのか？」

「やってみればいいでしょう？」

　蜜は残酷に、喜びと高揚を込め、挑発する。

「……行け」別保が腕を振りかざす。

　すべてを削り取る四つの球体が、蜜の空間へと次々に飛来する。




　さあ、ここからは──世界と世界の潰つぶし合い、居場所を勝ち取るゼロサムゲームだ。




「来なさいよ！」

　球体が真まっ直すぐに、蜜みつの肩口を狙ねらうコースで、結界に侵入した。

　ぎりぎりぎりりりりり、と厭いやな音をまき散らしながら、空間を護まもる『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』を削り取っていく。勢いは弱まるが、それでも進行は止まらない。さながら、網を突き破りながらゆっくりと飛来してくる弾丸のようだった。

　蜜は半透明な薄うす紅べに色いろの球体に、天てん井じようと壁かべ、床ゆかから伸ばした黒髪を巻き付ける。

　削られてもその先から。新しい糸を更さらに。

　更に。更に。

『二シ元エをイ分カつー永メ劫イ領カ域ー』は、巻き付けられた髪の量に比例して動きを緩ゆるめていく。

　まるでそれは空中に繋つなぎ止められた黒い繭まゆ。

　飛来した四つの球をすべて、同じようにして処理する。

　蜜は、一歩を踏み出した。

　踏み出すと同時、目の前の髪、縦じゆう横おうの賽さいの目が進んだ距きよ離りだけ、解ける。その穴を埋めるようにして、新しい升ます目めが蜜の背はい後ごにひとつ増える。

　そうやって結界は張ったまま少しずつ、敵へと近付いていく。

「く……！」無表情の中にも僅わずかな焦りを見せ、別べつ保ぽが腕をひと振りした。

　がりりりりりり、と足あし下もとから音が聞こえた。

　瞬しゆん間かん、衝しよう撃げき。

　球体が更にもうひとつ──地面を潜もぐって地下から、蜜の右足、土踏まずの中なか程ほどから先を、まるごと削り取りながら出現した。

　痛みに顔が歪ゆがむ。

　だが、それでもまだ間に合わない訳わけではない。

　床から黒の鋼こう線せんを生はやし、腰を削り取ろうとしていたそれを縛しばり付け、繭にする。

　次は背後からだった。同じく地下を潜ってきたものが、脇わき腹ばらに接触する感覚。肉を抉えぐり取られるのに気付き、咄とつ嗟さに身を捩よじらせて躱かわし、これも繭に。

　左腕。右足。脇腹。

　傷は大きかった。痛みで今にも気を失いそうだった。

　腹圧で腸が零こぼれ出そうになる。爪つま先さきを完全に失った足では真っ直ぐに立てない。

　だけどそれも、今の蜜にとっては、傷付け傷付けられる喜びでしかない。

　どのみち痛みは自分にとっての唯ゆい一いつだ。ならば与えようが受けようが、同じこと。

　染しみ出る血液が、足下に赤い水みず溜たまりをゆっくりと作っていく。

　すべて些さ事じだ。




　痛みと苦しみを悦よろこびに、悦びを苛いら立だちに、苛立ちを敵意に変換し──進め。

　蜜みつは止まらない。止まれない。

　血に濡れた平野ストロベリーフイールドを、一歩ずつ。

　内ない臓ぞうが飛び出ようが関係ない。上う手まく歩けなくても構わない。

　仮に肚はらの中身を、片足を、いや──下半身全部をまるごと削り取られようが問題ない。

　立てなければ這はってでも。腕を失ったのなら顎あごででも。

　首だけになろうが飛びついて、敵の喉のど笛ぶえを咬かみ千ち切ぎれ。

　数時間前の失敗は、上うえ野の恭きよう一いちの時のような下へ手たは、もう打たない。

　躊ちゆう躇ちよなく。

　容赦なく。

　油ゆ断だんなく。

　相手の能力など意に介しはしない。自みずからの痛みも知ったことではない。

　たとえ謀ぼう略りやくを張り巡らされたとしていても、こちらの目的はただひとつ──目の前のこいつを殺すこと。ただ守るべきものを守るためにのみ、その暴ぼう力りよくを行使すること。

　ならば自分が殺されようとも、道連れに致命の一いち撃げきを与えればそれでいい──！

　そして、進むこと十二歩。

　蜜はついに、その敵の眼前、一メートルの距きよ離りへと辿たどり着く。

「……捕まえたわ」血混じりの呼吸で口から赤いものを滴したたらせながら、蜜は嗤わらった。

　自分の前を護まもる、最後の結界を解く。

　敵は、無言だ。

　無言で、あくまで無表情で情なさけ容赦なく。

　空っぽの人形らしい表情で、蜜を制止するように腕を突き出す。

　出現する七つめの球体。襲おそい来る死。

　それを目の前、躱かわしようのない位置に見て、蜜は、

「……甘いのよ！」哄こう笑しようした。

　自分の頭部に在る頭髪の数条を、垂直に、球体に向けて突き刺す。

「私の力を知っているんでしょう？　……だったら、こんな下手を打つなよ」

　壊れた万華鏡デイレドカレイド。

　その能力は──突き立った平面を、飛び越える。

　つまり、球体もまた、同じだ。

　歪わい曲きよくしていても、平面で構成されていることには変わりない──。

　三次元として削り取る表面ではなく、二次元たる平面を跳ちよう躍やくし、

　すべてを切り刻む一次元の鋼線は、球体の反対側、別べつ保ぽの目前に出現した。

「さあ……万華鏡を、廻まわしましょう」

　すぱん、と。滑なめらかな音。

　それと同時に、蜜みつの目の前に迫っていた球体が、霧む散さんするように掻かき消える。

　驚おどろいたような、当たり前のような、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな表情をしたまま、別べつ保ぽ透とおるの顔が、首が──ずず、と、重力に従って、切断面からずれていく。

　続いて身体からだもまた、横向きに倒れていく。

　噴ふき上がる血は、虚軸キヤストが消滅した際に働く世界の『修正力リペイントマーカー』によって、部屋に散りながらも色を薄うすめた。畳たたみに突っ伏したその身体もまた、ノイズを混じらせながら半透明に。

　そして──。




　血まみれの荒野を抜け、視界の開けた蜜の目に映るのは。

　蛍けい光こう灯とうに照らされて消きえ逝いく首のない死体と。

　その背はい後ごですやすやと眠る、愛いとしい少女の姿。




　不意に、思い出した。

　──私は楽しいよ。蜜ちゃんと一いつ緒しよにいると。

　そう言って、悲しそうに笑えんだ顔。

　──やたー！　お宅訪問だー！

　そう叫んで、嬉うれしそうに笑った顔。

　──えへへ、どうかな？

　傷を見られた気まずさと照てれ隠かくしで、その時も笑え顔がおだった。

　笑顔しか思い出せない。

　いつだって、この娘こは笑っていた。

　自分に向けて、朗ほがらかに。優やさしく、笑ってくれていた。

「……君きみ子こ」

　返事はない。眠っていた。静かに、寝息をたてながら。

　それを確かく認にんして。

　舞まい鶴づる蜜は、昔と同じ、君子に対してそうしていたような笑顔を浮かべると──。

「おやすみ」

　意い識しきを失い、その場に崩くずれ落ちた。




　脇わき腹ばら。足。蜜の身体からゆっくりと染しみ出る鮮せん血けつは、畳を濡ぬらしていく。

　その血ち溜だまりは──君子の直前でゆっくりと、彼女を汚す前に、広がりを止める。

　安らかなパジャマ姿と、凄せい惨さんな黒くろ装しよう束ぞく。

　決して交わらないふたりの身体。

　だけど並んで横たわる姿はまるで、揃そろって眠る姉妹のように見えた。
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　　　　‡




　別べつ保ぽ透とおるを舞まい鶴づるに任せ、僕と硝しよう子こは居間を出た。

　後ろ手で襖ふすまを閉め、その空間と断絶する。正直なところ──別保のことを引き受けてくれたのは、僕にとってはありがたかった。

　確たしかに直なお川かわ君きみ子こは、今から取り返しにいく姫ひめ島しま姫ひめと同じく、硝子の友達だ。できることならば硝子の手で、硝子の力で取り戻してやりたいと思う。それに舞鶴蜜は危険人物だ。手に負えない破は壊かいの権ごん化げだ。その認にん識しきは、今も変わらない。

　ただ──硝子を取り戻しにいく前、殊こと子こから聞かされた、直川君子との因いん縁ねん。

　それは、それだけは信じていいとも、僕は思う。そしてそれを信じるとするなら、相手がどんな奴やつであっても──あの凶悪で執念深い『壊れた万華鏡デイレイドガイド』が、負けるはずがない。

　硝子は何も言わなかった。その無言は決して、僕に遠えん慮りよしているのとは違う。

　こいつにもわかっているのだ。

　非日常に囚とらわれた友人ふたりを確かく実じつに取り返すには、どうするのが最善であるかを。

　廊下を挟はさみ、向かいにある障しよう子じ戸どを、ふたり並んで睨にらみ付ける。

「さて……行くか、硝しよう子こ」

　僕は隣となりに立つ少女の手を、そっと握った。

　硝子は応こたえる。

「ええ。お願ねがいします、マスター。……私の我わが儘まま、聞いてくれますか？」

　我が儘。つまり、僕の意思よりも硝子の意思を優ゆう先せんするということ。

　たとえ無限回廊エターナル・アイドルを逃のがすことになっても、姫ひめ島しま姫ひめを取り返すということ。

　昨日きのうまでは僕に絶対服従だった硝子が主張する、自分の意志。

　それは──紛まぎれもない成長だ。

　だから僕は、笑った。

「何を言う？　確かく認にんするまでもない」

　一息を吸い、握る手に力を込めて、

「僕の身体からだは、頭の上から足の先までお前に侵しん蝕しよくされているんだ。だから僕の意志がお前の決定であるのと同じように、お前の決定もまた僕の意志になる。お前にやりたいことがあるのなら、僕は自分のすべてを投げ打ってでもそれに応える。そこに躊ちゆう躇ちよも容赦も逡巡も、憐れん憫びんも同情も哀あい惜せきも一切存在しない。僕はお前の決断に……この冥みよう利り尽きたとしても従ってやるさ」

　それはいつか、硝子が僕に言ったのと同じ言葉だった。

　一度硝子を死なせ、僕はようやく気付いた。

　硝子が僕の所有物であると同時に、僕もまた、硝子を所有していてこその僕であると。

　そこに主従があったとしても、主しゆ導どうなどどこにもありはしない。

　──こいつの笑え顔がおを生むためならば、僕は何でもやるのだろうから。

「マスター」僕の笑顔に、硝子はゆっくりと目を閉じた。

「では……行きましょう」

「ああ」

　絡からめた指を再び離はなし、目の前の戸に手を掛ける。

　ゆっくりと、敵の待つその部屋に、僕らは踏み込んだ。




「ああ……よく来たな、失敗作と、その玩具おもちや」




　待ち構えるのは、硝子の友人の身体からだを借りた、僕の両親の仇かたき。

　それを見ても、心にまったく乱れはない。あいつがいるとどんなに意い識しきしても、毎週見る夢や母さんが溺おぼれる幻想は、瞼まぶたの裏にちらつかない。

　客間であるはずのそこには、驚おどろくほどに家具がなかった。無限回廊エターナル・アイドルが片付けたのか、それとも別べつ保ぽ透とおるの私生活を物語っているのか、それはわからない。

「『二シ元エをイ分カつー永メ劫イ領カ域ー』はどうした？」

「あいつは任せてきた」

「ほう、いいのか？　『全一オール・イン・ワン』……お前の友人が人ひと質じちに取られているのだろう？」

「マスターが舞まい鶴づる蜜みつに任せると判断したのです。ならば……彼女は勝つでしょう」

「く、く」僕らの言葉に、無限回廊エターナル・アイドルは含み笑いを見せた。

「なるほど……どうやら一度死んで生まれ変わったと見える。これはなかなか面おも白しろいな。せせこましい策を張り巡らせた甲か斐いがあったというものか」

　意味ありげな言葉。

　僕はそれを聞き、ずっと──硝しよう子こを取り戻した時からずっと思っていたことを確かく信しんする。

「やっぱり……そうか」

「ほう、何がだ？」

「全部お前の手の内だったってことだ、無限回廊エターナル・アイドル」

　これらの事件はすべてこいつが引き起こしたことで、そういう意味では当然だ。

　だけどそれは、そういう意味では、ない。

「お前たちの行動だけじゃない。僕らの行動とそれに伴う結果も……お前は読んでたんだろう？　舞鶴が直なお川かわ君きみ子こへの執着から、虐ぎやく待たいを止めようとすることも。上うえ野の恭きよう一いちが硝子を欲しがることも。硝子が姫ひめ島しまのことを僕に言えないことも。僕がお前を見て自分を見失うことも」

　そう、すべてだ。

「……そして僕が立ち直り、上野恭一が失敗することも。僕が硝子を取り戻すことも、全部。お前は計算していた。計算した上で、そうなるように仕向けたんだ。いや……前回の鴛おし野の在あり亜あも、前々回の皆みな春はる八や重えもそうだろう？　おかしいとは思ってたんだ。お前は、やりようによっては幾いくらでも汚く、幾らでも不条理な手段を使うことができる。僕を追い詰めるのが目的であるのなら、そしてその目的のために手段を選えらばないのなら、僕なんかが抗あらがいきれないような手段で、一気に、確実に……僕の日常を侵しん蝕しよくできるはずだ」

　僕のその言葉に、無限回廊エターナル・アイドルは唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

「ほう。そうだとしたら、それはつまりどういうことだ？　俺おれは何な故ぜ、何のために……そんな回りくどい手段を使って、お前を苦しめている？」

「全部……僕と硝子を、成長させるためだ」

　僕は断言した。

「前回も、前々回も、今回も。お前は僕に、どうにかして乗り越えられるぎりぎりの難易度で仕掛けてきた。ご丁てい寧ねいにも、毎回少しずつ難なん易い度どを上げて、だ。僕を試し、硝子を試し、そうして僕らをある程度苦しめて、しかし決して潰つぶれないように……そういうふうにして、僕らの日常を侵蝕していた。まるで……毎日、食事に毒を混ぜ、それを日々増やしていくように。気が付いた時には毒の効きかない身体からだになり、それどころか毒を帯びる、そんなやり方だ」

　その追及に、無限回廊エターナル・アイドルは何も言わない。

　ただ部屋の奥、壁かべに背を寄り掛からせて、表情を変えずにいた。

「答えろ、無限回廊エターナル・アイドル。お前の目的は何だ？　そんな……僕と硝しよう子こを成長させるためだけの謀ぼう略りやく、想定された繰くり返しの果てで、お前は何をするつもりだ？」

　言うべきことをすべて口にし、しばらくの沈ちん黙もく。

　やがて、無限回廊エターナル・アイドルは──、

「く……く。傑けつ作さくだな。これは傑作だ」

　楽しそうに、姫ひめ島しま姫ひめの身体からだを震ふるわせた。

「なるほど城き島じま晶あきら。俺おれは撤てつ回かいしよう。お前は確たしかに失敗作だが……失敗作なりの成功を収めつつあるようだ。これは俺が思っていたよりもよほど優ゆう秀しゆうだぞ？　ことによると……もしこれを樹いつきが見たら、悔くやしさに顔を歪ゆがめるかもしれん。傑作だ。実に面おも白しろい」

「お前に面白がられても嬉うれしくはないよ」

　父の名を出され、僕は心中に厭いやなものを覚えるが、だけどそれも自分を見失わせる落とし穴にはならない。硝子が僕の隣となりにいる限り、もうそんなことはあり得ない。

「で……お前の目もく論ろ見みの中では、この場では僕と硝子はどうなる予定なんだ？　お前に勝つか、それとも負けるのか。お前は死ぬのか、それとも逃げるのか？」

「ふふ、それを事前に尋きいてくるか」

　無限回廊エターナル・アイドルは、壁から背を離はなした。

「だったら教えてやろう。俺はな……今回はこれで退ひくつもりだった。お前にわざと負け、この身体と姫島姫の心をお前たちに返してやるつもりだったんだ。そしてそれは……今も変わらない。俺はこれから、お前たちに負けるんだよ」

「……なるほどな」

「だがな、城島晶」

　そして不敵な笑えみは崩くずさずに、僕らへ向けて一歩踏み出す。

「もしも……お前が今この時点で、俺が想定している以下にしか『全一オール・イン・ワン』を扱えなかったなら。俺が思っている以下にしか、お前が成長していなかったとしたら」

「……その時は？」

「予定変更だ。俺は充分にやった。これ以上ないほどに充分にだ。それなのにお前が、そして『全一オール・イン・ワン』が成長していないとしたら……俺は俺の目的から、お前たちを除外する。俺の世界を築きずく術として、お前たちを使うのを諦あきらめるよ」

「目的ってのは何だ？」

「くく……それはまだだ。まだ先の話だよ。しかしもう少し先の話でもある」

　そして。

　無限回廊エターナル・アイドルは、僕らを前にして、両腕を広げた。

「さあかかってこい『全一オール・イン・ワン』！　全力で、この上なく全力で、持っている力のすべてを総動員して俺おれを打ち倒してみろ！　それが成せなかったら……お前たちふたり、まとめて潰つぶし引き裂いて、世界の藻も屑くずとして、奈な落らくの底に埋もれさせてやる！」

　その言葉が合図。

　無限回廊エターナル・アイドルの両腕に、細く鈍にぶく光る短刀が出現する。

　里り緒おから聞いて知っている。

　それは、斬きり付けたものを爆ばく発はつさせる、あいつの持っている虚軸キヤストのひとつ。

「硝しよう子こ」僕は、だから。

　隣となりにいる少女に向けて──囁ささやいた。




「さあ、ぶち殺してやろうBump off that, go ahead.」

「ええYes.……死に至る傷で、報いをClamp dawn that, until dead.」




「不定量子回路起動start:system"all in one"！」

「了解しましたYes,、私の主My master.！」

　ダイレクトリンクから、起動した不定量子回路の揺ゆらめきが僕の身体からだに伝わってくる。

　それは今までと同じ、けれど今までよりも具体的かつ大きな感覚だ。

　それまで僕が認にん識しきしていた歯車の更さらに外側に、より大きな歯車たちがひしめいているイメージ。底なしに広がった奈落の淵ふちから見える闇やみが、まるで形を持ったような実感。

「稼か働どう率りつ……一七％。これまでの八、二五倍です、マスター」

「ああ」確かく信しんを込めた硝子の報告に、僕は頷うなずいた。

　不定量子回路のすべてから見れば二割に充たない。『全一オール・イン・ワン』本来の能力と威力を鑑かんがみても、性能は本来の五分の一以下でしかない。

　けれどそれでも、数値は今までの八倍以上の力を得られたということを意味している。

　虚界渦アンダーゲートが開放できていない現段階では、望むべくもないほどの上昇だ。

　僕は硝子に、まずは最後の武器のイメージを送る。

「了解Yes。仮想観測確認set:virtual observation。形状、首切り鎌form:death-scythe。回路よりinstallstart:D‐link構築開始/"semiscratch"」

　それは、あいつを追い詰めた時にだけ使うための、とっておきの武器だ。

　無限回廊エターナル・アイドルを殺すための武器ではない。

　姫ひめ島しま姫ひめから無限回廊エターナル・アイドルを切きり離はなす、その目的のためだけに特化した──、

　言わば、硝子のための武器。

「さあ行くぞ！　……見せてやろう、硝子！」

　短刀を振り上げて、無限回廊エターナル・アイドルが歩いてくる。

　ならばその虚軸キヤストを殺すための武器も同時に。

「……剣だ！」

「了解Yes。仮想観測確認set:virtual observation。形状、剣form:saber。回路よりinstallstart:D‐link構築開始/"semiscratch"……終了O.K.」

　瞬しゆん間かん。ざん、と。

　硝しよう子この胸、心しん臓ぞう辺あたりから、部品でできた歪いびつな剣が服を破り突き抜けて、即座に出現する。

　今までのような──硝子を苦しめながら、ゆっくりとしか引ひき摺ずり出せないような、そんな無ぶ様ざまな方法ではない。僕と硝子の結び付きはもう、そんなものではない。リンクはより深く繋つながり、回路は軋きしみなく高速で稼か働どうしている。

　ならばわざわざ痛みを越えるのではなく、通じ合った思いを確たしかめるだけでいい。

　くだらない擬ぎ似じ的てきな性行為ではなく、優やさしく軽い接せつ吻ぷんのように──。

　僕の傍かたわらに生はえたそれを、軽やかに引き抜いた。

　無限回廊エターナル・アイドルが短刀を振りかざす。

　上段からと下段から。僕はそれをひとつずつ、丁てい寧ねいに、携えた剣で打ち払っていく。

　短刀の刃やいばと剣の刃が不協和音をたてる。形けい而じ上じようの二連奏。

　僕の手に持った剣は爆ばく発はつし、無限回廊エターナル・アイドルの両手にある短刀は粉のように崩くずれ去った。

　はっきり言って力技だ。無限回廊エターナル・アイドルの持つ虚軸キヤストに、より強い力を与えて相そう殺さいしたに過ぎない。虚軸キヤストの性質をまるで考えず、純粋な破は壊かい活動として行う、存在確かく率りつ的てきな力の激げき突とつ──即座に作った武器にはその程度の威力しかない。時間が経たてばこの虚軸キヤストも復活するだろう。

　格かつ好こうを見れば、無様極きわまりなかった。

　だが……それだけでいい。

　今やっているのは、ただの時間稼かせぎだ。

　無限回廊エターナル・アイドルが短刀を失ったのを見計らい、僕は懐ふところへと飛び込む。拳こぶしを握り、鳩尾みぞおちの辺あたりに突き入れる。あくまで威い嚇かくだ。優しく、姫ひめ島しま姫ひめの身体からだをできるだけ傷付けないように。

　衝しよう撃げきによろめいて一歩飛とび退のいた無限回廊エターナル・アイドルが、こちらに向けて掌てのひらを突き出した。

　淡い蒼そう光こうが、身体を血管のように走り集まっていく。

　皆みな春はる八や重えに与えた虚軸キヤスト、そのオリジナル。ならば。

「……斧おの！」

「了解Yes。仮想観測確認set:virtual observation。形状、手斧form:hatchet。回路よりinstallstart:D‐link構築開始/"semiscratch"……終了O.K.」

　僕は後退し、硝子の腹部から突き出た小型の斧を手に取った。

　発光。しかし動きは読んでいる。

　軌道上に斧の刃をかざし、光を反射させる。

　斧は一瞬で融解し、しかし生命を奪う光は天てん井じようへと跳はね返って消えた。

「くく……！」無限回廊エターナル・アイドルは嗤わらった。

「いいぞ、いいぞ、その調ちよう子しだ！　その調子でもっと、もっともっともっともっともっと……俺おれを楽しませてくれ！　俺を追い詰めてくれ！」

　次に無限回廊エターナル・アイドルが喚よび出したのは、薄うす赤あかく光る小さな球体。

　大きさはピンポン球程度。衛えい星せいのように飛び回るそれは、全部で十二。

「拳けん銃じゆうっ！」

「了解Yes。仮想観測確認set:virtual observation。形状、銃form:gun」

　硝しよう子こが突き出した腕、手首が裂け、その隙すき間まから歪いびつなＬ字の機き械かい。

　手に取り、構え、狙ねらい──撃うつ。

　こっちに向けて襲おそい掛かってくるそれらを、ひとつ残らず墜おとす。

　その隙を突いて、無限回廊エターナル・アイドルが突進してきた。

　腕が鈍にぶく光っている。正体はわからない。

　僕は銃を投げ捨てた。

「硝子……！」

「イエス！」

　硝子を抱え、横に跳とんでその突とつ撃げきを躱かわす。硝子を抱えたまま跳ちよう躍やくし、空中で、

「投とう擲てき用ようのものを！」

「了解Yes。仮想観測確認set:virtual observation。形状、医療刃form:surgical knives！」

　硝子の指先から伸びた、螺ね子じとコードで構成される医療刃メスの形をした投げナイフを四本。

　それを抜き取り、壁かべを蹴ける。

　硝子を腕から突つき離はなし、方向転換しながら無限回廊エターナル・アイドルに向かってすべて投げ付ける。

　無限回廊エターナル・アイドルがそれを光る手で打ち払った。瞬しゆん間かん──投げた刃やいばはすべて、鏡かがみ写うつしにされたように百八十度方向を変え、僕の許もとへ飛来する。

「……ち！」不定量子の反発力場を掌てのひらに宿し、それをすべて叩たたき落とした。着地。

　同時、無限回廊エターナル・アイドルは目の前にいる。赤く細長い、光の刃を手に。

「鎚つち……それと、弓矢！」

「了解Yes。仮想観測確認set:virtual observation。形状、鎚form:hammer……並びにand,、弓矢bow！」

　袈け裟さに迫り来る刃を躱し、無限回廊エターナル・アイドルの背はい後ごに廻まわった。

　その時にはもう──硝子の腕に展開された自動弓が、無限回廊エターナル・アイドルに狙ねらいを定めている。

「発射だshoot！」

　番つがえるのは硝子。しかしそれを射うつのは僕。

　心の中で、引金を引く。

　歪いびつなボルトで形成された矢が発射され、姫ひめ島しま姫ひめの身体からだに突き刺さった。

　矢は身体を壊こわすためのものではない。動きを止める──それだけの単純な用よう途とを組み入れた、単純な武器。しかも止められる時間は僅わずかに四分の一秒。

　それが限界。しかし、それで充分だ。

　無限回廊エターナル・アイドルが硬直し、その隙に僕は硝子の許へ戻り、

「槍やり！」

　叫びつつ、硝しよう子この掌てのひらから突き出た突起を掴つかむ。

　手首を鞘さやに引き抜かれるは小型のハンマー。

「了解Yes。仮想観測確認set:virtual observation。形状、槍form:javelin！」

　ハンマーを下から上へ振り、頭部を思い切り殴りつけた。

　それ自体に物理的な威力はない。用途は意い識しきの混こん濁だく、それ一点。

　つまり、詰みだ。

　手に持ったハンマーを放り投げる。

　それと前後して、硝子の肚はらから細い投げ槍やりが突き出てくる。

　これにも殺傷力はない。身体からだは傷付けない。

　ただし、貫き止める力はある。

　手に取り、振りかぶり、力任せに、無限回廊エターナル・アイドルへ向かって、

　投とう擲てき。

　肩口辺りに突き刺さった槍は、そのままの勢いで無限回廊エターナル・アイドルを背はい後ごへ吹ふき飛ばした。

　壁かべに激げき突とつし、槍で串刺しにされ、無限回廊エターナル・アイドルは──磔はりつけにされる。
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　これでこいつは、少しの間、動けない。

「もう……完成したか？」

「……イエス、マスター」

　硝しよう子この返事を待って、僕は……言った。




「準備はいいかAre you ready,？　我が主my lady?」

「万全ですI'm steady,、我が下僕my steady.──引き摺り出してPlease rape me.」




　最初から作り始めていた、最後の武器。

　硝子の身体からだ、脇わき腹ばら──肋ろつ骨こつの辺あたりから水平に、機き械かい式しきの刃やいばが飛び出した。

　それは螺ら旋せん盤ばんを絡からめ、コードで束ね、ＩＣを集しゆう積せきし、歯車を咬かませた、歪わい曲きよくする刃。

　刃と柄つか、その結合部を掴つかみ、僕はそれを引ひき摺ずり出す。

　あいつを、姫ひめ島しま姫ひめから切きり離はなすための──首切り鎌がま。

「ん、……っ」喰くい縛しばった硝子の歯、その隙すき間まから微かすかな吐と息いきが洩もれる。

　本格的な武器を構こう築ちくするには、まだ少し痛みがあるだろう。

　だけどそれは仕方ない。徐々に、少しずつ、痛みを失なくしていけば。

「あ、ん……はあっ！」そして、絶頂の悲鳴とともに。

　出てきたのは、死神が持っているような、ただし酷ひどく歪いびつな鎌。

　僕はそれを大きく掲げ、縫ぬい止められてなおこっちを見ている、無限回廊エターナル・アイドルへと近付く。

「……気分はどうだ？」

「素す晴ばらしい」敵は、言った。

「想像以上だ。なかなかだ。これは俺おれも、次からもっと楽しめそうだ……もう失敗作とは喚よぶまい、城き島じま晶あきら！　たとえ樹いつきが見捨てていようとも、俺はお前を決して見捨てないぞ！　そうだ……俺も所しよ詮せんは、樹の言うように失敗作なんだ。しかし俺はここまで成長し、お前もまたここまで、そしてこれからも成長する！　だから……これからまた、楽しくなるぞ！」

「そうか……だけどな、僕はお前になんか構っていられないんだよ」

「それでもいい、それでもいい、それでもいいぞ！　俺はお前と楽しく遊ぼう！　今度は俺が追い掛ける番か？　それでいい、それでいい、それでいいか!?」

　これ以上、こいつの戯たわ言ごとを聞く気はなかった。

「それじゃあ幕だ無限回廊エターナル・アイドル。……またな」

「ああ、これからも宜よろしく頼むぞ城島晶！　もっともっと成長しろ！　そうしてふたりで、ふたりで一いつ緒しよに……一緒に世界を奈な落らくの底に落とし込んでやろうではないか！

　そしていつか、樹を見返してやろう、俺の弟よ！」

　弟。虚軸キヤストが発生する原因となった城島樹を父と慕したうその言葉。

　反へ吐どが出る。だけど同時に、どこか親近感を覚えながら。




　僕は、手に持った処刑鎌を振り下ろした。




　無限回廊エターナル・アイドルと姫ひめ島しま姫ひめの間の自じ我が境きよう界かい線せん──癒ゆ着ちやくしたふたりの境目を、一刀両断にする。

　あははははははは、と。あいつの哄こう笑しようは途と中ちゆうで途と切ぎれ、

　薄うす暗ぐらい影かげのようなものが、姫島姫の身体からだから、空中へ溶けるように霧む散さんしていく。

　そして、無限回廊エターナル・アイドルは──いや、姫島姫は。

　壁かべを背に、崩くずれるようにして、その場に座り込んだ。




　　　　‡




　それを見届けて、私は不定量子回路を終了させます。

　合計八つ。ここに来る前のものを含めると九。内七つが簡かん易い構こう築ちくとは言え、さすがに回路は悲鳴をあげ、強制終了寸前になっていましたが──それでもどうにか、乗り切れたようです。

　とは言え、本来、私の本体である不定量子回路は、もっと高性能です。ただ、私自身が未いまだ虚界渦アンダーゲートを開放できていないこと、そして実軸ランナでの存在性がまだまだ完全でないことが、力を十二分に引き出せない原因となっていました。

　まあ、前回までに比べれば格段の成長ですので、今回はこれでよしとしましょう。

「やったな」マスターが私に寄ってきて、私の頭をぽんぽんと叩たたきます。

「はい」私は、自動的に加速する脈拍をそのままに、大きく頷うなずき、それに応こたえました。

「……晶あきらさん、硝しよう子こさん、終わったの？」

　と、その時。

　客間の障しよう子じ戸どが開き、その隙すき間まから──車で待っていたはずの佐さ伯えき先生が、恐る恐るといったふうに顔だけを突き出しました。

「先生、どうしたのですか？」

「……うふふふ。褒ほめてくれる？　硝子さん」先生は何な故ぜか顔を赤らめ、まるで少女のように身をくねらせます。いや、身体は廊下に隠かくれているので推測ですが。

「どうかしたのですか？」

「あのね……私、頑がん張ばったの。とても頑張って頑張って……」

「いや、ですから何を……」

　先生は、まるで別人のように興こう奮ふんし、叫びました。

「血を見ても、傷口を見ても、気を失わずに済んだのよ！」

「……は？」

「蜜みつさんの生命が消えかけてたからね、私急いで車を降りて、ここに入ったの！　そしたら、隣となりの部屋を開けたら……蜜さんがなんかもうもの凄すごい血まみれにグログロな傷口を曝さらけ出してぶっ倒れてるじゃない！　私ね、いつもみたいに思わず卒倒しかけたわ。でも……ここで倒れたら蜜みつさんが死んじゃうと思って、何とか頑がん張ばって踏みとどまれたのよ!!　これはアレかしら。さっき蜜さんの無む機き物ぶつになった傷口を長く見ていたせいで耐性がついたのかしら！」

　鬱うつ病びようから躁そう病びようへ変化したかのように、佐さ伯えき先生は軽やかにその場でくるくる回り始めました。まあ、重傷を負っていた蜜が治ったのであればそれで問題はないのですが、何というか、この光景は、その……判断し兼ねます。

「直なお川かわ君きみ子こは？」マスターが、そんな佐伯先生に問いました。

「無事よ。ついでだから身体からだ中じゆうの古傷とか、骨折とかも治してあげたわ。普ふ段だんの私なら絶対しないわねもうこれは超サービスよバーゲンよ、うふふ、ふふ、ふふふふふふふふふふ」

　私はそれを聴きき、微かすかに息を吐つきます。

　それはつまり、舞まい鶴づる蜜はぼろぼろになりながらも──勝ったということ。

　きみちゃんのことを護まもり通したということです。

　私は彼女に対する評価を、少し改めなければなりません。

　ともあれ、問題はまだまだ山やま積づみ。

　兄、父、そして母。三人の家族をことごとく失ったきみちゃんは、これからどうするのか。

　しかも彼女は、その全員を、存在の記き憶おくごとなかったことにされてしまいました。

　生活のことも含め、きみちゃんの将来のことは、これから私たちでどうにかする必要がありました。それが虚軸キヤストに関かかわらせてしまった私たちの責任であり、同時に──きみちゃんの抱えていた問題にずっと気付けなかった、私の責任です。

「マスター。きみちゃん、家うちで暮らす訳わけにはいきませんか？」

「ああ……僕はそれも考えてた。まあ、これは他ほかの奴やつと相そう談だんだな。金銭面ではどうにかなるだろうけど……問題は……家族、か」

　きみちゃんの心。家族を失ったその欠落。

　それを埋めることもまた、私たちにとっては大きな問題です。

　心というものがどんなものなのか、やはり私にはまだわかりません。ただ少なくとも、きみちゃんはもっと──大人に甘えたり、反抗したり、家で気兼ねなくくつろいだり、遠えん慮りよせずに買い物をしたり、そんな、当たり前の生活を送らなければならないのです。

「ま、帰って……殊こと子こが起きてから考えるか。あいつがいれば割とどうにでもなるさ」

「そう……ですね」

　他者の心を操あやつる殊子さん。彼女の力を悪用すれば、書類改かい竄ざんや貯金残高の増減は比較的容易です。実は私の高校入学前の経けい歴れきも、彼女によるでっちあげでした。

　犯罪というか人道に触れる行為なのでさすがに頻ひん用ようするのは間違っていますが、この場合は特例です。お礼も、ちゅー十回くらいまでなら吝やぶさかではありません。頬ほおにですが。

「とにかく、今日きようは帰ろう。今何時だ？」

「〇三一五ですね。もう一時間もすれば、夜が白み始めます」

　うげ、とマスターがうんざりした声をあげました。

　しかし確たしかに、長い一日だったと判断します。

「明日あした、学校はどうしますか？」

「休む。行ってられるか」

　普ふ段だんなら殴り起こしてでも連れて行くところですが、許してあげましょう。

　マスターは、踵きびすを返し隣りん室しつへと歩き始めます。

　きみちゃんと蜜みつを車まで運ぶつもりなのでしょう。

　それでは私もその間に、ひめひめをせめて玄関先まで引ひき摺ずっておくことにします。

　部屋を出たマスターと佐さ伯えき先生を後しり目めに、私は倒れているひめひめの前まで行きました。

　目を閉じ、動かないひめひめ。

　しかし彼女は間違いなく生きています。一度死んだ身であるにも拘かかわらず、無限回廊エターナル・アイドルに侵入され、無む理り矢や理り息を吹ふき返されたのは結果的に見ると大きな僥ぎよう倖こうでした。

　しゃがみ込み、彼女の──数週間振りに見る、彼女本来の寝顔を、私は見詰めます。

　目を覚ましたら何から説明したものか、そう思考しながら、頬ほおに触れようとしました。

「ん……」

　その、刹せつ那な。

「……え？」

　私の予期しないことが、起きました。
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　城き島じま家けで、硝しよう子こが負けてしまった辺あたりからだろうか。

　意い識しきは完全に閉ざされてしまい、何も知覚できなくなっていた。

　だから、何が何だかわからなかった。

　どうして自分はここにいるのか。

　どうして光が目に飛び込んでくるのか。

　どうして──失ってしまったはずの身体からだに、感覚があるのか。

　ゆっくりと──瞼まぶたの隙すき間まから洩もれる光を受け入れるように、ゆっくりと目を開ける。

　壁かべ。天てん井じよう。畳たたみの匂におい。

　そして、何より。

　目の前で驚おどろいたような顔をしている、リボンを着けた少女が。

　よく知っているその顔が、そこにあった。

　それを見て、姫ひめ島しま姫ひめは、

　覚かく醒せい未満の思考能力で、それでも、呟つぶやく。




「おはよ。……硝しよう子こ」




「ひめ……ひめ？」

　小さな唇くちびるが動き、つぶらな瞳ひとみが更さらに大きく見開かれる。

　覚かく醒せいするに従って、状況を把握した。

　取り戻した身体からだ、その頭の中にほんの僅わずか残った記き憶おくの断片が流れ込んでくる。

　それは必死で戦う、硝子の姿だ。

　自分を取り戻そうと頑がん張ばっている、彼女の──。

「なんかね、すっごい長い夢、見てたみたいだよ」

　自然、自分の唇が笑えみを作るのがわかった。

「でもね、わかってる。ぼんやりだけど、全部」

　あちこち破れてしまったワンピース。

　硝子は自分の身体から、幾いくつも武器を取り出していた。

　覚えていない。けれど、記憶にある。

　ああ、と思う。

　やっぱり、硝子は諦あきらめなかったんだ。

　一度負けて、囚とらわれたにも拘かかわらず──自分のことを取り戻そうとしてくれていたのだ。

　こんなに、ぼろぼろになってまで、

「ごめんね。迷めい惑わくかけたね。それと……ありがと、助けてくれて」

　こんな娘こが、私の友達だったんだ。

　こんなにも強く、こんなにも立派な娘が、私のことを友達だと思ってくれていたのだ。

「ひめひめ」硝子が、姫ひめの名を呼んだ。

「ひめひめ……」

　それは。

　他ほかならない、目の前の彼女が、入学してすぐに、自分につけた愛称。

「うん。硝子……よかった、私……生きてて」

　自分でも驚おどろくほど穏おだやかに、姫は笑え顔がおを浮かべる。

　目の前の少女は、いつだって冷静で、あまり表情というものを浮かべない。だから、だったら。自分が思い切り笑ってやろう、そう思って。

　だけど。

「ひめ……ひめ」

「……え？」

　どうしたことだろう。

　呟つぶやいた硝しよう子この顔が、変化していった。

　大きな目が細められる。頬ほおの筋肉が緩ゆるんでいく。唇くちびるが、穏おだやかな弧こを作っていく。

「しょう、こ……」硝子は。

　今まで、姫ひめが見たこともないような、満まん面めんの笑えみを──浮かべていた。

　今の姫は知っている。

　硝子の本体は機き械かいで、感情というものがまだ未み熟じゆくであるということを。

　だから硝子の表情はすべて、状況に合わせて作成したものであるということを。

　でも、違う。違った。

　そんなものではない。

　これは──、

「よかったです……ひめひめ」

　これは、そんな、計算なんかではない、

「私……よかったです」

　未成熟な感情、それを決して否定せず、ありのままに受け入れた結果の──。

　この娘この、本物の、笑え顔がおだ。

　そう思った瞬しゆん間かん、硝子とは逆に、姫の笑顔が崩くずれていく。

　抑えきれない。頭の芯しんが熱あつく、耐えられない。

「硝しよう子こ……しょう……こぉ」
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　瞳ひとみに溜たまる涙。溢あふれ出る雫しずく。わななく唇くちびる。

　姫ひめは決けつ壊かいし、がば、と。

　硝子の矮わい躯くに、力の限り抱きついた。

「しょ、うこ……しょうこぉ……ふ、ふええ、ふええええ……」

「子供みたいです、ひめひめ」

「いいもん。こども、で、いいもん！　うれしいよぉ、私、わ、たし……！」

　硝子は姫の身体からだを抱だき締しめ、頷うなずき、頭を撫なでてくれる。

　そして更さらに、思わぬひと言。

「殊こと子こさんにもお礼を言ってくださいね」

「……え？」

「あの人が、ひめひめを助けるのを手伝ってくれたのですよ？」

　殊子先せん輩ぱい。

　死ぬ前まで付き合っていた、姫の恋人。

　優やさしいけれど冷れい徹てつで、どうしようもなく困った人。

　あの人も、私を──？

　もう、歯止めが利きかなかった。

　姫は硝子を抱き締める手に力を込め、これまで以上に嗚お咽えつする。
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「おかえりなさい……ひめひめ」

「ただい、ひっく。ただいま、しょうこ……ぉ」

　言葉にならないほど泣きじゃくり、震ふるえるひめひめ。

　そんな彼女とは裏腹に、私はこみ上げる笑えみをどうしても抑えきれませんでした。

　力の限りに抱き締めます。

　温かな、柔らかな彼女の身体を。

　確たしかに、この後の問題は山やま積づみです。

　しかし、そんなものは些さ事じ。

　彼女が再び日常に戻ってきた──それに比べたら、たいした問題ではありません。

　本当によかった、と。

　私はそう、思いました。




　それから。

　その後の顛てん末まつは、比較的てきぱきと、しかし少々予想外の方向に進みました。

　三日後──目覚めた殊こと子こさんは、大仕事を開始します。

　まずは、きみちゃんのこと。

　天涯孤独の身になってしまったきみちゃんは、殊子さんが目覚めるまで、アパートにひとりで暮らしていました。どうして家族用のアパートに自分が住んでいるのか、そもそも何な故ぜ自分に家族がいないのか。その疑問は修正力リペイントマーカーによって勝手に『幼い頃ころ家族と死に別れた』という記き憶おくとなり──それには疑いを持たず、これまでとまったく変わらない笑え顔がおで。

　で、殊子さんが目覚めてから、話し合いが行われました。

　きみちゃんをこれからどうするか。どこまで人々の記憶を改かい竄ざんするのか。

　そこで殊子さんが、唐とう突とつに言い出したのです。

「あの子、うちで引き取ることにするよ」と。

　これには全員が驚おどろきました。

　殊子さんの言い分は、こうです。

　速はや見み家けは三人家族で、父親は滅めつ多たに帰ってこない。だから自分も義理の母も、帰ってきて家に誰だれもいない時が多くてけっこう寂さびしい思いをしている。

　お金のことなら心配ない。うちは父親が外資系企業に勤つとめるビジネスマンで、ぶっちゃけた話もうひとり子供が増えても問題ないくらい金はある。

　だから彼女は正式にうちの養子にする。実は既すでに両親にも了解をとっていて、しかもそれは力を一切使わず、話術のみで説得した──と。

　異い論ろんを既き成せい事実という力でねじ伏せる、完かん璧ぺきな論ろん調ちよう。佐さ伯えき先生と里り緒おさんは是ぜ非ひもなく賛成。顔をしかめていたマスターも頷うなずかざるを得ませんでした。

　意外なことに──舞まい鶴づる蜜みつもまた、反対しませんでした。

　殊子さんのことをどこかで信用しているからなのか、或あるいは自分の実の母親がいる家ならば安心だと考えたのか、それはわかりません。

　ただ、君きみ子こに手を出したら考えられる限りの残ざん虐ぎやくな手口で苦しませて殺す、とだけ。まぁこれは、さすがに可愛かわいい女の子大好きの殊子さんといっても──大丈夫でしょう、恐らくは。

　その時は私も手伝います、とは言っておきましたが。

　で、次に、ひめひめのこと。

　ひめひめの両親はもちろん彼女のことを忘れていましたから、これは殊子さんの力によって記憶を取り戻させました。もちろん厳げん密みつな意味で『思い出した』訳わけではありません。

　ひめひめの記憶の中にある思い出をすべて両親に移植し、姫ひめという娘がいる、という心理的な事実を作り出したのです。それでも──不完全ではありますが、両親との仲が元に戻るまで時間はそれほどかからないでしょう。

　また、彼女自身の記憶はそのままにしておくということになりました。ひめひめは、無限回廊エターナル・アイドルだった頃ころのこともぼんやりとながら覚えていて、それが役に立つかもしれないというマスターの提案からです。ただこれは建前で──マスターの本音は、私の正体を知っている彼女が私の理解者として近くにいることが望ましいと、そういうことなのでしょう。

　戸こ籍せきに関しては、もともと記き録ろくそのものが消えた訳わけではなく、書類はあるのに誰も気付かないという状況になっていただけなので、これは世界の修正力リペイントマーカーが徐々に元に戻るようです。

　という訳で、あとは、学校。

　これに関しては──。




　七月も終わり近くになった、夏期講こう習しゆう最終日。

　その日、一年九組に、季節外れの転校生がやってきました。

　どうしてこんな時期に、とか、どんな奴やつなんだろう、とか。そんなざわめきが朝のホームルームに満ちる中、別べつ保ぽ先生に代わり本人すら気付かないままにいつの間にか担任となった、元副担任の先生が、その転校生を教室に招き入れます。

　おお、と。歓声が上がりました。

　それは──髪の毛を左右でふたつに束ねた、比較的どこにでもいるタイプの、しかし愛あい嬌きようのある容姿をした──女の子。

　彼女は、黒板に自分の名前を書き記しました。

「姫ひめ島しま姫ひめといいます。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな時期に転校してきて、しかも変な名前ですが……」

　一礼し、顔を上げ、にこりと笑い、

「よろしく、お願ねがいします」

　さすがに高校生ともなると子供ではありませんから大おお騒さわぎにはならないにせよ、多少のどよめきが教室に満ちます。そしてひめひめは、クラスメイトたちの見守る中、丁度空いていた私の隣となりの席へと──先生に指示されて、着席しました。

「またよろしく」

　新しいクラスメイトとして戻ってきたひめひめ。

「ええ、改めまして……よろしくお願いします」

　ですから私は、ひめひめに向かって、小さく頭を下げました。




　そして、休み時間。

　私の隣になったということで、自動的にきみちゃんと八や重えさんが、彼女への接触を試みた最初の人間になりました。

「ねえ、姫島さんはどこから来たのー？」きみちゃんは無邪気にそう問うてきます。

「あ、えっとね、隣の県なの」それにひめひめは、あらかじめ用意していた答え。

「わかんないことあったら聞いてね」八重さんは相変わらずそっけない口く調ちようですが、

「うん、ありがと」彼女の優やさしさを知っているひめひめには承知の上です。

　わいわいと、四人──久しぶりに揃そろった、四人での会話。

　まだそれはぎこちなく、まるで四月に戻ったようです。だけど。

　四月に戻ったのと同じ感覚があるということは、数カ月も経たてば元通りになるということ。

　私は彼女たちが自己紹介を含めてお喋しやべりするのを、そう思考しながら見ていました。

　会話は徐々に、世間話から、彼氏はいるの、とか、そんなものへと変わっていきます。

「ねえねえ姫ひめ島しまさんー、硝しよう子こちゃんはねー彼氏と同どう衾きんしてるんだよー」

　きみちゃんが言い、私は即座に否定し、既すでにそれを知っているひめひめは私へ意味ありげな視し線せんを送りつつ、すごいね、と私をからかったり。

「直なお川かわさんと皆みな春はるさんは、彼氏いるの？」

「あはは、私は全然だよー」

「私も」嘘うそを吐つく八や重えさんのことも、ひめひめは知っていて黙だまっています。

　と。

　そんな流れの中で、きみちゃんが、上気した様よう子すで──、




「あのさー、じゃあ、ひめひめはさあー……」




　──そう、言いました。

「……え」私とひめひめだけが、それに気付き、目を見開きます。

　彼女に関する記き憶おくを、きみちゃんは持っていません。

　だからそれは、修正力リペイントマーカーの歪ゆがみか、或あるいは心の奥に僅わずかにあった、小さな残ざん滓しか。

「付き合ってる人とか、……って、あ」自分の発言に気付いたきみちゃんが、慌あわてました。

「ごめんなさいー、姫島さん！　何か私、つい……」

　それを見て、ひめひめは。

「いいの」一いつ瞬しゆんだけ泣きそうになったあと、

「前の学校でね、そう呼ばれてたの。だから……そう呼んでくれると嬉うれしいな」

　嬉しそうに笑って、応こたえました。




　これから先──。

　私たちがどうなるのか、懸け念ねんすべき事項は数えきれないほどあります。

　たとえば、無限回廊エターナル・アイドルの目的。

　次を楽しみにしろ、そう言って逃げたあれが、この先何をしてくるのか。

　口く調ちようと態度を見るに、それは今まで以上に──いえ、今までとは比べ物にならないほど、手段を選えらばない侵しん蝕しよくを、私たちの日常に仕掛けてくるに違いありません。

　これまでだって、問題なく乗り切っていた訳わけではありません。ですからこの先、すべてが完かん膚ぷなきまでに崩ほう壊かいしてしまうとも限りません。

　しかし、それでも。

　私はそれでも、この日常を──守り通さなければならない。

　マスターに与えられ、自分で育て、マスターと私のふたりで取り返した日常を。

　何な故ぜならこれは私にとって、もはや掛け替えのないものになっているのですから。
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「私はそんなことが聴ききたい訳わけじゃないのよっ！」

　フォークが生いけ贄にえごと、音をたてて皿に突き刺さる。

　絶叫にも近い、遠えん慮りよのない声。

　舞まい鶴づるは僕を睨にらみ付ける。

　生き地じの間から染しみ出た蜂はち蜜みつが、ゆっくりと溜たまりとなって、皿の上に広がった。




　そして、沈ちん黙もく──。

　僕は何も言えず、ただ彼女の刺とげ々とげしい顔を、黙だまって見ているしかなかった。

　わかっていたのだ。僕にだって。

　日常が壊こわれれば、それを取とり繕つくろい、紛まがい物もので埋めて見せかけだけを元通りにする。

　いつもそうやって、僕は非日常を誤ご魔ま化かしてきた。それでいいと思っていた。

　しかし舞鶴は違う。

　彼女はかつて、背負う、そう言った。

　自分は誤魔化さないのだと。背負うのだと。

　つまりそれは、壊れた日常を、決して取り繕うことなく──失敗を偽にせ物もので覆おおい隠かくし、なかったことにしてしまうのではなく──眼を逸そらさずに向き合う、そういうことだ。

　だけど今回、舞鶴は失敗してしまった。

　直なお川かわ君きみ子この母親を殺し、彼女から永遠に家族というものを失わせた。

　それは、フェイクの日常で誤魔化してしまわなければ、どうしようもないもので。

　だからこそ舞鶴は、それに苛いら立だっている。

　本当にそれでいいのかと、僕を問い詰めている。

　僕だって、同じことを考えていた。

　この先、無限回廊エターナル・アイドルは恐らく、今まで以上に苛か烈れつな手段で僕の日常を壊しにかかる。

　今までは前ぜん哨しよう戦せんみたいなものだ。僕と硝子の、虚軸キヤストとしての成長を促すために、どうにかできる範はん囲いでの局所的な破は壊かいを行う、テロルみたいなものだった。

　しかしこれからは、戦争になるだろう。

　あいつはもはや手段など選えらばず、敵と認めた僕に、遠えん慮りよなく襲おそい掛かってくる。

　今までは大丈夫でも、これからもそうとは言い切れない。何をどう足あ掻がいても取り返しがつかないことになってしまう日が、いつかきっと来る。僕の世界のすべてがどうしようもなく壊れ、どんなに埋め合わせをしても足りない奈な落らくに落ちる日が、必ず。

　そうなった時、僕はどうするか。

　いや──何ができるのか。

　フォークを置き、舞鶴は、もう冷めた紅こう茶ちやをゆっくりとひと口含んだ。

　カップを持つ右手はそれから、静かにソーサーへと戻る。

　そして、テーブルに置いた左手は──。

　硬質な質感をまとい、店内の蛍けい光こう灯とうで滑なめらかな光こう沢たくを放っている。

　義手、だった。

　力を使うために自みずからの左腕を、下腕の半分ほど吹ふき飛ばした舞まい鶴づる。それは自分の虚軸キヤストで付けた自傷行為だ。故ゆえに傷は、佐さ伯えきネアの力でも治すことができず、今でもそのままだ。

　殊こと子この力を使えばその義手を有ゆう機きに変換することも可能だが、舞鶴はそれをしなかった。

　直なお川かわ君きみ子こを救えなかったけじめなのか。或あるいは、殊子の助けを受けるのが厭いやなのか、それはわからない。わからないけれど、その義手を、舞鶴は決して、他ひ人とに隠かくそうとはしない。

　テーブルの上で、見せ付けるようにしていた。




　数分ほど、僕らがそうやって黙だまりこくっていただろうか。

　不意に、僕らの席の三メートル向こうにある出入り口の扉とびら、そこに取り付けられたベルが、ちりんちりん、と、客が入ってきた合図を告つげた。

　それとともに、かしましく喋しやべる数人の集団。

　ひとりはリボンを着けた、小柄な少女。

　ひとりは長身、ぶっきらぼうな顔の少女。

　ひとりは髪をふたつに束ねた快活そうな少女。

　そしてもうひとりは。

　ウェーブのかかった栗くり色いろの髪を揺ゆらす、無邪気な笑え顔がおをした、少女だった。

　彼女たちは、店内の空いた席に座ると、僕らには気付かずに、お喋りを始める。

　買い物帰りだろうか。全員が私服で、それぞれ幾いくつか袋を手に持ち、中のものをテーブルに出してはあれこれと言い合っているようだ。

　と、ウェーブのボブカットの少女が、控えめに、バッグから小さな袋を取り出した。

　じっと、嬉うれしそうに見詰めているのは──小さな、たぶん安物の、ヘアピンだった。

「……殊子、あの子にちゃんと小こ遣づかいあげてるんでしょうね」

　ぼそり、と。それを盗み見ていた舞鶴が、吐き捨てるようにして呟つぶやく。

　金持ってても無む駄だ遣づかいするような娘こじゃないんだろ、と、僕は言った。

「まあ……そうなんだけど」

　紅こう茶ちやにもパイにも口を付けず、舞鶴は彼女たちの方を、じっと横目に見ている。

　やがて、ヘアピンを見詰めていた少女が友人たちの会話に加わった。

　それと同時。

　僕の目の前の黒髪の少女は、ふん、と失笑すると、彼女たちから視し線せんを外す。

　僕は、ふと思った。

　もしかしてこいつは、本当は誰だれよりも、あの娘の隣となりにいたいんじゃないだろうか。

　あの娘この隣となりであの娘と向き合い、その無邪気な笑え顔がおを真まっ直すぐに見詰めたいんじゃないか。

　ふたりきりで。誰だれにも邪じや魔まされることなく。

　自分も同じように──笑って。

　だから。

「舞まい鶴づる」だから僕は、思わず、彼女の名を呼んだ。

「……何よ」

「確たしかに僕らは、今回とんでもなく無ぶ様ざまで、どうしようもなかった」

「だから？」とてつもなく不ふ機き嫌げんそうな顔をした彼女は、僕を睨にらみ付ける。

　だけどな、と。その表情に、微かすかに苦笑しながら。

「少なくとも……」僕は、続ける。

「あの娘が今、笑ってるのは、お前が血を流したからだ」

　その言葉に、ふん、と。

　舞鶴は眼を逸そらした。

　そしてテーブルに肘ひじを突き、右手を額ひたいに当て、掌てのひらで目を覆おおって、少し俯うつむき、

「……余計なお世話よ、莫ば迦か」

　透明な雫しずくが、二滴。

　ミルクティーとテーブルへ、ばらばらに落ちる。
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あとがき




　という訳わけで、『レジンキャストミルク４』でした。

　如何いかがだったでしょうか。楽しんで頂けたのなら嬉うれしいです。




　しかし、先月の三巻から二カ月連続刊行とか無む謀ぼうなことをやらかしてしまった訳ですが……正直、僕としては奇跡の刊行ペースな感じがして自分でびびっています。

　実際、三巻と四巻は一気に書いたので五百五十ページくらいの話を一本仕上げたという感覚なのですが、やっぱり長かったです。普ふ段だんの三百～四百ページと比べると、二ランクほど気合いレベルを上げないといけないといった感じでしょうか。

　原稿だけではなく、校正やなんやもいつもの二倍来たりして、さすがに他ほかのことをやる暇もなく部屋は荒れ放題です。本当、どうしましょうこれ。というかどうすればいいですか。仕事がひと段落したら読もうと思っていた本がどこにあるかもわかりません。誰だれかなんとかしてください。メイドさんが欲しいです。どこかで売ってませんか、メイドさん。売ってたら幾いくらくらいで買えますかね。どう考えても人身売買ですけど。一体まるごと買えるほどお金のない人のためにパーツ単位で売ってたりしてたら面おも白しろいですね。面白くねえよ。




　ええと、そんなくだらないことはともかくとして、宣伝を。

　この四巻と同じ日に発売される「電でん撃げき hp Vol.42」に、『レジンキャストミルク』の番ばん外がい編へんが載ってます。前回の四月に出た「電撃 hp Vol.41」に引き続き、連続掲載です。連続と言っても別に話そのものが続いている訳わけではないのですが。

　今回のは佐さ伯えきネアの話。あまり本編とは関係ない感じです。

　ちなみに「電撃 hp」に載ってる短編は基本的にお気楽な感じですので、本編のほのぼのパートがお好きな方には楽しんで頂けると思います。もしよかったら手に取ってみてくださいませ。




　さて、では三巻で書かなかったお礼関係を。

　担当の佐さ藤とうさん、二カ月連続刊行でなんかもういろいろとご迷惑をおかけしましてすみません。元はと言えば僕が言い出したので言い訳のしようもないというのがまた……。

　イラスト椋くら本もとさん、こちらも二カ月連続で本当にお疲れさまでした。しかもこれと同時期に短編二本もこなしてくださいまして、もうスライディング土下座でありがとうございます。

　デザイナー様、校閲様、そして編集部、営業部、出版部の各皆様も、ご迷惑かけますがどうかこの先もよろしくお願ねがい致します。

　それからスペシャルサンクスで浅あさ井いラボ様。いろいろとご助言を頂きましてありがとうございます。今度また機き会かいがあれば飲みに行きましょう。僕、お酒飲めませんけど。

　そして何よりも、この本を手に取ってくださったすべての読者の方へ。

　読んで頂き、本当にありがとうございました。




　ちなみに続きとなる五巻は鋭意執筆中です。だいたい秋くらいには出ると思いますので、どうかよろしくお願いします。





藤ふじ原わら　祐ゆう
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藤ふじ原わら 祐ゆう

１９７８年大分県生まれ。写真は前巻と同じく忘年会にて（椋本さん撮影）。緑色のパーカーが『トンベリに似ている』と言われ、ナイフまで持たされ記念撮影。……改めて冷静に見るとトンベリどころかただの犯罪者ですねこれ。

[image: ]




椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。そんなわけで上の著者近影すごいそっくりだと思うのですがいかがでしょうか……。次は是非ランタンも装備で！
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